





























  i 
音楽科における教育内容論の成立と展開に関する研究	 





























  ii 
カでは、1950 年代後半から 1970 年代にかけて音楽教育カリキュラム改革が行われ、概念










は 30 段階 102 のステップ等による「ふしづくりの教育」が始まった。  
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ら音の操作能力まで含めた教育内容を設定している。  














第１章	 音楽科における教育内容  
	  







育内容と教材の規定については、1960 年代後半から 1970 年代にかけての北海道大学教授
学研究グループの研究の流れを汲んで述べている。また教育内容を音楽の要素とすること
については、Langer, Susanne K.（ランガー）の Feeling and Form や Meyer, Leonard B.（マ
イヤー）の Emotion and Meaning in Music を援用し、Reimer, Bennett（リーマー）の音楽的
経験のカテゴリやマーセル（Mursell, James L.）の音楽的成長の概念などから導きだしてい
る。千成はその後、1981 年には音楽の要素を基本的教育内容に、音楽を構成する要因を随









































	 １）音楽を構成する要素についての概念―音楽的概念  
	 ２）演奏技術体系における法則性  
	 ３）音楽史学、民族音楽学等音楽学の諸成果  
	 ４）楽曲に対象化されている世界観やイメージと上記の表現手段との相関関係の  
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第４章	 教育内容論と授業構成論  
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 以上から、本章では、これまでの教育内容論をふまえながら、以下を提案した。  
 
（１）音楽科の教育内容とする基本的な音楽構成要素を中心に、一部に様式や音楽の機能	  












































































１	 旧字体の漢字は現在の漢字に、旧仮名遣いは現在の仮名遣いに改めた。  
 
 
２	 原著を引用・参考にした場合は、氏名や用語は原語で示し、（	 ）内にカタカナや訳語	  
	 を示した。  
	 	 	 例：Langer, Susanne, K（ランガー）  
	 	 	 	 	 rhythm（リズム）  
 
３	 訳本を引用・参考にした場合は、氏名や用語はカタカナや訳語で示し、（	 ）内に原語  
	 を示した。  
	 	 	 例：マーセル（Mursell, James L.）  
	 	 	 	 	 音楽的成長（music growth）  
	  
４	 原語の書名はイタリック体で示し、著者名と出版年を（	 ）内に示した。  
	 	 	 例：Feeling and Form（Langer：1953）  
 
 
５	 訳本の著者情報は、（	 ）内に、訳者名と出版年で示した。  
	 	 	 例：「サウンド・エデュケーション」（鳥越けい子他訳：2009）  
 
 
６	 日本語訳が定着している用語については、日本語訳に続けて原語を示した。  
 	 	  例：全米教育研究会 National Society for the Study of Education 
 
 
７	 日本語訳が定着していないものは、そのまま原語で示した。  
	 	   例：Basic Concepts in Music Education 
 
  
８	 引用・参考文献は、巻末に一括して示し、本文では（	 ）内に著者名と出版年と  
	 頁数を加えた。また、著者が同じ出版年に複数発表している場合は、出版年のあとにア  
	 ルファベットで示した。  
	 	 	 例：  音楽科の教育内容をとらえるべき観点としては、吉田は以下の二つをあげ  
           ている（吉田：1982, 85）。  
           別の角度から、授業構成を論じている（八木：1982a）  
 
９	 本文中の曲名と曲集名については《	 》で示した。  
 
 
10	 引用文中に引用者が挿入した句については、〈	 〉で示した。  
 
 
11  引用文について引用者が加えた注釈については、8pt で（	 ）に示した。  
	 	 	 例：（傍点・八木） 
	 	 	 	  （中略）  
	 	  
12	 図、表の表示においては、以下のように、各章中の順を示した。  
	 	 	 例：2 章の第 1 図…２−１  
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序章 
 




第１節	 本研究の位置づけ  
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第２節  音楽科における教育内容論の背景  
 
	 我が国の音楽科の授業研究において「教育内容」という語が自覚的に使用されるように








１  アメリカの音楽教育カリキュラム改革と Conceptual Approach 
  アメリカでは、我が国の教育内容論争に先駆けて、1950 年代後半から音楽教育カリキュ
ラム改革が起こり、その改革の中で概念学習 Conceptual Approach が示された。  
	 アメリカの公教育は、1776 年の独立宣言以降、長期間の教材中心の時代を経て数十年サ















	 1838 年に公教育に教科として音楽が導入されはじめ、1907 年、千成が述べる「第二階て
い」時代に入る頃に、全米音楽教育者会議 Music Educators National Conference（MENC）
が設立され、アメリカの公的な音楽教育に影響を与えるようになった。千成による「第三
階てい」にあたる 1958 年には、全米教育研究会 National Society for the Study of Education
  4 
（NSSE）における 57 番目の年鑑において、Basic Concepts in Music Education が公表され
ている（NSSE：1958）。また、MENC は、フォード財団により 1957 年に開始された青年
作曲家計画 Young Composer’s Project をひきつぎ、1963 年から 1973 年にかけて音楽教育に
おける創造性のための現代音楽計画 The Contemporary Music Project for Creativity in Music 
Education を行い、伝統的な楽曲の技能訓練から包括的な音楽性の育成をめざして、公立学
校に作曲活動を導入した。  
	 アメリカにおける音楽教育カリキュラム改革による多様な現象は、この 1950 年代後半か




	 中でも、1965 年から 1968 年にかけて行われたニューヨークのマンハッタンビル大学に
よるマンハッタンビル音楽カリキュラム The Manhattanville Music Curriculum Program 
（MMCP） や MENC による音楽的概念 Music Concept が組み込まれた概念学習 Conceptual 
Approach は、この音楽教育改革の所産である。  
	 音楽的概念は、MMCP によれば、Manhattanville Music Curriculum Program. Final Report
（Thomas：1971）の中で、pitch（音高）、rhythm（リズム）、form（形式）、dynamics（ダイ
ナミクス）、 timbre（音色）の５つが示され、中でも form や dynamics、 timbre は、音楽的
成長の中で何度も再考・再使用されるべきだとされている（Tomas, Ronald B.：1971, 89）。
また、1967 年には MENC が dynamics（ダイナミクス）、form in music（形式）、forms of music
（構成）、harmony（ハーモニー）、melody（メロディー）、rhythm（リズム），tempo（速さ）、









帰れ Back to basics」の動きにめまぐるしく移っていった。しかし、この間の所産は、それ




２	 文部省による戦後音楽教育の改革  
	 アメリカの教育カリキュラム改革の時期、つまり 1950 年代後半から 1970 年代にかけて
は、我が国において 1958（昭和 33）年、1968（昭和 43）年（中学校は 1969 年）、1977（昭

















	 1968（昭和 43）年告示の学習指導要領（中学校は 1969 年）は、基礎学力の充実をはか
った 1958（昭和 33）年告示の学習指導要領をさらに発展させるものとして改訂され、音楽
科の指導内容に「基礎」領域が登場した。この「基礎」領域の登場をはじめとして、1968
（昭和 43）年告示の学習指導要領は、アメリカの教育改革における概念学習 Conceptual 
Approach の刺激を強く受けているといわれている（難波：2000, 222-223）。しかし、「基礎」
領域は、包括的な音楽教育をめざした概念学習 Conceptual Approach の理念とは異なり、「リ
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ズム」「旋律」「和声」が音楽の要素として示されたものの、歌唱、創作、鑑賞領域との関
連が明確に示されていなかったことに難点があった。  












３	 教育現場と民間教育団体の動向  
	 一方、音楽教育研究の世界では、1960 年代には、オルフ（Orff, Carl, 1895-1982）やコダ
ーイ（Kodály Zoltán, 1882-1967）の音楽教育研究が知られるようになってきた。オルフは
1962 年に来日しており、また、1963 年には、「コダーイ・システム」が、東京で開催され
た ISME 第 5 回国際音楽教育会議 International Society for Music Education、V - ISME World 
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1965 年の第 14 次教育研究集会では、ドリル式の活動になりがちであった（B）活動に対し
て、即興的・総合的な音楽活動を重視した「ブロック方式」4も提案されている。  





	 また、昭和 30 年代末から岐阜県ではじまったふしづくりの教育が、1966（昭和 41）年
度から岐阜県音楽教育研究指定校となった古川小学校等において「ふしづくり一本道」と








４	 教育学における認識論的授業研究  
	 以上のように、音楽科において教育内容論の提起が行われる前の 1950 年代後半から 1970
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という基本方針で編集されてきたため、教育内容と教授技術が分離し、本来、明確に区別
される教育内容と教材の癒着が固定化されてしまったのである」（高村：1976, 55）とし、
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１	 教育内容をめぐる論争  
	 1980 年、千成俊夫は、日本音楽教育学会第 11 回大会のシンポジウム「教材の条件」に
おいて、音楽科の教育内容に関する提言を行った。これは、我が国の音楽教育研究で教育
内容についての最初の言及である。  






業の組織化の原理」（千成：1983, 130）について述べられている。1970 年代〜1980 年代前
半にかけて、教育内容に関する提言にかかわる一連の論理が構築されていっていることが
わかる。  
	 また、これらに関連して、1980 年前後には、以下の論文も発表された。  
「音楽教育における目標設定の基本原理」（千成：1973）  
「音楽の授業成立に関する一考察」（千成：1975）  
「音楽教育における教材論への試み  Leonard B. Meyer の所論を中心に」（千成：1976） 
「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（1）〜（5）」（千成：1977, 
	 1978, 1980a, 千成・宇田：1981, 千成：1983）  
八木正一・竹内俊一「音楽科における基礎学力－その基調を求めて－」（八木・竹内：：	  
	 1978）  
八木正一・鎌田真規子「音楽科の学力に関する一考察－音楽的認識過程の分析を通し
てー」（八木・鎌田：1979 ）  
八木正一「音楽科における学力規程に関する一考察」（八木：1979a）  






定されず、1982 年の日本音楽教育学会東京ゼミナールでは、先の 1980 年の千成の提起が
評価され、音楽科における教育内容や教材の関係がさまざまな機会に議論されるようにな






	 心とした教科課程構成への一視点－」（八木：1979b）  
八木正一・堀曜子「技術教科としての音楽科－音楽科教育の技術的基本性格と教科課  
	 程構成への一視点－」（八木・堀：1980）  
八木正一「授業のための音楽教材試論」（八木：1980）  
八木正一「音楽科における授業構成の現状と課題」（八木：1981a）  
八木正一「音楽学習における楽しさをめぐって	 楽しい授業づくりへの一視点」  
	 （八木：1982a）  
八木正一「音楽の授業における感動と基礎能力」（八木：1982b）   
八木正一・吉田孝「音楽教科書における教材の組織化と記述に関する一考察」（八木・	  
	 吉田：1982）  
吉田   孝「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982）  
村尾忠廣「音楽科の内容と教材」（村尾：1981）  
山本文茂「創造的音楽作りとは何か①『サウンド・アンド・サイレンス』を考える」  
	 （山本：1982a）  
河村恵・加藤富美子「音楽科の教育内容とは」（河村・加藤：1982）  
尾見敦子「音楽科における教材論	 音楽科教育研究の現状分析から  （尾見：1983）  
村尾忠廣・尾見敦子「音楽的概念による教材構成をめぐって①」 （村尾・尾見：1984） 
村尾忠廣「音楽的概念による教材構成をめぐって②」（村尾：1984）  
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て、また内容先行型の授業構成について提案している。  
	 この間の動向は次のようにまとめることができる。すなわち、1960 年代からの教育の現





２	 教育内容論に基づく授業構成法と授業プランの開発  














	 山中：1983b）  
八木正一「音楽科における教育内容措定に関する一試論」（八木：1984）  
吉田   孝「音楽科における技術観の検討－学習指導要領及び民間教育研究運動の変遷  
	 より－」（吉田：1984a）  
吉田   孝「音楽の多様化と教材－大衆音楽の教材化への一視点－」（吉田：1984b）  
千成俊夫「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅰ）－60 年以降の動向をめぐっ  
	 て－」（千成：1984）  
千成俊夫「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅱ）－60 年以降の動向をめぐっ  
	 て－」（千成：1985b）  


























吉田	 孝「音楽カリキュラムの弾力化と個性の伸長」（吉田：1988）  
八木正一「音楽科における単元構成への一考察（Ⅰ）単元構成の現状と問題点」（八木： 
	 1981b）  
八木正一「音楽科における単元論への一考察－戦後初期の単元構想を手掛かりとして	  
	 －」（八木：1984）  
大和淳二「音楽科教育における主題学習の意味」（大和：1984）  















ら音の操作能力まで含めた教育内容を設定している（高須：1996, 81）。  
 
４	 教育内容論と授業研究の新しい展開  
山田潤次「音楽科における教育内容とその指導過程組織化に関する一考察（１）－音  
	 楽科における単元構成の現状をめぐって－」（山田：1984）  
千成俊夫「音楽科における単元構成に関する一考察」（千成：1989a）  
西園芳信「音楽科におけるカリキュラム構成	 単位としての『題材』概念の考察」（西  
	 園：1990）  
吉田	 孝「単元構成と主題構成」（吉田：1991）  
八木正一・津田正之「音楽科における題材構成の基本的問題」（八木・津田：1999）  
津田正之「戦後改革期における音楽科単元構成の歴史的検討	 －単元学習の衰退をめ	  
	 ぐって－」（津田：1999）  
津田正之「音楽科単元構成の論理とその問題」（津田：2000）  
津田正之「昭和 50 年代における音楽科の題材構成：水戸市立新荘小学校の研究を中心  
	 に」（津田：2001）  
阪井	 恵「『題材構成』の問題性」（阪井：2006）  
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５	 教育内容論と授業構成の課題  
「音楽の授業における教師の意思決定に関する一考察」（八木：1991a）  
「音楽科の授業モデルとシステムに関する研究」（八木：1991b）  





「教科教育の課題	 学びの意味の再構築」（八木：1999b）  
「音楽科の意味の創出」（八木・川村・小室・島田：1999）  
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 「新学力観」が示された 1987（平成元）年告示の学習指導要領は、「生きる力」を示した
1997（平成 10）年告示の学習指導要領にかわった。そして 2008（平成 20）年には、「生き
る力」を示す方向性自体はかわらないとするものの、基礎的・基本的な知識・技能の定着
とそれらを活用する力の育成をめざすとするものとなった。  

















「学習活動と授業構成に関する一考察  －活動主義批判の検討を中心に－」（八木・川  
	 村：2007a）  
「音楽科における教材概念の検討と授業の構成」（八木・川村：2007b）  
「音楽科における教材とは」（八木：2008）  
「授業の臨床的構成と教育内容のとらえ方  －音楽科の場合を中心にして－」（八木：  
	 2009）  
「音楽科における授業構成の可能性  －〔共通事項〕の検討を中心として－」（八木：  
	 2010）  
「音楽科における授業モデルに関する一考察」（川村・八木：2012）  
「音楽科における鑑賞の授業構成に関する一考察－範例方式を視点として－」（山本・	 	 	  
	 八木：2012）  
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「音楽科の授業における発問の機能  －『赤とんぼ』の授業を例にして－」（吉田：2004a） 
「教育実践に役立つ研究とは」（吉田：2005a）  
「『確かな学力』の育成と音楽学習［音楽］」（吉田：2005b）  
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第４節	 本研究の目的と方法  
 
１	 先行研究の検討  
	 1980 年代以降の教育内容と授業構成に関して、本研究のテーマである 1980 年の千成提
言以降から現代までのスパンで教育内容の変遷を授業構成と関連させて述べた研究は少な
いが、部分的には千成自身とその千成の教育内容論を補強してきた八木のまとめがある。  
	 千成は、1988 年に、「教科教育学研究の成果と展望  －音楽科教育をめぐって－」（千成：
1988）として、日本音楽教育学会における 1971 年設立時から 1988 年までの議論について、
そして内容先行型の授業構成を展開してきた音楽教育方法研究会の所産についてまとめて
いる。一方、八木は、1994 年に「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：1994c）
として、1980 年の千成提言から 1994 年当時にかけて教育内容という用語が定着してきた
過程を述べるとともに、授業過程の研究も視野に入れた新たな課題を提起している。  


















  18 
子どもが獲得すべき能力（学力）に接続する形で、教科内容・方法を具体的に解明しよう
とした時代として際立っている」（菅：2006, 229）と述べるにとどまっている。         




導入とその展開」（島崎：2010）で、教育実践を中心に 1987 年以降から述べている。  
 
















３	 本研究の方法  
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 図０－１	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （作図：著者）
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註  
1	  千成俊夫が日本音楽教育学会第 11 回大会のシンポジウムにおいて行った提言は、下の    
  154-155 頁に収録されている。  
	   「シンポジウム	 教材の条件	 司会  愛知教育大学  水野久一郎、パネラー  国立文化研   
  究所  柿木五郎、パネラー  大阪教育大学  柳生力、パネラー  広島大学  千成俊夫」（日本   
  音楽教育学会『音楽教育学』10 巻 , 1980, 148-159）  
 
2 	 本稿で述べる学習指導要領とは、昭和 33 年以降においては、小学校学習指導要領、中  
	 学校指導要領を指す。  
	  
3	  文部科学省 HP「学習指導要領等の改訂の経過」（文部科学省 HP より	 2014/10/24 ア	 	  
	 クセス）	 	 	  
   http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/idea/__icsFiles/afieldfile/2011/03/30/1304372_001.pdf 
 
4 	 島崎篤子は、「ブロック方式」に関して、「B 活動自体を開放的・感動的なものにする  
	 と友に、子どもの創造性や自主性を生かす活動にする必要がある」として宮城サークル	  
	 が提案したと述べている（島崎：2013, 121）。  
 
5 	 これは、1981 年には 25 段階 80 ステップに改訂されている（山本：1981, 130-134）。	  
 
6   『音楽指導クリニック』シリーズは、『音楽指導クリニック 100 のコツ』（八木正一編  
  著、学事出版、1990）に始まり、『音楽指導クリニック 10 音楽授業のおもしろ教材・   
  教具』（八木正一、山田潤次、学事出版、1997）まで続いた。その後、『新・音楽指導  
  クリニック１	 新しい発想でつくる音楽授業・教材－新学習指導要領を活かす』（八木正  
  一編著、学事出版、1999）につながっていき、『新・音楽指導クリニック 10	 クイズ教  
  材でたのしむ日本音楽の授業』（田中健次・八木正一 , 学事出版 , 2011）まで出版され  
  ている。  
 
7   藤岡信勝が提唱した用語である。以下のように定義されている。  
   「発問、指示、説明から始まって、教具の提示や子どもの討論の組織におよぶ、現実に  
  子どもと向かう場面での教師の子どもに対する多様な働きかけとその組み合せ」（藤岡  
  信勝「教材を見直す」 , 岩波書店『岩波講座	 教育の方法３	 子どもと授業』 , 1987, 	 	  
	 178-179）  
 
8   たとえば「授業における教師の意思決定モデルの開発」（吉崎静夫、日本教育工学学会   
  『日本教育工学雑誌』12（2） ,1988, 51-59）、『教師の意思決定と授業研究』（吉崎静夫 ,  
  ぎょうせい , 1991）などがある。  
 
9   課題研究のまとめは、以下に掲載されている。  
  ・「授業研究の『方法』を創る－93 年度のまとめ－」（日本音楽教育学会『音楽教育学』 
	 	 23（2） , 1993, 61-72）  
  ・「授業研究の『方法「授業研究の『方法』を創る－課題研究のまとめ－」（日本音楽教	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第１節	 教育内容概念の提起  
 
１	 千成俊夫による教育内容論	  
	 千成は、1980 年、日本音楽教育学会第 11 回大会シンポジウム「教材の条件」において、
パネラーとして次のような提言を行った。この提言は、音楽科において教育内容概念が導
入され、教育内容と教材を規定していく契機となったものであり、本論文の出発点でもあ
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ます。あえてこのことを告白しておきまして、次にこの問題についてお話ししたい
と思います。  
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育学会学会誌『音楽教育学  －別冊－  音楽教育東京ゼミナールのまとめ』においては、以
下のように記されている（日本音楽教育学会：1980, 30）2。  
 
この〈音楽科の〉教材の定義についての学会における重要な成果は、第十一回大





















けに、1980 年の千成による提言が音楽教育界に大きな衝撃を与えたことがうかがえる。  
 
２	 千成俊夫による教育内容論の背景  
	 千成は、この 1980 年の提言の前に、それにかかわる一連の論文を発表している。1973
年には「音楽教育における目標設定の基本原理」（千成：1973）を、1975 年には「音楽の
  26 
授業成立に関する一考察」（千成：1975）を、そして、1976 年には「音楽教育における教
材論への試み  Leonard B. Meyer の所論を中心に」（千成：1976）を発表している。そして、
1977 年から 1982 年にかけて「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（1）
























沢：1974, 22）と述べ、教育内容構成に立つ授業研究の必要性を示した。  
	 さらに、教育内容や教材の順序構造については、鈴木が、1974 年に「教育内容の確定、
それに伴う順序構造の確定がなされると、それに伴う問題（教材）が典型的なものか、そ
  27 
れらの問題のうち、導入ではどのような問題を課すべきか、それぞれの問題の順序をどう
するか、教授学的に追及される課題になっている」（鈴木：1974, 123-124）と述べている。 
	 このような一連の研究は、北海道大学教育学部教育方法学研究室の教授学研究グルー  
プによって、1970 年に「教授学研究の構想」としてまとめられた。その構想は、同研究  
室が発行する紀要『教授学の探究』に、「いわゆる『70 年構想』から教授学研究の構想」  
として掲載されている。それによれば、教授学研究は実験的手法を貫くこととされてお  
り、実験の手続について、次のような順序が示されている（教授学研究グループ：  
1985, 129）。  
 
①	 現代科学の体系に沿った教科の系統をふまえ、研究対象とする概念（教育内	 
	 	 	 	 容）についての授業の到達目標を明らかにする。その際、科学史的知見と子	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ついて、千成はどのように論理展開していったのであろうか。  
	 千成は、1973 年の「音楽教育における目標設定の基本原理」（千成：1973）において、
















に分けていることを紹介している（千成：1973, 195）。  
	 千成の述べる「音楽的経験」をまとめると、以下のようになる。  
	 ここで気をつけておかなければならないのは、「想像的経験」であろう。千成が引用して
いる Reimer（リーマー）の Imaginal Experiences は、千成が述べているように、「可能なハ
	 	 	 	 	 	 	   感覚的経験…音楽に対する知覚反応が、そのひびきの表現性に対して	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   	   表面的な経験に終わるもの  
 音楽的経験	 	  知覚的経験…表現的音楽的出来事（表現性をになう音楽の契機的要素  
                            と相互関係、そして特定様式の文脈における使用）につ  
                            いての知覚と反応  
	 	 	  想像的経験…表現的音楽的出来事の知覚と反応に加えた、それらの予	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  測  
                    










学習内容と学習の関係を導き出した（千成：1973, 196）。  
	 では、そのような音楽的経験の対象となる音楽作品をどのように経験するのか。その点
については、千成は Meyer, Leonard B.（マイヤー）の Emotion and Meaning in Music（Meyer：
1956）を援用し、次のように述べている（千成：1973, 197）。  
 






	 ここに、千成が提言であげた教育内容の原型を見ることができる。  
	 千成は、こうして音楽科の教育内容を規定していきつつ、1975 年には、「音楽の授業成
立に関する一考察」（千成：1975）において、授業成立に向けて、子どもの認識の発達段階




















































	 1976 年には Bruner,Jerome S.（ブルーナー）自身が、自身の著であり世界各国に影響を








らないであろう」（千成：1976, 11）と括っている。  
続いて、千成は、1977 年から 1983 年にかけて、「音楽教育の教育課程構成に関する若干








要領は、周知のように、Bruner, Jerome S.（ブルーナー）の The Process of Education（Bruner：
1960）による影響を受けた 1968（昭和 43）年学習指導要領から大きく方向を転換し、人間
性やゆとりが強調されるようになっている。千成は教育が人間の形成を目指すこと自体を





































らえ、音楽的発達調査をふまえて、1980 年の提言を行なったのである。  
	 年代が前後するが、上述の「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （3）」の前年
















	   
３	 千成俊夫による教育内容論の展開  
	 千成は、先述したように、1980 年の提言後、「音楽教育の教育課程構成に関する若干の









	 まず、千成は、「音楽教育の教育課程構成に関する若干の問題  （4）」（千成・宇田：1981）
において、シンポジウム「教材の条件」の論議の達成度について以下のように負の評価を








	 そして、このシンポジウムには授業実践で生じる混乱が典型的にあらわれているとし , 
その混乱を整序する、という観点から、あらためて音楽科の「教育内容」と「教材」の関
係について述べた。  
























概念枠組みが漠然としていると指摘している。   




















宇田：1981, 163）、音楽学習構造図を示した（千成・宇田：1981, 165）。  






























	 一連の研究の最終号である「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題  （5）」
 
音楽学習構造図（千成：1981, 165）  
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（千成：1983）は、いよいよ授業の組織化の原理についてである。千成がこの号で示した
内容をまとめると、以下の５点9になる。  
	 ①	 授業は、個人と集団の関係を包みこんで行われることを確認する必要がある。	 
	 ②	 音楽科において教えうるものと教ええないものとの関係把握が、音楽科のレーゾ	 	  
ンデートルと、教材構成や授業組織化に決定的に作用する。  
  ③	 指定された学習内容の達成に向けては、教育内容とその順序が授業成功の決めて	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 八木は、「ふしづくりの教育」10の授業過程調査をもとに、1978 年から 1980 年にかけて
音楽科における学力規定について述べ（八木・竹内：1978, 八木・鎌田：1979, 八木：1979a）、








ている。   
	 この節では、それらの八木、吉田両氏の言説を考察する。  
 




	 ①	 学力を授業の中で獲得される能力として限定する。	 
	 ②	 音楽科の学力概念から、態度能力を積極的に排除する。	 
	 ③	 教育内容を誰にでもわかち伝えることができるように、計測可能な形で系統的に	 	 
	 	 組織する。	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そして、これらの視点から、音楽科における基礎学力を「音楽的感覚の習熟とその認識























音楽的感覚  習熟度  
リズム感  十六分音符までの音符の組み合わせでできる使用頻度の高いリズムパターン  
拍子感  単純拍子  
音程感  オクターブと幹音を中心とする六度音程  
速度感  一定の速度で演奏でき、速度の変化に対応できること  
  40 
・拍にのった名詞呼び遊び等：リズムパターンの分化→即興的な応答活動：総合→ 







定式化されたものとして、学力を以下のようにまとめている（八木：1979a, 36）。  
 
















































































位相として、以下のように教育内容からとらえた４つの位相をあげた（八木、1981a, 17-18）。  
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      （1）	 教育内容を直観的に把握する位相	 
	 	 	 	 	 （2）	 	 教育内容の構造をふまえて音を操作する位相	 －できる位相－	 
























	 ①	 驚きから出発し、探究を原動力とする教材構成の確立	 
	 	 ②	 音楽的技術追求のための指導過程の組織化	 
	 	 ③	 伝え、わかちあい、高めあう表現指導あるいは根拠を大切にしあう表現指導のた	 	  
	 	 めの手立ての確立  
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  45 
を、「平たくいえば、子どもがそれにそって学習を進めれば、科学や芸術に即した教育内容
を楽しく具体的に習得できること」（八木・吉田：1982, 59）としながら、さらに具備すべ
き条件として、以下をあげている（八木・吉田：1982, 59）17。  
	 ①	 科学や芸術に即した内容がわかりやすく典型化した教材によって構成されること	 
	 	 を前提として、そうした教材や学習活動が子どもの思考や技術の獲得過程、さらに	 
	 	 授業過程にそって構成されていること	 
	 ②	 それらの教材の提示や記述の方法が子どもの具体的・実体的イメージを豊かに喚	 	 





















































1982, 85）19。  
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 ①	 それを習得することによって、個別の楽曲を教えられなくても、数多くの楽曲に  
	 	 自力で、主体的に立ち向かうことのできる内容であること。  




し、次のように例示された（吉田：1982, 86）。  
 
●リズム	 	 	 	  －  拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセント、  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  音の長さ                 
●メロディー      －  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
●ハーモニー      －  同時にひびきあう二つ以上の音  
●テクスチュアー  －  ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニ  
                   ー  
●調性            －  主音、核音、音階  
●形式            －  フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
●ダイナミックス  －  強弱、漸強と漸弱、長さ  































（1）  教育内容の設定  
      先述の音楽的諸概念や下位概念から一つ選んで教育内容とし、内容を研究する。 
（2）  目標の設定  
  	  （1）の教育内容を習得することがいかなる状態をさすのか、「感じることができ  
    る」「表現できる」「理解できる」という三形態から考える。  
（3）  教材の選択・組織化  
      上述の有効な教材の条件にしたがって、教材を出しあい、子どもの学習過程に  
    そって組織化する。感性的段階、意識化の段階、習熟の段階に分けて記述する。  
（4）  授業過程の設定  
      授業計画、各授業の目標、教師の発言や活動、子どもの活動、予想される反応、  
    教材の提示の方法（教具）等をできるだけ具体的に、だれもが実践できるように  
    記述する。  
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  同書の目次にある項目見出しは次のとおりである。  
まえがき	 
	 
Ⅰ	 音楽科における授業改善の視点	 －達成基準明確化の意義をめぐって－	 
§１	  音楽科における達成基準明確化の意義  
§２	  音楽科における教材の組織化をめぐって  
§３	 	 達成基準の明確化と授業について	 
	 
Ⅱ	 音楽科の学力と教育内容をめぐる諸問題	 
§１	 	 学習指導要録の改訂	 
	 １	 おもな改訂点	 
	 ２	 指導要録における“方向的観点－達成度評価”の矛盾	 
	 ３	 関心・態度の評価をめぐって	 
§２	  音楽科における学力のとらえ方	 
	 １	 音楽家の学力をめぐって	 
	 ２	 学力論の成果と音楽科における学力	 
	 ３	 学力と計測可能性	 
§３	  学習指導要領と学力をめぐる諸問題	 
	 １	 学習指導要領における目標観	 	 
	 ２	 学習指導要領における内容の問題	 
§４	 	 音楽科における教育内容組織化の試み	 
	 １	 教育内容と教材	 
	 ２	 音楽科における教育内容とその展開の特質	 
	 ３	 音楽学習の位相と教育内容の組織	 
	 ４	 教材の構成による教育内容組織化	 
§５	 	 指導過程の組織と達成基準の明確化	 
	 
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化	 
§１	 	 音楽科における教材組織化の原理	 
	 １	 音楽をどのように聞くのか	 	 
	 ２	 音楽経験のカテゴリー	 	 
	 	 
  51 
	 同著のタイトルは「達成目標」とあるが、目次以降には「達成基準」という用語が多く
示されている。  
	 ３	 音楽学習の構造	 
	 ４	 教材の組織化について	 
§２	 	 コダーイ・メソッドにおける教材の組織化	 
	 １	 コダーイ・メソッド	 
	 ２	 音高に関する教材の組織化	 
	 ３	 リズムに関する教材の組織化	 
§３	 	 つくる活動を中心とした教材の組織化	 
	 １	 つくる活動を中心とした「ふしづくり一本道」	 
	 ２	 ふしづくり教育の教育内容とその組織化	 
	 ３	 メロディー学習における達成基準と教材の組織化	 
§４	 	 教育内容を中心とした教材組織化への試み	 
	 １	 達成基準を明確にした教材「南部牛追唄」の組織化について－高学年	 
	 ２	 達成基準を明確にした鑑賞指導－変奏曲	 
	 ３	 リズムの指導過程の構成について	 
	 ４	 「速さ」を中心とした教材の組織化	 
	 
Ⅳ	 達成基準を明確にした授業の展開	 
§１	 	 音楽科における授業展開の諸要素	 
	 	 １	 達成基準の明確でない授業の展開	 
	 ２	 授業の要素	 
	 ３	 授業の組織化とその展開	 
§２	 	 つくる活動を中心とした授業の展開例	 
	 １	 ふしづくりシステムを取り入れた授業展開のパターン	 
	 ２	 ふしづくり実践校の授業－導入	 
	 ３	 ふしづくり実践校の授業－ふしづくりの活動	 
	 ４	 ふしづくり実践校の授業－教材曲についての学習	 
§３	 	 コダーイ・メソッドにおける授業の展開例	 	 
	 １	 コダーイ・メソッドによる授業の構成	 
	 	 ２	 授業展開の事例	 
§４	 	 達成基準を明確にした授業展開の在り方－指導案の作成を中心に－	 
	 １	 授業展開と指導案	 
	 ２	 指導案の一般的内容と作成様式	 
	 ３	 達成基準を明確にした指導案の要件	 
§５	 	 音楽科における授業の組織・展開への展望	 
	 
Ⅴ	 音楽科における授業改善と評価	 
§１  	 学習評価の在り方  
§２	  音楽科における評価の基本的方略	 
	 １	 到達度評価をめぐって	 
	 ２	 評価の基本的方略	 
§３	  音楽科における評価の特殊性と今後の課題	 
	 １	 音楽学習評価の特質	 
	 ２	 表現とその評価	 
	 ３	 相互評価の重要性	 
	 ４	 評価論の確立と音楽科の授業改善	 
	 
あとがき	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  同著では、千成は以下の Ⅰ、Ⅲ－§１・§４－１を担当している。  
	 八木は以下の Ⅱ－§４・§５、Ⅲ－§４-４、Ⅳ－§１・§４・§５、Ⅴ を担当している。  
 
Ⅰ	 音楽科における授業改善の視点	 —達成基準明確化の意義をめぐって— 
§１    音楽科における達成基準明確化の意義  
§２    音楽科における教材の組織化をめぐって  
§３	  達成基準の明確化と授業について   
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化  
§１	  音楽科における教材組織化の原理  
	 １	 音楽をどのように聞くのか	  
	 ２	 音楽経験のカテゴリー  
	 ３	 音楽学習の構造  
	 ４	 教材の組織化について  
§４  	 教育内容を中心とした教材組織化への試み  
	 １	 達成基準を明確にした教材「南部牛追唄」の組織化について―高学年  
Ⅱ	 音楽科の学力と教育内容をめぐる諸問題  
§４	  音楽科における教育内容組織化の試み  
	 １	 教育内容と教材  
	 ２	 音楽科における教育内容とその展開の特質  
	 ３	 音楽学習の位相と教育内容の組織  
	 ４   教材の構成による教育内容組織化  
	 
§５	  指導過程の組織と達成基準の明確化	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ある」（傍点・八木）として、随伴的教育内容と説明した（千成編：1982, 40）。  
それを受け、千成も、基本的教育内容を、次の「音楽を構成する要素」としている（千
成編：1982, 59）。  
 
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化	 
§４	  教育内容を中心とした教材組織化への試み  
４	 「速さ」を中心とした教材の組織化  
 
Ⅳ	 達成基準を明確にした授業の展開  
§１	  音楽科における授業展開の諸要素  
	 １	 達成基準を明確でない授業の展開  
	 ２	 授業の要素  
	 ３	 授業の組織化とその展開  
§４  	 達成基準を明確にした授業展開の在り方―指導案の作成を中心に― 
	 １	 授業展開と指導案  
	 ２	 指導案の一般的内容と作成様式  
	 ３	 達成基準を明確にした指導案の要件  
§５	  音楽科における授業の組織・展開への展望   
Ⅴ	 音楽科における授業改善と評価  
§１	  学習評価の在り方  
§２	  音楽科における評価の基本的方略  
	 １	 到達度評価をめぐって  
	 ２	 評価の基本的方略  
§３	  音楽科における評価の特殊性と今後の課題  
	 １	 音楽学習評価の特質  
  ２	 表現とその評価  
	 ３	 相互評価の重要性  
	 ４	 評価論の確立と音楽科の授業改善  
Ⅲ	 達成基準を明確にした教材の組織化  
§４  	 教育内容を中心とした教材組織化への試み  
	 ２	 達成基準を明確にした鑑賞指導―変奏曲  



















	 	 内容  
要素  内	 	 	 容  
リ	  ズ	  ム  
拍（分割を含む）、テンポ（アゴーギグを含む）、リズムパターン、 
拍子、無拍子、アクセント、音の長さ（シンコペーション等）  
メ  ロ  ディ  ー  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと応え、朗唱、音程  
ハ  ー  モ  ニー  同時にひききあう二つ以上の音（協和と不協和、クラスター等）  
テクスチュアー  
	 （織  地）  
ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニー  
調	 	 	 	 性  
主音、核音、音階（長・短音階、各種旋法、各種ペンタトニック、
各種音階、無調等）  
形	 	 	 	 式  フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
ダイナミックス  強弱、漸強と漸弱、長さ  
音	 	 	 	 色  ねいろ（声、楽器、自然音、電子音などの人工音）  
表１−１	 音楽を構成する要素（千成編：1982, 59） 
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1982, 65）をとらえ、そこから教育内容を措定しようとしている。  
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 本節では、千成らの教育論に対して 1981 年から 1984 年にかけて展開された批判論文を
取り上げる。そして、1983 年に出された『音楽教育学  －別冊－音楽教育東京ゼミナール
のまとめ  』（日本音楽教育学会：1983）における学会としてのその時期の成果を検証する。  
 
１  教育内容論に対する批判  
（１）村尾忠廣による批判  
	 千成らの教育内容論に対して、まず批判を展開したのは村尾忠廣であった。ここでは、
村尾の 1981 年の論文と 1984 年の論文について述べる。  











	 村尾は、この 1981 年論文において、自然科学分野の教科における「二分法的」23な授業
構成をそのまま文学や芸術教科に適用するには根本的な問題があると説いた。村尾によれ
ば、科学は「‘一般化の提示（general proposition）’」であるのに対し、芸術は「‘特定化の






を価値的に特定化せしめているところのもの」（村尾：1981, 28）と述べた。  
	 村尾は、そのような特定作品における教育内容と教材の例として、ベートーヴェンの《交




	 ・作品のさまざまな断片  
	 ・さまざまな断片の異なる指揮者の演奏テープ  
	 ・伝統邦楽  
	 ・16 世紀ヨーロッパの声楽曲  
	 ・ベートーヴェンの《交響曲第９番》の第 4 楽章の冒頭から主題提示部にいたるまでの  
	 	 部分  
	 このような特定作品における教育内容や教材をあげつつ、米国の概念学習 Conceptual 
Approach の批判的検討や我が国の民間教育研究の成果の分析等をふまえ、次のように述べ
ている（村尾：1981, 39）。25 
  ①	 	 二分法は“一般化の提示”を本質とする科学の教育に基づいており、“特定化の表	 
	 	 	 	 出”である芸術の教育に直接応用することは問題が多い。	 
	 ②	 特定作品を前提とした上での二分法ならば、有効だと考えられる。	 
	 	 ③	 	 演奏表現、特に歌唱においては、表現内容の充実を基準に教材を選択、配列する	 
	 	 	 	 にしても、バラバラに取り出された概念・ルールを体系化するために適宜、これを	 
	 	 	 	 教育内容とした二分法的授業を行うことが必要だろう。	 
	 ④	 特定作品を理解させるという方向、プログラムの中でならば、最初から一般法則・	 
	 	 	 	 概念を教育内容として教えることも、教材の様式によっては効果的であろう。  
	 村尾は、これらにおいて、教育内容と教材の設定について、二つの方法をあげているこ
とになる。第一は、再表現の授業を配列する一方で、概念を教育内容に設定した授業を適
  58 
宜行うという方法である。第二は、特定作品理解の場合に、特定作品を特徴づける様式に


























	 村尾がこのあとに発表した 1984 年論文は①②に分かれ、①は尾見との共著である。①で
は村尾と尾見の担当部分の内容が連動していないため、尾見の担当部分については後述し、
ここでは①の村尾の担当部分と②について述べる。  
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 1984 年論文において、村尾は、1960 年代後半から始まったアメリカにおける「音楽概念」
への着目とその「概念学習方式（“Conceptual Approach”）」（村尾・尾見：1984, 144）は、
1984 年当時には見直しがなされていたことを取り上げた。  




















呈している（村尾：1984, 160-163）26。  
	 ①	 〈美的情動体験の深化〉を目的としながら、なぜ手段である〈音楽概念の学習〉	 
	 	 によって、教材が選択構成されてしまうのか。	 
	 ②	 科学は、個々の現象の中から一般構造や法則を発見し、それらを個々の様々な現象	 
	 	 に適用して説明することに本質があるが、芸術は、様式に共通のルールを前提に、そ  
	 	 こから個々の特定の芸術作品を作り出すことにその本質がある。音楽教育は、一般化  
	 	 のルールよりもむしろ、特定作品を芸術として特定化せしめている特殊構造に主眼を  
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 置いて指導すべきではないか。  

















	 千成は、広岡の教材の構造化論に対しておおよそ次のように批判していた。  
	 ①	 それまでの歌唱教材の典型的な指導案が音楽外的な目標を掲げているのに比べて、	 
	 	 広岡の教材の構造化－たとえば、《そりのすず》（アメリカ民謡）における基本要素	 	 
	 	 	 「はずむようなリズミカルな楽しさ」－は、音楽作品そのものを媒介にして措定して	 
	 	 	 	 いると評価することができる。その上で、さらに達成目標という観点から見ると、こ	 
	 	 	 	 の例のばあい、基本要素は「楽しさ」に置くのではなく、「楽しさ」を産み出す「リ	 
	 	 	 	 ズム」に置くべきである。そして、そして基本要素や中心観念を「楽しいはずむよう	 
	 	 	 	 なリズム」という風に置き換えることで教師は達成目標を明確にすることができる。	 
	 	 ②	 しかし、このように楽曲教材で構造化を行っていっても、その楽曲の特性から基本	 
	 	 	 	 要素や中心観念が具体的に抽出できない場合もあるし、また、それらは教材ごとに異   
    なる。たとえば、《ふるさと》（作詞：髙野辰之作曲：岡野貞一）の場合、「リズムフレ  
    ーズの流れを意識させて」というような指導目標などから中心観念を取り出すことに   
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 なる。このリズムフレーズのバックグラウンドは３拍子であるが、この曲で３拍子を  
	 	 強調することは、その歌詞やメロディー構造とは合致しない。したがって、３拍子は  
	 	 中心的観念として抽出できず、授業は自ずと歌詞の気分を汲み取らせるということに  



























・ ・ ・ ・ ・ ・
、教育内容と教材とは本当に峻別して考えることができるのか、これを区別











ンとは遠く隔たっていることは否めない」と述べた（山本：1982a, 13）。  
	 しかし、その同論文でその後に「わが音楽教育信条」として述べた部分では、次のよう








	 教育内容を具現するものを厳しく選びぬく。（決して単一の価値観、単独の音  
	 楽様式を子どもに強要しない。）  
☆教材の配列－音楽の構造概念（構成要素およびそれらの統合）を横軸に取り、	 	 	  
	 発達段階および様式概念を縦軸に取った“音楽概念発達スパイラル”（中略）にした  



























































した山本の論は、S&S の導入を考える上で、論を転換させてきたことがわかる。  






































のように述べている（河村・加藤：1982, 112）。  
 
このような体験を得てから後に、子供は音楽の内容に興味を示し、音楽を構成す
・ ・ ・ ・ ・ ・
る要素の理解、形式への興味へと学習が進み
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、さらに深い感動に、あるいは他の音
楽的事象への興味へと学習が継続していく。（傍点・引用者） 








	 尾見は、先にも述べたように 1984 年に村尾と共著で「音楽的概念による教材構成をめぐ
って①」（村尾・尾見：1984）（以下、「1984 年尾見論文」）において八木の論法を批判をし
ているが、1983 年にも「音楽科における教材論」（尾見：1983a）（以下、「1983 年尾見論文」）






























































































２	 日本音楽教育学会による教育内容論の評価  
	 これまで述べてきたように、千成・八木・吉田らによる教育内容論に対する批判は、ま
ず 1981 年に村尾が「二分法」に疑義を唱え、1982 年に山本や河村・加藤が、1984 年には
村尾と尾見が、というように展開されてきた。しかし、その批判において、音楽科の中で
教育内容を明確にしていくこと、については否定されなかった。また先述したように、山













のようになっている。（日本音楽教育学会編：1983, 5-6）  
 
（分科会１）「音楽科の教育課程」  
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 教育課程の構造は、教育課程論の上から見て、論理的に整ったものであり






・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
、数多くの教授経験による一般性や、教授・学習理論に支
えられていることが必要である。この分科会では音楽の教授と学習を、そうした視





























（日本音楽教育学会編：1983, 15-16）。  
 
（1）  リズム         －・拍（分割を含む）、テンポ（アゴーギグを含む）、リズ	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ム・パターン、拍子、無拍子、アクセント、音の長さ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （シンコペーション等）  
（2）  メロディー     －・抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
（3）  ハーモニー     －・同時にひびき合う二つ以上の音（協和と不協和、クラ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 スター等）  
（4）  テクスチュア   －・ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロ  
                        フォニー  
（5）  調性           －・主音、核音、音階（長・短音階）、各種旋法、各種ペン  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 タトニック、各種音階、無調等  
     （6）  形式           －・フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
（7）  ダイナミックス－・強弱、漸強と漸弱、長さ  
（8）  音色           －・ねいろ（声、楽器、自然音、電子音などの人工音）  
 
	 また、千成らは、このゼミナールで教育内容を中心とした授業構成についても、以下の
ように定式化したと述べられている（日本音楽教育学会編：1983, 16）。  
  
 （1） 教育内容の決定	 （2） 目標の設定	 （3） 教材の選択・教材の組織化に
あたって、①	 感性的段階、②意識的段階、③習熟の段階、の三つを整理しておく
こと。（4）  授業過程の設定  
 
	 広瀬は、「音楽内容や教科のもつ独自性を、このようにとらえて見るならば、教科の持つ
意味とその役割もはっきりしてくる」（日本音楽教育学会編：1983, 16）と評価した。  
	 ただし、第１分科会の検討課題には、多くの問題点が残されているとしている。  















































（日本音楽教育学会編：1983, 30）。  
	 そして、教材とは、千成が定義したように、「学習内容を子どもたちが学習しうる形に具
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註  
1   千成俊夫が日本音楽教育学会第 11 回大会のシンポジウムにおいて行った提言は、下	  
	 の 154-155 頁に収録されている。  
	  「シンポジウム	 教材の条件	 司会	 愛知教育大学	 水野久一郎、パネラー	 国立文  
  化財研究所	 柿木五郎、パネラー	 大阪教育大学	 柳生力、パネラー	 広島大学	 千成  
  俊夫」（日本音楽教育学会『音楽教育学』10 巻 , 1980, 148-159）  
 
2   おそらく、文脈から、ゼミナール実行委員の一人であった中島恒雄氏が記述している。  
 （『音楽教育学	 別冊	 音楽教育東京ゼミナールのまとめ』、日本音楽教育学会 ,1983,  
  30）  
 
3   日本では、『教育の過程』（鈴木祥蔵、佐藤三郎訳）として岩波書店から 1963 年に出版  
  された。  
 
4   千成は、以下を引用している。  
 ・Petzold, Robert G. , The Perception of Music Symbols in Music Reading by Normal Children  
   and by Children Gifted Musically :The Journal of Experimental Education  Vol.ⅩⅩⅤⅠⅠⅠ,June  
   1960 
 ・Petzold, Robert G. , Auditory Perception of Musical Sounds by Children in the First Six  
   Grade :The University of Wisconsion Madison, Cooperative Research Project No.1051, 1966 
 
5   ほぼ原文であるが、一部文意を変えない範囲で引用者がまとめた。  
 
6   柴田義松（『教育課程の理論と構造』第 Ⅴ 章教科編成の基礎理論、教育学講座、学習  
  研究社、1980）による。  
 
7   この音楽学習構造図については、「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の  
  問題（4）」（千成：1981）の 165-166 頁と、「同（5）」（千成：1983）の 130 頁で説明さ  
  れており、ここでは、双方の説明をまとめた。なお、「音楽学習構造図」という名称は、 
	 「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（5）」（千成：1983）の 130 頁で  
	 用いられている。  
 
8   たとえば、千成俊夫は、第３節で取り上げた『達成目標を明確にした音楽科授業改造  
  入門』（千成俊夫編著、明治図書、1982 年）の 66 頁や「音楽科の授業における単元構  
	 成方略に関する一考察」（『広島大学教育学部教科教育学科音楽教育学教室論集 Ⅲ』、    
  1-28 頁、1989）の 3 頁などでも用いている。また、前掲２『音楽教育学－別冊－音楽教   
  育東京ゼミナールのまとめ』32 頁では、中嶋が引用して改変した図が掲載されている。 
 
9   「音楽教育における教育課程構成にかんする若干の問題（5）」の 130-138 頁の要点を  
  引用者がまとめた。  
 
10   序章で述べたとおり、昭和 30 年代末から岐阜県ではじまった音楽指導法であり、  
  1968 年から約 10 年間、岐阜県古川町立古川小学校で中心的に行われた。その指導は、  
  全国各地の小学校でも取り入れられた。八木は、倉敷市立茶屋町小学校や高知県土佐   
  郡鏡村立第二小学校の実践を例にあげている。  
 
11	  八木正一、竹内俊一「音楽科における基礎学力	 その基調を求めて」（八木・竹内：  
	 1978）の内容を引用者がまとめたものである。  
 
12   同上 23 頁の内容をまとめて引用者が表にしたものである。  
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13   八木正一「音楽科の学力に関する一考察－音楽的認識過程の分析を通して－」（八木： 
  1979）の 40-45 頁の内容を引用者がまとめた。  
 
14	  芝田進午の『人間性と人格の理論』（青木書店、1976 年）を参照している。  
 
15   板倉聖宣らによる実践で、たとえば『仮説実験授業入門』（板倉聖宣、上廻昭、明治  
  図書、1965 年）などがある。  
 
16   八木正一「音楽学習における楽しさをめぐって  楽しい授業づくりへの一視点」（八  
  木：1982a）の 48-50 頁を引用者がまとめたものである。  
 
17   八木正一、吉田孝「音楽教科書における教材の組織化と記述に関する一考察」（八木・ 
	 吉田：1982）の 59 頁の内容を引用者が箇条書きにまとめたものである。  
 
18  「音楽とはやさ」「変奏曲」については、日本音楽教育学会第 13 回大会で両氏によ  
  り発表されており、ここでは具体例名だけ掲載されている。  
 
19   吉田孝「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982, 82）の内容を引用  
  者が箇条書きにした。  
 
20   同論文内で具体的に示されてはいないが、千成を中心とする「音楽教育方法研究会」  
  グループを指していると思われる。同グループの所産については、この当時のものと  
  して、1982 年に『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成俊夫編著、明治  
  図書）がある。  
 
21   吉田孝「音楽科における教育内容と教材の関係」（吉田：1982, 90）に箇条書きで示  
  されている部分である。箇条書きの各内容は引用者が要約した。  
 
22   あとがきには、「達成基準」と「達成目標」等の用語について、「これらの術語はす  
  べて教える内容を明確にするという意味で使用」しており、「各語句間の意味内容にち  
  がいはない」と記載されている。  
 
23   村尾忠廣「音楽科の内容と教材」（村尾：1981）の 26 頁に初出。以降、全体を通じて  
  出てくる用語である。  
 
24   村尾忠廣「音楽科の内容と教材」（村尾：1981, 28-29）に教材としてあげられている  
  ものを引用者がまとめた。  
 
25   同上 39 頁の部分を、文意を変えない範囲で引用者がまとめた。  
 
26   村尾忠廣「『音楽概念による教材構成』をめぐって」（村尾：1984）の 160-163 頁の内  
  容を引用者がまとめた。  
 
27   山本文茂「創造的音楽作りとは何か①『サウンド・アンド・サイレンス』を考える」 
 （山本：1982a, 13-14）から抜粋した。  
 
28   千成を中心とする「音楽教育方法研究会」グループを指していると推察する。  
 
29   尾見は、八木正一、堀曜子「技術教科としての音楽科」（八木・堀：1980, 41）から引  
  用している。（傍点は尾見）  
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30	  論法批判の分析は本稿の趣旨ではないので詳細は割愛するが、尾見が前段で批判し  
  ている八木の「論文」というのは、日本音楽学会発表資料（「音楽科における教育内容  
  の規定をめぐって」、日本音楽教育学会第 14 回大会発表資料、1983 年９月）であり、  
  刊行されたものではない。  
 
31   『達成目標を明確にした音楽科授業改造入門』（千成編：1982, 39-40）を引用してい  
  る。  
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第２章	 教育内容論の定着と授業プランの開発 
 








第１節	 1980 年代の教育内容研究の諸相  
	  
	 1982 年の日本音楽教育学会東京ゼミナール以降、千成俊夫は、共著も含めて以下のよう
に論文を発表していっている。    






現代化運動、1970 年代のカリキュラム改革、1980 年代の Back to Basics の教育思潮が音楽
教育カリキュラムに与えた影響を分析し、アメリカの一連の音楽教育の流れを示している。
1984 年「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅰ）－60 年以降の動向をめぐって  
	 －」（千成：1984）  
1985 年「米国における音楽教育カリキュラム改革（Ⅱ）－60 年以降の動向をめぐって	  
	 －」（千成：1985a）  
1985 年「音楽科の授業構成に関する一試論」（千成・八木・吉田：1985）  
1986 年「音楽教育研究における理論と実践の関係」（千成：1986a）  
1988 年「教科教育学研究の成果と展望	 －音楽科教育をめぐって－」（千成：1988）  
1989 年「音楽科の授業における単元構成に関する一考察」（千成：1989）  








1985, 2）。  
 
①	 	 詰めこみ教えこみ。子どもと学習過程の無視。すべて教師が正しくできないの	 
は子どもの側に原因があるとするおちこぼれ、おちこぼしの出現。	 
②	 音楽における教えうるものと教ええぬものとの混同並びにそのあいまいさ。音	 
	 	 	 楽的解釈の名のもとで生じる教師の恣意性と精神主義的押しつけ。結果として	 
















もの」（千成・八木・吉田：1985, 4）であるとした。  



























年には『音楽教育学』（  千成・早川：1990）を共著でまとめている。  
	 また、八木は、日本音楽教育学会東京ゼミナール以降、以下の論文を発表していってい
る。  
1983 年「音楽科教育における教科論的一考察」（八木：1983）  
1983 年「音楽科の授業における指導過程構成に関する一視点（その１）：「拍子」の	 	  
	 指導を中心として」（八木・出口・三国・山中文：1983a）  
 
















次々に発表していった。1990 年には『音楽指導クリニック 100 のコツ：たのしい音楽の授
業づくり』（八木編：1990）が出版されている。これは 1990 年から 1997 年にかけて発表さ
れた『音楽指導クリニック』シリーズ 10 巻のうちの第 1 巻である。八木は、次章で述べる
ように、これら『音楽指導クリニック』シリーズを皮切りに時期から多くの図書を出版し
ていった1。  
1983 年「音楽科の授業における指導過程構成に関する一視点（その２）：授業プラン  
	 「拍子のおはなし」を中心として」（（八木・出口・三国・山中文：1983b）  
1984 年「音楽科における単元論への一考察−戦後初期の単元構想を手がかりとして」 
	 （八木：1984a）  
1984 年「音楽科における教育内容措定に関する一試論」（八木：1984b）  
1985 年「音楽科の授業構成に関する一試論」（千成・八木・吉田：1985）  
1985 年「音楽科における教材と授業構成に関する一考察」（八木：1985a）  
1985 年「音楽科における教材開発に関する一考察」（八木：1985b）  
1987 年「音楽指導における指示語に関する一考察」（八木：1987a）  
1989 年「見ることと見えたことの探究」（八木：1989）  

























1984 年「音楽の多様化と教材	 －大衆音楽の教材化への一視点－」（吉田：1984b）  
1988 年「音楽カリキュラムの弾力化と個性の伸長」（吉田：1988）  
1989 年「戦後初期の学校音楽の改革」（吉田：1989）  
1984 年「音楽科における技術観の検討－学習指導要領及び民間教育研究運動の変遷よ	  
	 り－」  (吉田：1984a)  
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第２節	 教育内容概念の変化  
 
	 先に述べたように、千成らの教育内容論は一定の成立を見たが、教育内容の理論的枠組
みを確立していくにあたって、1980 年代にその定義が少しずつ変化した。  








	 千成の定義は、翌年の 1981 年には、以下のようにいいあらわされている（千成・宇田：






















ように整理している。（吉田：1982, 86）  
 
●リズム	 	     －  拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセント、  
	 	 	 	 	 	 	 	 	  音の長さ  
●メロディー     －  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
●ハーモニー     －  同時にひびきあう二つ以上の音  
●テクスチュア   －  ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニ      
                   ー  
●調性	 	 	 	   －  主音、核音、音階  
●形式	 	 	 	   －  フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
●ダイナミックス－  強弱、漸強と漸弱、長さ  
●音色	  	 	 	  －  ねいろ（各種の）  
 
  このように、1982 年には、千成らの教育内容論において基本的な教育内容は「音楽的概
念」であると説明されてきたが、一方で「表現手段」という用語が提示されたこともある。  
  たとえば、1983 年の日本音楽教育学会では、八木は、口頭発表の中で、音楽科における
教育内容は「表現手段」であると説明し、表現手段のサブカテゴリを以下のようにあげた2。  
 
１）音楽を構成する要素についての概念－音楽的概念	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
２）演奏技術体系における法則性  
３）音楽史学、民族音楽学等音楽学の諸成果  
４）楽曲に対象化されている世界観やイメージなどと、上記の表現手段との相関の     


































①	 音楽を構成する要素についての概念－音楽的概念  
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②	 演技術体系における法則性  
③	 音楽史学、民族音楽学等、音楽学の諸成果  
   これらの内容を、楽曲にかぎらないさまざまな教材や活動によって子どもたち   
 に獲得させる営みが、まさに授業なのである。  
    （中略）生きて働く音楽的体験を子どもに保証するためにも、さらに、もうひと   
 つのサブカテゴリを上の三つに付け加えることができる。それは次のようなもの  
 である。  
	 	 	 ④	   楽曲に対象化されている世界観やイメージなどと表現手段との相関の様態  





















し、ここでは教育内容を「表現手段」とはしていない（千成・八木・吉田：1985, 12）  
（八木：1984b, 215 より）  
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１	 音楽の法則や概念  
２	 作品におけるそれら（音楽の法則や概念－引用者注）の働きー作品のメッセージ    
    やイメージと法則・概念等との相関の様態  
３	 演奏技術  
４	 音楽学、民族音楽学等音楽学の諸成果  
	  













単元構成における最初の作業は主題の選択である。そこで主題を決める前に、主   
題決定の指標を設定分類して置く必要がある。筆者の分類は以下のようなものであ  
る。  




	 	  ２）音楽の機能を中心とするもの  
	  宗教行事を含めた音楽と祭、世界の子守唄・日本の子守唄、音楽と遊び、仕事
と音楽、戦争と音楽、環境音楽、音楽と医療、など  
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 ３）音楽の表現対象を中心とするもの  
	 	 音楽は自然（四季、空、山、川、海、平原、風、雨、嵐、動植物、機械など
の人工音、など）を表現する。  
 音楽は人間の感情（愛、喜び、悲しみ、にくしみ、慰め、勝利、平安、など）  
を表現する。  
	  音楽は物語りやキャラクター（オペラ、オラトリオ、ミュージカル、特定の人   
  物、など）を表現する。  
４）  音楽の表現技術や楽器を中心とするもの  
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 ①	 音楽の一般的な要素⇔音楽の法則や概念	 
	 ②	 音楽の機能を中心とするもの⇔音楽学・民族音楽学等音楽学の諸成果	 
	 ③	 音楽の表現対象を中心とするもの⇔作品のメッセージやイメージと法則・概念等と	 
	 	 	 の相関の様態	 













	 	 	 	  




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 2-１	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （作図：著者）  
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第３節	 教育内容を中心とした授業プランの開発と授業構成  
 
１	 授業プランの開発と変化  
	 教育内容を中心とした授業プランとしてまず発表されたのは、「変奏曲」（吉田孝作成、
1982 年）と「リズムを発見しよう」（松本正作成、1982 年）である。ついで、1983 年には











  1980 年代に発表された授業プラン・授業アイデアをまとめると以下の表２−２のように
なる。表中、種別の A は前節 88 頁であげた①〜④のうち、「①  音楽の一般的な要素」を
中心とするもの」がテーマとなったものである。B は②〜④の内容がテーマとなったもの









タ  イ  ト  ル  教  育  内  容  
種
別  
出   典  
1982 リズムを発見しよう  リズム  A 千成編：1982, 111-117 
1982 変奏曲  変奏曲  A 千成編：1982, 103-108 
1982 レロンレロンシンタ  速さ  C 千成編：1982, 117-123 
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1983 拍子のおはなし  拍子  A 八木他：1982a, 1982b 
1985 フレーズは大切だ！  フレーズ  A 有道他：1985 
1986 要注意歌謡曲  音楽と社会  B 八木他：1986 
1987 これぞ管楽器だ  管楽器のしくみ  B 山中他：1987 
1987 題をつけよう  イメージ  C 八木：1987b, 12-16 
1987 あなたは映画音楽監督  イメージ  C 八木：1987b, 16-18 
1987 審査員になろう  歌唱表現  C 八木：1987b, 18-20 
1987 おいしい授業  管楽器のしくみ  C＊  八木：1987b, 39-41 
1987 じゃんけん和音  和音  C 八木：1987b, 42-44 
1987 リズムサイコロ  リズム（技術）  C 八木：1987b, 44-45 
1987 チャルメラコンクール  楽器の構造  C＊  八木：1987b, 47-50 
1987 気分はアルプス  楽器の構造  C＊  八木：1987b, 50-55 
1987 私の名前でメロディーを  作曲  C 八木：1987b, 55-56 
1987 つづきを作ろう  リズム創作  C 八木：1987b, 56-59 
1987 おもしろ歌づくり  作曲  C 八木：1987b, 60-61 
1987 音ぬきドングリ  音高	 拍  C 八木：1987b, 62-64 
1987 人間音階  階名唱	 音高  C 八木：1987b, 64-65 
1987 魔法の音楽  強弱  C 八木：1987b, 65-66 
1987 音楽大なわとび  カノン  C＊  八木：1987b, 66-68 
1987 蚊のカノン  ストレッタカノン  C＊  八木：1987b, 68-70 
1987 合体輪唱  
カノン	 パートナー
ソング  
C＊  八木：1987b, 70-72 
1987 オスティナートで遊ぼう  オスティナート  C＊  八木：1987b, 72-73 
1987 カード歌しりとり  階名、フレーズ、節  C 八木：1987b, 73-75 
1987 十五夜さんのもちつき  ２拍子  C＊  八木：1987b, 75-77 




演歌の構造  B 千成・竹内編：1988, 7-22 
1988 いい声つくろう  発声  B 千成・竹内編：1988, 23-30 









音の大小  A 千成・竹内編：1988, 56-70 
1988 バロック音楽のお話  バロック様式  B 
千成・竹内編：1988, 
110-124 
1988 楽譜のお話  楽譜  B 
千成・竹内編：1988, 
125-129 
1988 ひとり一音の音楽  音高、拍  C 
千成・竹内編：1988, 
129-130 
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和音  C 千成・竹内編：1988, 133 






1989 ああえおうあ  発声法  B 山田：1989b 
1989 パートナーソング遊び  
カノン、パートナー
ソング  
C 八木：1989, 59-60 
1989 ふりつけ輪唱  カノン  C 八木：1989, 62 
1989 音分け歌遊び  音高、フレーズ  C 八木：1989, 63 




運指、メロディー  C 八木：1989, 66-68 
1989 太平洋横断ゲーム  ロングトーン  C 八木：1989, 68-72 
1989 ピコ式タンギング練習法  タンギング  C 八木：1989, 72-74 
1989 キャプテン探し  運指、音  C 八木：1989, 75-76 
1989 一音リコーダー  運指、フレーズ  C 八木：1989, 76-77 




楽器のしくみ  C 八木：1989, 82-87 
1989 お話クィーカ  楽器のしくみ  C 八木：1989, 87-88 
1989 手づくりケーナ  楽器のしくみ  C 八木：1989, 88-92 




リズム  C 八木：1989,96-97 
1989 和音いすとりゲーム  和音  C 八木：1989, 97-99 
1989 音楽サバイバルゲーム  種々の活動  B 八木：1989, 102-112 
1989 シャープ君の音楽探検  
世界の民族音楽と旋
法  
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 山中らは、これらから、「拍子のおはなし」の内容を以下の８段階で構成した。  
①	 仕事や生活のリズムから、有拍のリズムと無拍のリズムを感覚的にとらえる。  
	 	 「十五夜のもちつき」の手遊びうたを歌ったり、木魚を打ちながらお経を唱えた  
	  り、救急車やクラクション、電車の踏切の音や風鈴の音を聞き分けたりする活動  
	  を行う。  
②	 	 音楽の中に有拍と無拍のリズム（自由リズム）が存在することをとらえる。  
 	   拍の概念を把握する。  
 	   楽曲に合わせて手を打つ活動の中で、速さが変わったり、追分様式によったりす  
   る楽曲は手拍子が打ちにくいことを確認する。  
③	 強拍の置かれる位置によって、拍のグルーピングが異なることを感覚的・知的に  
   とらえる。	  
 	 	 拍子の概念を把握する。  
 	 	 単純拍子を感覚的にとらえる。  
 	 	 句読点によって意味が異なる文章（例：アスルスバンニキテクダサイ）のクイズ  
   やリズムを拍の強さを変えて二拍・三拍のグルーピングで手拍子したり、バンブー  
   ダンスを二拍子と三拍子で踊ってみたりする。また、拍のグルーピングについての  
   お話を行う。  
④	 拍子の変化と曲趣の変化とのかかわりをとらえる。（＝拍子変奏）  
	 	 拍子変奏を行う。  





















⑤	 労働・民族性などとのかかわりから拍子を理解する。  
	 	 二拍子や三拍子を労働や民族的な解説からとらえる。  
⑥	 混合拍子・複合拍子について理解する。  
	 	 クイズを通して二、三拍子以外の拍子を意識させ、混合拍子を実際に打ってみた  
  り、混合拍子・複合拍子の曲を鑑賞したりする。  
⑦	 拍子の表記の仕方を理解する。  
 	  拍子記号の表記について説明するとともに、三拍子の表記の歴史的な背景に触れ  
  る。  
⑧	 変拍子とアクセントによる拍子の複雑な変化をとらえる。  
 	 「春の祭典」（ストラビンスキー作曲）の鑑賞などを通して、アクセントの位置の  
  変化、拍子の変化によるグルーピング感覚のずれをとらえる。  


























西端：1990, 221）。  
 
①	 いわゆるクラシック音楽として非常にポピュラーな作品である。  
②	 ポピュラリティだけでなく、多大な魅力とすぐれた価値を有した作品である。  
③	 演奏時間が約 20 分と、組曲としては短い作品である。  








	 山田らは、そのことから、次のように授業を構成している（山田・西端：1990, 223）  
 
１	 それぞれの曲のさまざまな音楽構成要素を手がかりにして、サン・サーンスの  
	 	 つけた題名をあてる。  
２	 この組曲を通して、サン・サーンスは動物の生態の描写を超えて、何を表現し  
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ること」「頭声発声の意識化」をねらって構成された。  
	 この授業プランの構成は以下のようになっている。  











①	 自主編成テープを聴かせる。	 	 
	 	 《マンマ》（ビシオ作曲）、歌劇《魔笛》より夜の女王のアリア《復讐の心は地獄	 
	 	 のように燃え》（モーツァルト作曲）、《冬の旅》（阿久悠作詞、猪俣公章作曲、森進	 
	 	 一歌）、《石松と三十石船》（広沢虎造声、浪曲）、《カッコー・ヨーデル》（ケルシュ	 
	 	 バウマー声）など、さまざまな音楽の声の違いを聴きとらせる。そして、これから	 
	 	 挑戦する声が、特別な音楽ではなく、合唱した時によく混じり合う声であることを	 
	 	 告げる。	 
②	 頭声発声を意識させる。	 
	 	 	 小さい声からだんだん大きい声になるように「ラーメン」といわせ、地声の問題	 
	 	 点に気付かせる。その後、「ラーメンに調味料を混ぜる」として、「幽霊の声」や「き	 
	 	 どった奥様」の声で歌う活動をとりいれ、頭声発声を意識させる。	 
③	 呼吸法を意識させる。	 
	 	 	 写真のシャッターを押す瞬間を想像するなどの具体的な指示で歌唱させる。	 
④	 共鳴を意識させる。	 
	 	 	 あめ玉を想像して口に入れた感じで唇を閉じて歌い、口や鼻に共鳴した感じがし	 	 
	 	 たら唇を開けて歌う―といった具体的な指示で歌唱させる。	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 ろうか。また、関連して、それらの楽器を道具として駆使している人間にも注目さ  




	 その展開形式は、以下である。  
①	 管楽器の発音原理	 
















	 	 	 他の同原理の玩具「ホーストランペット」での遊びやプリントの学習の他、自作	 
ビデオ（＊）でトロンボーンの奏法や演奏を鑑賞する。  






三谷：1987, 98）、印象に残った授業であることがうかがえる。  
 
５	 音楽の機能を中心とした授業プラン  
	  この種の授業プランとしては、「バロック音楽のお話」等があげられる（千成・竹内編：
1988, 87-124）。「バロック音楽」は、鑑賞を中心とした、中学校１年生対象で全 3 時間、プ









	 ＊自作ビデオは山中らが作成したもので、中学校吹奏楽部を訪ね、トロンボーン  
	 担当の生徒にインタビューしたり、トロンボーン四重奏を演奏したりしてもらい、  
	 最後にトロンボーンの解説をする、という内容になっている。  
⑤	 リードによる管楽器の機構	 
	 	 リードの発振を、ストロー笛を通して確かめる。また、この種の機構をプリント	 
	 の説明で理解したあと、サキソフォーンの生演奏を聴く。	 
⑥	 まとめ―授業タイトル「ビデオ『吹奏楽編』鑑賞」	 
	 	 管楽器の演奏を演奏者がどのような過程を経て演奏会を迎えるか、という一例の  
	 自作ビデオ（＊＊）を鑑賞したあと、プリントで学習をまとめさせる。	  
＊＊上と同じく、山中らが作成したもので、ある吹奏楽団へのインタビュー、個人・  
	 パート・全体練習風景、コンサート当日の楽器搬入、楽屋裏、リハーサルや本番の  
	 様子を撮影した内容になっている。  
















６	 多様な授業アイデア  
（１）授業アイデアとは  
	 授業アイデアとは「これまでの音楽の授業とは一味違ったアイディア、ちょっと観点を
①	 	 チェンバロの構造と表現の関連性の理解	 
	 	 	 ビバルディ作曲《四季》より《春》を取り上げ、楽器、作曲年代、バロック音楽	 	 
	 の時代等をプリントで確認する。そして、チェンバロの音色から想像させて楽器の	 	 
	 絵を描かせ、実物と見比べたり、鍵盤数から音の強弱を理解したりする。	 
②	 	 ソロとコンチェルトの対比的表現の聴き取り	 
	 	 ビバルディ作曲《四季》より《春》第１楽章の主題を取り上げ、曲の中に何回出	 	 
	 てくるか確認した後、曲の流れを凹凸で示した図を見せ、強弱や独奏・合奏の別を	 	 
	 示していることを理解する。さらに第 3 楽章の図を自分たちで作成する。	 
③	 コンチェルト・グロッソの対比的表現の聴き取り・バロック音楽のまとめと学習	 	 
	 の位置づけ	 
	 	 	 バッハ作曲《ブランデンブルク協奏曲第２番》や早川正昭編曲《美しい日本の四	 	 
	 季》より《はるがきた》《さくらさくら》などを鑑賞する。	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註  
1 	 序章の注 6 でも述べたとおり、『音楽指導クリニック』シリーズは、『音楽指導クリニ	  
	 ック 100 のコツ』（八木正一編著、学事出版、1990）に始まり、『音楽指導クリニック  
	 10 音楽授業のおもしろ教材・教具』（八木正一、山田潤次、学事出版、1997）まで続い  
	 た。その後、『新・音楽指導クリニック１	 新しい発想でつくる音楽授業・教材—新学習  
	 指導要領を活かす』（八木正一編著、学事出版、1999）につながっていき、『新・音楽指  
	 導クリニック 10	 クイズ教材でたのしむ日本音楽の授業』（田中健次・八木正一、学事  
	 出版、2011）まで出版されている。  
 
2 	 日本音楽教育学会第 14 回大会（1983 年）の口頭発表「音楽科における教育内容の規  
	 定をめぐって」（八木正一）による。  
	 	 この口頭発表の概要は、『音楽教育学』第 13 号（日本音楽教育学会：1983）の 47 頁  
	 に掲載されており、表現手段のサブカテゴリについても記載されている。  
	  
3	  中野徹三の『マルクス主義の現代的探究』（青木書店、1979）の 38-41 頁を引用して  
  いる。  
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第３章	 教育内容論の新たな展開 
 








え始めた。Sound and Silence （  Paynter＆Aston：1970）を翻訳して伝えた山本文茂は、当










第１節	 教育行政における教育内容論－単元構成から題材構成へ  
 
１	 戦後初期の単元構成  
	 単元は、戦後初期の教育で大きく取り上げられた。その様子は、次の千成の説明が分か  


















	 ・音楽の要素（リズム・旋律・和声）に対する理解と表現  
	 ・音楽の形式及び構成に対する理解	  
	 ・楽器の音色に対する理解  
	 ・音楽の解釈  
・中学校  
	 ・音楽の表現  
	 ・音楽に対する知的理解  








1947 年当時、次のように述べている。（近森：1947, 54）  
 
  元来音楽は、作曲者のインスピレーションが基になって、アクティビティーが生








	 つまり、昭和 22 年の『学習指導要領（試案）音楽科編』において、「単元」は、音楽そ
のものの理解のために分けられたまとまりとしてとらえられていたことがわかる。要領内
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ュラムの構成自体については、以下を明らかにすることから始める必要性を述べている（近






















ように説明している（真篠：1950, 3）。  
 
        一つは、コア学習、あるいは、他教科の単元の中で音楽が取り扱われる時であり、  
 他の一つは、音楽科として、音楽独自の単元学習を構成する場合である。前者は、 
      コアや他教科の単元題目と、直接関係の深い音楽活動のみが用いられ、音楽独自の  
      系統が無視されるのに比し、後者は、音楽の独自性に立脚して、系統的組織的な骨  
      格の上に、単元学習というものが築かれ得る特質がある。  












れた単元である（近森：1949, 156-162）  
 
 
























１学習の計画	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ５舞曲（ガボット）の鑑賞  
２楽器の特性と奏法の研究	 	 	 	 	 	 ６劇的構成をして演出する（アマリリス）  
３合奏学期の取扱法の研究	 	 	 	 	 	 ７発表会をおこなう。  
４合奏練習（アマリリスその他）  
時間  経過  学習の内容と活動  準備・教材その他  学習結果の反省  













４  ４児童に合奏の興味や欲求を生ぜし  
m  めるような展示物、楽器、書物を   
 準備する。  
５レコード鑑賞、展示物をみたことな  
○レコード      	 	    
  ガボット      	  
	 ワルツ	 	 	 	 	 	 	 	  
	 メヌエット	 	 	 	 
○おもな展示物	 	  
	 楽器の図、その	  
	 演奏図、オーケ  










































































































































○ スタカートをきれいに歌い  
上げる。  
○ 正しい和音のひびきに注意  
する。  
○ ガボットの話をきく、研究  
をする。  
○ レコード鑑賞（ガボット）  
（6）合奏演習  
○ パート練習  
・演奏法の研究（楽器別）  
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２	 単元構成から題材構成へ  




















































	 	 ス」（例）  
	 	 泣きやまぬ赤ん坊を抱いて、オ  
	 	 ルゴルンでしきりにあやしなが  
	 	 ら少女（京子）登場  
    京子「ほら、ほら、ほら、コロ  
	 	 ン、ロロン、コロン（くりかえ  
	 	 す）どうして泣きやまないのか  
	 	 しら困ったわ。  
	 	 お母さんはおつかいにでてまだ  
	 	 帰らないし－ほら、ほら、ほら、 
	 	 コロン、コロン、コロン、（くり  
	 	 かえす）  
 









	 	 ○ 鑑賞、批評についての話し合  
      い  
    ○ 批評を書いて学級新聞へ掲載  
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9-10）では、「題材」として以下の３つが掲げられている。  
 
１	 楽曲（教材）による題材  
２	 音楽的まとまりによる題材  























題としてあげられた（文部省編：1980, 16）。  
	 そして、「楽曲（教材）による題材構成」だけの形態では「具体的な計画作成の上での創
意工夫を引き出していく余地はきわめて少ない」（文部省編：1980, 16）として、以下の題
  115 
材がまとめて示された。  
	 ①	 主題による題材  





説明されている（文部省：1980, 16）。  
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 実際、具体的な指導展開においても、たとえば以下に示した 3 年生の「曲の感じで体を
動かそう」の展開例では、《ちびっこカウボーイ》（阪田寛夫作詞	 アメリカ民謡）や《こ  






り、「楽曲による題材」に似た指導展開になることが予想されよう（文部省：1980, 72）。  
 
 















































































表３−２	 『指導計画の作成と学習指導	 小学校音楽指導資料』に示された題材名  
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第３学年  
	 A 主題による題材の展開例  
（1）  題材	 曲の感じで体を動かそう（５月）  
（2）  指導目標	  
	 	 ア	 身体表現や演奏を通して、フレーズのまとまりや、拍の流れ及び旋律の変化な  
	 	 	 どを感じとらせる。  
  	 イ   曲のまとまりや、曲趣をとらえて表現を工夫しようとする意欲を育てる。  
（3）  教材  
	 「ちびっこカウボーイ」（阪田寛夫作詞	 アメリカ民謡）  
	 「この山光る」（阪田寛夫作詞	 ドイツ民謡）  
	 「運動会の歌」  
	 「ちびっこカウボーイ」、「この山光る」の曲の前半は、弾んで、リズムカルに動いて
いる旋律である。曲の後半の旋律はなめらかで、ゆったりとダイナミックに動いている
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「音楽科における単元論への一考察」（八木：1984a）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
「音楽科における教育内容とその指導過程組織化に関する一考察（１）	 －音楽科に  
	 	 おける単元構成の現状をめぐって－」（山田：1984）  
「単元構成と主題構成」（吉田：1991）  
「戦後改革期における音楽科単元構成の歴史的検討－単元学習の衰退をめぐって－」	 	 	  
	 	 （津田：1999）	  
「音楽科における題材構成の基本的問題」（八木・津田：1999）  
「音楽科単元構成の論理とその問題」（津田：2000a）  
「昭和 50 年代における音楽科の題材構成：水戸市立新荘小学校の研究を中心に」（津  
 	  田：2001）  




























せていくこと」（津田：2000, 238）が課題であると総括している。  
	 第１項で述べたように、教育行政において、昭和 20 年代の単元構成は 50 年代には題材
構成に変化していったが、教育内容論においては、単元論そのものについては、音楽のま


















	 ・	 主題構成をなぜ行っていくかについて論理が明らかでないこと  
	 ・	 選択組織されている教材が全面的に教科書教材に依っており、＜教材→題材＞と逆  
	 	 	 のベクトルになっていること  
	 ・	 その結果、題材のねらいとは無関係な内容を抽出して扱うことになっていること  
	 ・	 題材内部のレベルで表現と鑑賞が関連しないこと  







	 つまり、1958（昭和 33）年から 1978（昭和 52）年にいたる学習指導要領の改訂にかけ
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第２節	 創造的音楽学習における教育内容と授業構成  
 
１	 創造的音楽学習における教育内容  
  千成らの教育内容論が 1980 年の千成提言の前後に確立してきた状況はすでに述べてき
たが、同じ時期から我が国で学習指導要領や授業構成に影響を与えてきたものに「創造的
音楽学習」がある。それは、島崎が、我が国の音楽教育における創造的音楽学習は 1980
年代から顕著になったと述べている通りである（島崎：2010, 77）。  
  周知のように、「創造的音楽学習」の用語は、Sound and Silence （  Paynter, Aston：1970）
で示された Creative Music Making の訳語である。S & S が我が国で山本文茂らにより『音
楽の語るもの−原点からの創造的音楽学習』（山本他訳：1982）として翻訳される中で「創
造的音楽学習」と訳されている。  






	 Creative Music Making を理論面から我が国に導入した代表者は、島崎によれば、山本文
茂と坪能由起子である。たしかに、山本は、1982 年から 1983 年にかけて、また坪能は 1983
年から 1984 年にかけて『季刊音楽教育研究』誌上で連載し、Creative Music Making 理論の
普及につとめている。  
	 特に山本は、この 1982 年から 83 年にかけた連載の③（山本：1982c）で S＆S で紹介さ
れている 36 のプロジェクトを「教育内容」面から分析しており、表３−３のように、36 の
プロジェクトの内容整理を行うとともに、各プロジェクトの「教育内容」を抽出したとし
ている。  
  山本は、2 章で述べたように、この連載の①（山本：1982a）では、以下のように千成の
提起を批判するところから始めた。（山本：1982a, 13-14）  
 
   音楽科においては、内容と教材とは不可分の関係にある。これを区別すればする     
 ほど、教育内容は音楽の事実から遠ざかり、意味を失う。  
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        （山本：1982, 48 の表を引用者が整理した）  
 
 






























































































12 音音楽の技法  
音楽作品における数比的秩序  
20 世紀音楽の潮流：不確定性音楽  
自然発生的ポリフォニー  
テクスチュアの対比  
3 度６度音程による副旋律技法  
長三和音の構造と輪唱技法  












































表３−３	 36 のプロジェクト  









	 詳しくは第４章で述べるが、S &S の理念や活動は、1907 年に設立されたアメリカの全







































尾藤：1985, 63）。  
 
（1）リズム－音の長短・強弱・高低などの関係から生じる時間的な運動の秩序  
（2）旋律   －音の構成と長短の結合による水平的運動の継起  
（3）テクスチュア－複数の音や旋律の空間的・垂直的な相互関係  
（4）速度   －音の時価や楽曲の速度の規定  
（5）音色   －倍音の複合状態や音の立ち上りの状態によって生じるねいろの違い  
（6）音力   －音の大きさの度合いと相互関係  


























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
(6)関連づける。  (5)分析・評価
する。  


















































































































































































































































































































































































































































	 表３−４	 	 「わたしたちのメヌエット『アルチーナ』（小２）」  
（山本・松本・水野・尾藤：1985, 68 より抜粋） 
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これについては、後年（1994 年）、高須一が Creative Making Music に対する Paynter の  
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って教育内容の転換を行わなければならないとして、新たに次のように教育内容を設定し
た（高須：1996b, 81）。  
 
・音それ自体＋音の操作能力（音を探したり、つくったり、組み合わせるなどの能  
	 力）  
・音楽の表情＋音楽の表現方法（強弱の付け方、速度の変更、音から音への動きの 















２	 音楽づくりによる授業構成の具体化  
	 山本は、その後、1985 年には、『創造的音楽学習の試み	 この音でいいかな』（山本・松
本：1985）を松本恒敏とともに出版し、創造的音楽学習の具体的実践プランとして、以下
の表３−５のような「24 の学習課題」（山本・松本：1985, 132-141）を提示した。  
	 この書は、島崎によれば「CMM〈Creative Music Making〉の実践者にとってはバイブル
的な存在として、80 年代の CMM の実践を支えた」（島崎：2010, 82）。確かに、S＆S の翻
訳である『音楽の語るもの－原点からの創造的音楽学習』（山本他訳：1982）は、訳語であ
るがゆえに難解であり、また、これまでの我が国で主流であった楽曲中心の音楽教育から
すれば、具体的に取り入れにくい内容であった。そのような S＆S の 36 のプロジェクトに
  129 
対して、  以下の 24 の学習課題（表３−５）は、題名からして取りかかりやすいものであ
り、身近な事象と音を結びつけた活動を主体にしていることがうかがえる。しかし、これ





	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  














11. 耳をすまして  
12. 乗り物はすてきだ  
13. 高原で聞いた音  
14. 体で作れる音にはどんなものがある？  
15. 音の記号でカルタができ	 
■どこまで音は広がるのだろう	 
16. 海の物語  
17. 音による宇宙旅行  
18. 音のでるスゴロクあそび  
19. 鍵盤楽器探検  
20. アンサンブルを手づくり楽器で	 
■僕（私）だって作曲家	 
21. 夜の音楽  
22. 詩の朗読と音楽  
23. 絵と音楽  
24. 劇と音楽	 
表３−５	 24 の学習課題  









に関係する特集が組まれるようになり（85 年 3 月号「『音』を作る」、86 年 11 月号「音と  
















などの「賞」をつくって互いに表彰するようにしめくくっている（山中：2006, 27-28）。  
	 さらに、2008 年（平成 2０年）告示の学習指導要領では、表現領域に「音楽づくり」の
名称が誕生し、それに関する項目が設定された。音楽づくりは、学習指導要領改訂のたび
に重きを置かれるようになったと見ることができる。  
	 しかし、当初から課題となっていた効果音的な描写については、ここで大きく見直しが  






以下のように述べている。（津田：2011e, 50）  
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第３節	 音楽科教育における教育内容研究の新たな展開  
 
















作品理解を前提にすべきであるとしていた。しかし、1985 年に行われた、アメリカで Music 






ラム、より根本的には＜美的教育＞〈Music Education as Aesthetic Education〉の思想にとっ
て代わる新しい音楽教育の方向（音楽教育哲学）が見えてこなかった」（村尾：1997, 1）
と述べている。同論文によれば、プラクシス派のレゲレスキ（Regelski, Thomas A.）は、「理
論知識（ theoria, knowing that）」と「技能的知識（ techne, knowing how）」をつなぐものが「実
践的知識（praxis, practice）」であるとし、その立場から、エリオット（Elliott, Davie J）等
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  『授業づくりネットワーク』の初代編集代表であった藤岡信勝は、1987 年に、授業にお
ける教師の行為を「教授行為」とよび、次のように規定した（藤岡：1987, 178-179 ）。  
   















	 さらに、学習者論としては、たとえば 1993 年には、Lave, J.（レイブ）と Wenger,E.（ウ





































３	 授業システムの転換と教育内容論の新たな展開  
	 このような状況を受け、1990 年代においては、千成らの教育内容論とその授業構成にお
いても新たな展開が見られるようになった。  
	 八木は、これらに関して、1990 年代に、主に以下のような論文を発表している。  
「音楽の授業における教師の意思決定に関する一考察」（八木：1991a）  
「音楽科の授業モデルとシステムに関する研究」（八木：1991b）  
「研究の動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）  
「授業システムと自己学習力」（八木：1991d）  
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に組替える能力が必要である」（八木：1991a, 51）と述べた。  
	 このような授業過程の教師の意思決定や教授行為への着目については、さらに、「研究の
動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）に詳しい。ここでは、藤岡になら










「教科教育の課題	 学びの意味の再構築」（八木：1999b）  
「音楽科の意味の創出」  （八木・川村・小室・島田：1999）  







レベルの研究を結ぶ具体的なフェイズの研究である」と述べている（八木：1991c, 90）。  
	 授業過程に着目した論議は、さらに日本音楽教育学会におけるシンポジウムでも行われ





























  この一連の授業構成の作業においては、授業過程は（4）で取り上げられているが、これ  
はあくまで授業前に想定する授業過程の設定であった。そして、授業構成は授業前までの  









（1）  教育内容の設定  
	   先述の音楽的諸概念や下位概念から一つ選んで教育内容とし、内容を研究する。  
（2）  目標の設定  
	   （1）の教育内容を習得することがいかなる状態をさすのか、「感じることができ
る」「表現できる」「理解できる」という三形態から考える。  
（3）  教材の選択・組織化  
	   上述の有効な教材の条件にしたがって、教材を出しあい、子どもの学習過程にそ
って組織化する。感性的段階、意識化の段階、習熟の段階に分けて記述する。  
（4）  授業過程の設定  
	   授業計画、各授業の目標、教師の発言や活動、子どもの活動、予想される反応、
教材の提示の方法（教具）等をできるだけ具体的に、だれもが実践できるように記
述する。  










では、こう述べられている（千成編：1982, まえがき）。  
 


















うに述べている（八木：1994c, 10）。  
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註  
1  『指導計画の作成と学習指導	 小学校音楽指導資料』（文部省：1980）の 38-46 頁の記  
  載から、引用者が題材名を抜き出した。題材名は重複しているものもある。また、楽曲  
  による題材名は省略した。  
 
2   先に掲げた、単元例「楽しい合奏」（表３−１音楽の内容をまとめた単元例）などがそ  
  の一例であるといえるだろう。  
 
3   『教育学大事典』第４巻（第一法規、1978）の 202 頁から引用している。  
 
4   『昭和 50 年代における音楽科の題材構成：水戸市立新荘小学校の研究を中心に』（津  
  田：2001）の 39-40 頁の内容を引用者がまとめた。  
 
5 	 山本らは、ここでは「創造的音楽学習」と同じ活動を示すものとして「創造的音楽作  
	 り」という用語を使用していると考えられる。  
 
6   発刊当初は日本書籍であるが、現在は学事出版から出されている。  
 
7   数々見られるが、たとえば、音楽科においても 1994 年に篠原が教授行為について以下  
  の論文を発表している。篠原秀夫「音楽科における学習指導案に関する一考察：教授行  
  為の記述を中心に」（『北海道教育大学紀要第一部 C 教育科学編』44（2）, 251-265, 1994） 
 
8   佐藤は、ここでは、社会的構成主義の原語として social constructivism と social  
	 constructionism を並記している。（佐藤：1996,155）  
 
9   「研究の動向	 音楽教育研究の抽象から具体へ」（八木：1991c）の 86 頁の４つの分類  
  の見だしのみ引用者が抜粋した。  
 
10   教育内容の抽象度については、「音楽科における教育内容論の総括と課題」（八木：  
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第４章	 教育内容と授業構成論 
  









第１節	 平成 20 年告示の学習指導要領における〔共通事項〕と教育内容論   
 










	     	 新しい学習指導要領は、子どもたちの現状をふまえ、「生きる力」を育むという	 	 	 	 	 
理念のもと、知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力などの育成を重視	 	 	 
しています。  
 
	 音楽科においては、領域は 1998（平成 10）年告示の学習指導要領と変わらずに「表現」
と「鑑賞」の二領域で示されているが、加えて〔共通事項〕が設定された。〔共通事項〕は、
整理すると、小学校、中学校音楽科においてそれぞれ次のように示されている。  
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 文部科学省初等中等教育局教育課程教科調査官である津田は、2011 年、学習指導要領全	  
面実施に当たっての課題をあげる中で、〔共通事項〕について次のように述べている（津田：
2011b, 11）。	  
 




  これは、2008（平成 20）年告示の学習指導要領の、改訂における〔共通事項〕のウエイ
トの大きさを示すものであろう。資料４−１のように、新しく示された評価の観点におい
ても、観点「音楽表現の創意工夫」及び「鑑賞の能力」の趣旨の前半部分に〔共通事項〕
（事項ア）に即した内容を明記したとされている（津田：2011a, 10）。	  
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小	 	 	 学	 	 	 校  
「A 表現」及び「B 鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。  
ア	 音楽を形づくっている要素のうち次の（ア）及び（イ）を聴き取り，それらの働きが生み出  
	 	 すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。  
小学校第 1 学年及
び第 2 学年  
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，拍の流れやフレーズなどの音楽を特
徴  
	 	 付けている要素  
（イ）反復，問いと答えなどの音楽の仕組み  
小学校第 3 学年及
び第 4 学年  
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なり，音階や調，拍の流れや	 
	 	 	 フレーズなどの音楽を特徴付けている要素	 
（イ）反復，問いと答え，変化などの音楽の仕組み	 
小学校第 5 学年及
び第 6 学年  
（ア）音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なりや和声の響き，音階や調， 
	 	 	 拍の流れやフレーズなどの音楽を特徴付けている要素  
（イ）反復，問いと答え，変化，音楽の縦と横の関係などの音楽の仕組み  
イ	 音符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活動を通して理解すること。  
	 	 （注：第１学年及び第 2 学年には、冒頭に「身近な」がつく）  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中	 	 	 学	 	 	 校  
A 表現」及び「B 鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。  
ア	 音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成などの音楽を形づくっている	  
	 	 要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受すること。  
イ	 音楽を形づくっている要素とそれらの働きを表す用語や記号などについて，音楽活動を通し  
	 	 て理解すること。  
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              資料４−１	 小学校音楽科の評価の観点及びその趣旨  
（津田：2011a, 11 より引用）（下線・津田） 
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が明確ではない時代でもあった（坪能：2011, 45）と批判した。そして、このような状況
において転機となったのは、McNicol, Richard（マクニコル）の Great and Discover（McNicol：















学習の系譜の中で、1907 年に設立された全米音楽教育者会議  Music Educators National 
Conference （以下、MENC）の 1959 年から 1973 年までの音楽カリキュラム改革運動をあ
げていることからも明らかである。  
	 山本は、音楽カリキュラム運動の中でも S＆S（Paynter＆Aston：1970）にかかわりが深
いものとして、現代音楽計画 Contemporary Music Project（以下、CMP）のパイロット研究
報告書である Experiments in Musical Creativity （1966）4をあげ、また CMP において創造
的音楽学習の方向を展開した論文として、MENC の機関誌からたとえばエリオット（Elliot, 
David J.）の名前をあげている。そのエリオットは、レゲレスキ（Regelski, Thomas A.）ら
とともに、音楽的概念 Conceptual Approach を唱えた Reimer（ライマー）の A Philosophy of 
Music Education（Reimer：1970）に納められている Music Education as Aesthetic Education:The 
Music Program に対して真っ向から批判しているが、それはライマーが美的教育のために
習得をめざした音楽的概念を否定するものではなかった。エリオットも、形式的知識 formal 
knowledge として音楽的概念に相当する知識をあげているのである。  
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となるようにすべきであることを述べており、これまでの  千成らの教育内容論の授業構成
の考え方の根幹的な部分から〔共通事項〕の学習を検討していると見ることができよう。
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ている（佐藤：1996, 154）。  
 







を通して教室に文化の多様性を実現することである」（佐藤：1996, 184）と言う。  
	 このような学習者論あるいは学力論は、音楽教育にも広がった。たとえば、島崎篤子は、
2007 年に次のように述べている（島崎：2007, 34）。  
 


























保障すべき（八木・川村：2003, 21）であるとした。  
  2004 年になると、「授業構成論の諸相  －音楽の授業を中心として－」として、川村と











授業構成の第一義を見出していた 50 年代、60 年代型の授業では関心が払われてこなかっ
た教授行為は、80 年代に入って意識化された。これにより、名人芸から教育技術への軸の
展開がはじまったと述べる（川村・八木：2004, 9）。  





















村・八木：2005, 52）であると述べた。  
	 八木は、このように、2000 年以降、「教育内容」の枠組み、授業構成においてパラダイ
ムの転換をはかってきている。これらについては、さらに、次に述べるように、2005 年に




容は、「（1）音楽的概念	 （２）技術	 （3）音楽についての知識	 （４）教材に内包さ
れるイメージやメッセージ（教師によって解釈されたもの）」（八木：2005, 24）に分類
することができるという。そして、このような教育内容の性格として、次を提示した。  
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（１）	 実体性  
（２）	 指導可能性	 	 	 	 	 獲得形態の記述性  
	 	 	 	 	 ↑↓	 	 	 	 	  
	 	 	 	 学習可能性	 	 	 	  指導過程の確定性  

























そこから新たな教育内容を生成させる役割」（八木：2007, 49）を果たす。  












という（八木・川村：2007, 64）。  
 
















た（八木・川村：2007, 64）。  
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 ①	 実体的な教育内容の獲得を直接めざす授業	 
	 	 	 ②	 実体的な教育内容を関係的な様子も含みながら獲得させる授業	 
	 	 	 	 	 	 ③	 関係的な教育内容を重視する授業  
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第３節	 	 授業の展開と授業構成  
 
  吉田は、1982 年の教育内容の授業構成の定式化（吉田：1982）に続き、1985 年に音楽科
の授業を二つのタイプに類型化し、それぞれの授業構成の方法を以下のように示した（千












	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  











































１	 授業観・子ども観と授業の展開  
	 同じ授業構成を構想しても、実際の授業の展開は異なる。ここでは、2011 年に実施した、
新任教師 2 名（教師経験年数 1 年未満）と熟練教師（教師経験 31 年、初任者研修担当者）
が同一の授業案を元に行なった授業について見ていく（山中：2011）。今日ではいわゆる一
般的な授業である、  
	 授業の枠組みとしての授業構成は授業前に次のように決定し、授業者 3 名があらかじめ
確認しあっている。教育内容は「ダイナミクス」である。  
導	 入：ウォーミングアップ（遊び歌で拍の流れにのった身体運動を行う）  
展開①：「小さなはたけ」を、１番の「小さな」から 3 番の「大きな」まで、歌詞に	 
	 	 	 	 合う動作をつけて歌う（ダイナミクスを身体表現する）	 
展開②：「マエストロになろう」と呼びかけ、四拍子について説明する（四拍子を理	 
	 	 	 	 解する）	 
展開③：「小さなはたけ」の歌詞に合わせて四拍子の指揮をする（四拍子の基本的な	 
	 	 	 	 指揮で、ダイナミクスをあらわす）  
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展開④：「はじけたはたけ」「なよなよしたはたけ」「おこったはたけ」「○○なはたけ」	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 （○○部分は各自で決める）の４課題を設定し、それぞれに応じた指揮と動	 	 







表４−１	 導入場面の三者の教授行為  




	 	 	 	 	 	 ↓  
肩を叩いて歌いながら、1
フレーズずつ説明する。  
	 	 	 	 	 	 ↓  
「はい、みんな歌ってみま
す」  




















	 	 	 	 	 ↓  
肩をたたく動作を全員で
行う。  
	 	 	 	 	 ↓  
「これ、音楽に合わせてや
ってみる？」  





















	 	 	 	 	 	 	 ↓  
全員で 1 番を歌う。教師は、一人
だけ肩たたきをしながら歌う。  




	 	 	 	 	 	 	 ↓  
「先生、何をしてたかわかる？」	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
もう一度 1 番を歌う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
「すばらしい、さっそくまねでき
る」  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
もう一度 1 番を歌う。  
	 	 	 	 	 	 	 ↓  
「わかった？	 このルール」  
肩たたきの動作の説明をする。  













































る。	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教育内容として設定する授業は多い。ここでは、〔共通事項〕とはうたっていないが、いく
つかの教育内容を設定した授業として、2009 年に筑波大学附属小学校の高倉弘光氏が、高  
知市朝倉第二小学校で行った４年生音楽の授業を見ていく（山中：2010）。  
	 この授業は、特定の楽曲を設定した授業ではなく、また、ひとつの教育内容のみを設定  





	 この授業は、コミュニケーション以外に 5 つの教育内容が取り上げられている。「拍（四







導	 入：3 時のおやつゲーム  
展開①：音（音楽）にあわせて拍手・歩く・走る、音を聴く、さまざまな音価を体感	 	 
	 	 	 	 する	 
展開②：「アルプス一万尺」	 
	 	 	 	 	 テンポや調の違いを感じ取る。コミュニケーション	 
展開③：「なべなべそこぬけ」	 
	 	 	 	 	 コミュニケーション	 
展開④：「世界中の子どもたちが」	 
	 	 	 	 	 ABA 形式を体感する。	 
展開⑤：カノンの手遊び	 
	 	 	 	 	 	 	 	 カノンの体験。四拍子を体感する。	 
展開⑥：四拍子の指揮	 
	 	 	 	 	 四拍子の指揮をする。四拍子の意味を知る。	 
展開⑦：「カリンカ」の読解	 
	 	 	 	 四拍子の指揮をする。速度の変化を体感する。ABA 形式を理解する。  



















	           コミュニ  
	          ケーション  	 拍・四拍子  	 ABA 形式  	 速さ   調  カノン  
	 	          3 時の  
         お や つ ゲ ー
ム  
	 	 3 時の  
おやつゲーム      
  音にあわせて      歩く等      
           アルプス  
           一万尺    
アルプス         
 一万尺  
アルプス  
一万尺   
           なべなべ  
            底抜け       
  	 世界中の  
子どもたちが	     
    カノン     手遊び     
カノン  
手遊び  
 四拍子の指揮      
    カリンカ  
 
	 カリンカ  
  






	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表４−３	 授業でとりあげられた各教育内容の学習場面 





















 先生は「じゃ、今度は樹に聞かせてみようか。いくよ。」  




	  それをきいて「ぼくは、風といっしょにふきたい」と、としゆきが言う。  
	 	 「なんで？」と先生  
	 	 「風と一緒になったら音がきれい」  
	 きいてみると、子どもたちは「風と一緒に吹きたい」という子と、「かぜがやんだとき  
	 に吹くのが好き」という子に分かれた。  
	 もう一度みんなで目をつぶって聴く。吹きたい子が代わる代わる吹く。  
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③	 
みつおにかわった。  
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変化を見るためにその 2 年前の 1978 年から 2013 年まで抽出した。また、比較のために 1964
年の授業例を取り上げた。	  
	 全データは資料として巻末資料１に掲載するが、表４−４では、そのうち７つの授業例
をあげた。それぞれ、①1964（昭和 39）年、②1977（昭和 52）年、③1981（昭和 56）年、
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 （作図：著者）  
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 まず、表４−５においては、イメージをテーマとした音楽づくりが、1993 年から 2012 年
まで行われてきたことがわかる。1993 年から 1998 年までのものは、唯一 1995 年に「終り
の音は？」という音型に関する記述がみられるが、それ以外は音の高低、強弱、リズム、
重ね方等の音楽の要素は意識されているものの、音楽を構成していくための記述はない。  
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なリズム創作をしてきていると見ることができる。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 高学年では、４年生でトガトンやポリリズムの創作し、５、６年生でラップや「木片の
音楽」に向かい、高学年では、インターロッキング系重視の傾向がみられる。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 また、ボディーパーカッション、ラップ音楽がほぼ同じ内容で３、４年生、５、６年生
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 主にことばをリズムにあてはめる活動になっている。  
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3拍子、タタ、リズムチェ−ン、	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ふし	 	 	 
パズル  
1 年   	 →  	  2 年  	  →   	 3 年	 	 →	 	 	 4 年	 	 	 →	 	 	 5 年	 	 →	 	 	 ６年	  
④	 旋律・形式系  
 
 








もたちの音楽づくりに使用しやすい形式が固定化している様子がうかがえる。	 	  
	 以上をまとめると、以下のような表・図になる。  
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註  
1   文部科学省 HP「新学習指導要領・生きる力」	 2014 年 10 月 27 日アクセス  
	 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/ 
 
2   「音楽の基本的なもの」（千成：1980b）は、第２章で述べたように様々に呼ばれてき 
  たが、ここでは千成らが多く用いた「音楽的概念」という用語を用いる。  
 
3   『初等教育資料』No.877（2011 年９月号、東洋館出版）において、文部科学省初等  
  中等教育局教育課程課教科調査官・国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発   
  部教育課程調査官である津田正之が、以下のように述べている。（津田：2011e, 50）  
	 	 	  音楽づくりの授業において、子どもがどうしてよいのか戸惑っている、擬音や効果  
	 	  音的な表現にとどまっている、時間をかけるわりには表現が深まらない、といった状  
	 	  況はないだろうか。  
 
4   Experiments in Musical Creativity （A Report of Pilot Projects） , Contemporary  
  Music Project for Creativity in Music Education,1966 を指す。  
 
5   舩橋一男の「教育方法としての『対話』」（川口幸宏編『モラルエデュケーション』、八  
  千代出版、1999 年）の 64-65 頁から引用している。  
 
6 	 表４−４では、巻末資料の内容の一部を、文意を変えない程度にまとめた。  
 
7 	 これらは授業事例ではないため、巻末資料には記載していない。  
8 	 文部科学省国立教育政策所教育課程研究センター製作『小学校音楽映像指導資料	 楽  
	 しく実践できる音楽づくり授業ガイド』（学事出版、2014）に掲載されている。  
 
9 	 高知大学教育学部附属小学校の音楽づくりの授業記録調査は、学術研究助成基金助成  
	 金による研究（基盤研究 C 課題番号 35381205 音楽科の学力のミニマムスタンダード	  
	 に関する実証的研究）および平成 25 年度国立教育政策研究所教育課程研究センター研  
	 究指定事業の中で行ったものである。授業記録整理を同附属小学校の中山典子教諭、  
	 西山ゆり子教諭、渡邊美樹教諭が中心となって行い、その分類や傾向についてを山中が  
	 まとめた。  
 
10   高知大学教育学部附属小学校は、複式学級の研究を行っており、1.2 年生クラス、3.4 
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 本研究の結びとしてこれらの課題に対して、自説と展望を述べてみたい。  
 
第１節	 音楽科の教育内容  
 
















が規則的、安定的に用いられる場合に、一つの概念が獲得される」（難波：2000, 225）  
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２	 音楽構成要素の範囲の問題  
	 音楽構成要素は、先に述べてきたとおり、あげられてきたものがその都度少しずつ異な
り、一定ではない。たとえば、序章であげたとおり、1967 年に MENC によって取り上げ
られた音楽構成要素は、Dynamics（ダイナミクス）、Form in Music（形式）、Forms of Music
（構成）、Harmony（ハーモニー）、Melody（メロディー）、Rhythm（リズム），Tempo（速





●リズム	 	     ―	 拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセント、 
	 	 	 	 	 	 	 	 	   音の長さ  
●メロディー     ―  抑揚、フレーズ、テーマ、問いと答え、朗唱、音程  
●ハーモニー     ―	 同時にひびきあう二つ以上の音  
●テクスチュア   ―  ユニゾン、メロディー対伴奏、ポリフォニー、ヘテロフォニ  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ー  
●調性	 	 	 	   ―	 主音、核音、音階  
●形式	 	 	 	   ―	 フレーズ、節、繰り返し、対照、部分、再帰、各種形式  
●ダイナミックス―  強弱、漸強と漸弱、長さ  










いを x 軸に、音の高さの度合いを y 軸においてみる。  































図５−２	 	 	 	 	 	 （作図：著者） 
図５−１	 	 	 	 	 	 （作図：著者） 



























３	 教育内容としての音楽構成要素の段階性  
	 音楽構成要素は、下位の音楽構成要素を持つ。上記で、吉田が音楽的概念とその下位概
念として、たとえば「●リズム  －  拍、テンポ、リズムパターン、拍子、無拍子、アクセ
ント、音の長さ」とあげているようにである。この中の「拍子」を取り上げても、さらに
  186 
それは、単純拍子、複合拍子、混合拍子、変拍子、ポリリズムといった下位の音楽構成要
素を持つ。  
	 ハワイ音楽カリキュラムプロジェクト（Hawaii Music Curriculum Project）は、このよう
な下位概念の学習過程への配置を示している。一例としてリズムをあげれば、次のように
なる2。  
  	 リズム  
第 1 段階（幼稚園－１年生）  
	 拍、テンポ、リズムパターン、拍子、アクセント、長短  
第 2 段階（２年生－３年生）  
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ら人さし指を立ててみてください」 :『速度』   
	 ２「今聞いたふしと同じふしが何回出てくるか、数えてみてください」 :『構成』   
  ３「今度は、今と同じふしをトランペットが演奏します。トランペットの音が聞こ
えたら手を上げてください」 :『旋律』『音色』   
 ４「今、聞いたふしに重ねて、もう 1 つのふしが出てくるところがあります。 2 つ
のふしが一緒に聴こえたら手を上げてください」 :『旋律』『構成』   
  ５「楽譜を見ながら音楽を聴きましょう。音楽をしっかり聴いてクレシェンドとデ























  188 





















４	 音楽科の教育内容と学力  
	 上記で、筆者は、音楽科の教育内容について、以下の４点の問題を述べてきた。  
	 ①	 音楽科の教育内容としてまず中心的に考えられるのは、概念としてとらえられるべ	 
	 	 き音楽構成要素である。	 
	 ②	 音楽構成要素は無数に存在するが、基本的な教育内容として考えられるは、リズム、  
	 	 メロディー、ハーモニー、テクスチュアー、調性、形式、ダイナミクス、音色といっ  
	 	 た、子どもたちが一般的に耳にする楽曲に含まれる音楽構成要素である。	  
	 ③	 音楽が音楽構成要素によってつくり重ねられて共通の特徴が得られることによって	  
	 	 様式が生まれ、また、様式の背景には音楽の機能や民族音楽との関係が存在する。教  
  189 
	 	 育内容は、これらとの関係からも組み立てられる。  
	 ④	 音楽構成要素を概念としてとらえる時、その下位概念が現在の〔共通事項〕におい  




系統的な練習は不可欠である」と述べる（吉田：2005, 25）。  
	 しかし、これまで教育内容論においては、技能についてはあまり重視されてこなかった。
もちろん、第１章で述べたように、教育内容の学習の位相としては、以下の（2）のように、
技能としても考えられうる位相はあげていた（八木：1981, 18）。  
（1）	 教育内容を直観的に把握する位相  
（2）   教育内容の構造をふまえて音を操作する位相	 －できる位相－  
（3）	 教育内容の構造や論理を知的に認識する位相	  
（4）   （前三者をふまえて）自らの表現を構築し仲間とそれを高めあい、質の高い	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 ①	 音楽科の教育内容とする基礎的な音楽構成要素を中心に、一部に様式や音楽の機能  
	 	 等を含みながら概念化や操作化をはかった授業構成を、段階的に配置する。  





	 ②	 技能的な学習の授業構成を独立させて存在させる。  
	 	 	 これは、吉田が述べているような、短時間の継続的な授業構成が参考になろう（吉  
	 	 田：2005, 27）。先にも述べたように、音楽体験していく上で、「できる」ことの嬉し  
    さは重要である。そのための授業構成は改めて見直していく必要があろう。  
	 ③	 表現を主体とした授業構成について再考する。  
	 	 	 表現を主体とした授業構成は、楽的時間を豊かに共有するという点で、教育内容の  
	 	 獲得とはまた別に存在する。獲得した教育内容をもとに、音楽を経験していくことに  
	 	 なる。しかし、そのような授業においても、〔共通事項〕との関連や言語活動が重視さ  
	 	 れるあまり、表現をする時間よりも、考えたり話し合ったり、書いたりする時間が多  
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 くなっている。  
	 	 	 先にも述べたように、教科書教材に音楽構成要素を学習させるために作曲されたと  
	 	 思われるような楽曲も出現してきた。下の楽譜6は、四分音符と八分音符のリズムや速  











	 	    
	 	 	 教育内容論においては、すべての音楽科の学習が音楽構成要素の概念化のために存
在すると置いていたわけではない。現実的にそのような事態が起きているということ
について、再検討する必要があると考える。  
	 ④	 授業過程における内在的な要因を重視する授業構成について検討する。  
	 	 	 このタイプの授業構成は、教育内容における教師の思いや意図はあるが、子どもの  
	 	 思考や行動と教師との関係によって教育内容が生成的に生じてくるとされる。そうし  
	 	 た場合に、どんな教育内容がこのような授業構成に該当するのか、教師の思いや意図  
	 	 が子どもとの関係においてどのようにあらわれてくるのか、という点が、教育内容設  
	 	 定における授業構成の新しい課題になってこよう。  
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教授学研究の一層の進展をうながすこととなった（高村：1976, 56）。  
 
 教育内容と教材を区別することの積極的意義は、①教育内容が教材という個別的
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註  
1   『明鏡国語辞典』（大修館書店、2010）の「要素」の項に記載されている一部を抜粋  
  した。  
 
2   『音楽教育の原理と方法』（マルコム・テイト、ボール・ハック著、千成俊夫・竹内俊  
  一・山田潤次訳、音楽之友社、1991 年）の 51-54 頁に掲載されている学年配当表から、   
  リズムについてのみ取り出したものである。この学年配当表は、同著の中で The Hawaii  
  Music Curriculum Project : The Project Design（  Thomson, William. University of  
  Hawaii,1974, 8-9）から引用されている。   
 
3   『移行期用資料	 〔共通事項〕の指導について	 中学校版』（教育芸術社、     
  www.kyogei.co.jp/data_room/nenkei/chu_21kyotsu.pdf）に掲載されている事例である。（番  
  号は引用者）2014 年 10 月 26 日アクセス  
 
4 同上、18 頁にまとめられている表である。  
 
5   第６回音楽学習学会研究発表会（2010 年、於埼玉大学）にて「『音楽の要素』考」と  
  いう題目で発表された。引用は、その時の発表資料に基づく。  
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     資料１：雑誌『教育音楽	 小学校版』授業事例	  
	 	            	 （1964 年および 1977 年〜2014 年 9 月） 
 
         資料２：音楽づくり授業事例 










資料１  雑誌「教育音楽 小学校版」巻末授業事例一覧  







年  号 学年 授業種別 授業名 教材１ 教材２ 教材３ ねらい１ ねらい２ ねらい３ ねらい４ 
1964 年 1
月 
1 教材 なべなべそこぬけ 	   	   	   わらべ歌の旋律 遊び歌で楽しく遊ばせる 	   	  
	    2  教材 たけのこ一本、らかんさ 
ん 	   	   	  
 
日本旋法 	   	   	  
	    3  教材  えんやらももの木 	   	   	    陽旋律  手拍子、足拍子  輪唱・輪奏  簡単な陽旋を作る 
	    4  教材  花てまり 	   	   	    陽旋法、陰旋法  二部合唱  縦笛旋律奏 	  
	    5  教材  とんとんお寺の、春の海 	   	   	    日本旋法を歌、合奏  日本の楽器 	   	  









おもちゃのまーち 	   	   	    スタッカート、レガートの歌い方  リズム合奏  リズム遊び  自由な身体反応 
	    2  教材  どうぶつ村のおまつり 	   	   	    即興的な歌詞づくり  リズムに乗って身体表現 	   	  
	    3  教材  春の草ふんで 	   	   	    短調  エコー  4 拍子のリズムの創作  短調の曲の創作演奏 
	    4  教材  雪投げ 	   	   	    行進曲の形式  行進曲のリズム  行進曲の旋律 	  
	    5  教材  スキー 	   	   	    シンコペーション  合奏 	   	  















	    2  教材  ゆれるよゆれる 	   	   	   6 拍子のリズムに親しませ、楽しく歌ったり、合奏 させる。 口形をくふうし、やわらかい声で表情豊かに歌わ せる。 	   	  
	    3  教材  村の夜明け 	   	   	   鳴き声や擬音を模倣して旋律化し、おもしろく歌 わせる 陽旋の曲を数多く経験させて、陽旋における音楽 語いを豊富にする わらべうたのリズム型をしらべ、リズムのくみ 合わせをくふうして手拍子を打つ よく知っている歌詞をもとにして、わらべうたに作り かえてみる。 




	   	  
	    5  教材  もうすぐ春だ  カノン 	   	   ニ短調の視唱や終止形合唱、および和音合唱 
に慣れさせる 
 
輪唱の楽しさや、輪奏のおもしろさを味わわせる 	   	  



















	   	   	    学校生活に親しむ  身体表現  正しい速さで歌う態度 	  





	    2  教材  さんぽ 	   	   	    リズミカルな歌い方の技能  ２拍子の拍子感を養う  スキップリズム  リズム絵譜 
	    3  教材  春の小川 	   	   	    気持ちを込めて歌わせる  正しい発声  階名模唱  リズム奏 
	    3  教材  ドレミの歌 	   	   	    ハ長調のドレミの位置  ドレミの歌を暗唱  名称・拍数・書き順  ドレミの歌のリズム 
	    4  教材  アマリリス 	   	   	    スタッカートとレガートの唱法  縦笛のタンギングと運指 	   	  
	    5  教材  春風 	   	   	    フォスターの旋律の発想  アコーデオンによる和音伴奏づけ 	   	  
	    5  教材  こいのぼり 	   	   	    スキップの軽いリズムの表現  ヘ長調の視唱 	   	  
	    6  教材  おぼろ月夜 	   	   	    歌詞の意味内容を理解し、情景を把握する  弱起のフレーズ  レガート唱法  クレッシェンド、デクレシェンドの表現技能 












ぶんぶんぶん 	    楽器遊び  模奏  強弱の表現、対照のおもしろさ  初歩的な基礎うち技能 
	    2  題名  楽しいリズム  かっこう  らくだ 	    ３拍子、４拍子の基本的なリズムの合奏や創作  ワルツの鑑賞  トライアングルのトレモロ、小太鼓の両手打ち 	  
	    3  教材  みなと 	   	   	    歌詞の内容  ３拍子の拍子感、リズム感  ハ長調の視唱  旋律楽器、リズム楽器の取扱い 
	    3  教材  春の草ふんで 	   	   	    短調  小太鼓の打ち方  4 拍子のリズム遊び 	  
	    4  教材  こもりうた、まりつき歌 	   	   	    日本旋法  旋律楽器の演奏技能  縦笛の奏法 	  
	    5  教材  緑のそよ風 	   	   	    ト長調の読譜  ３和音の分散音の練習 	   	  









かたつむりを中心として 	   	   	    ２つの曲を聴き比べて、共通点を抜き出す かたつむりの３種のリズムを他の曲と比較しなが ら区別 	   	  
	    2  教材  ぞうさん 	   	   	    頭声的な発声  リズム絵譜からリズム譜へ  リズムカード並べ  リズムうち、拍子うち 
	    3  題材  輪唱の導入  花や  キンコンカン 	    輪唱の基礎技能  旋律楽器で輪奏 	   	  
	    4  教材単元  楽しく輪唱しよう  かえるの合唱  鳥の声  ほういほい  ヘ長調の輪唱  和音感  ヘ長調の音階 	  
	    5  教材  はだかの王様 	   	   	    総譜の見方  楽器の演奏技能 	   	  







指導目標 	    たなばたさま  うみ 	    階名模唱  ３拍子の基本リズム  合唱奏 	  
	    2  教材  しらない子 	   	   	    発声・発音 	   	   	  












ワルツとメヌエットの聴き比べ 	   	  
	    4  主題  いろいろな拍子  夏の日ぐれ  白鳥 	    8 分の 6 拍子  短調  縦笛  チェロの理解 










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









おうま 	   	   	    拍子やリズムの楽しい表現  絵譜の見方  楽器のリズム奏、旋律奏  器楽合奏 









	    3  主題  声をあわせて  まつり  秋 	    ２部にわかれてうたう  合唱への興味  和音感 	  
	    4 	   	    月見  秋の歌 	    イ短調の和音聴音  ハ長調イ短調の階名視唱  ３部輪唱  部分２部合唱 
	    5  教材 ひらいたひらいた、子も 


























	    2  主題  じょうずなうたいかた  とんぼのめがね  ゆうやけ 	    音遊び 	    リズムや楽器  リズム楽器や手、ひざうちのリズム伴奏で歌う 




ポンポンピアノ 	   	    ハ長調の視唱力  ２拍子の歌唱  いろいろな楽器で合奏 	  
	    4  教材単元  合奏の工夫  村のかじや  とけいの音楽 	    曲の内容にあった合奏、合唱  形式を感じ、簡単な編曲、演奏工夫  曲に合うリズム創作  ヘ長調の読譜 
	    5  主題  ニ短調の練習  夜は静かに  秋の花 	    ニ短調の感得  ニ短調の音階視唱  4 部輪唱、部分２部合唱  記号の読み方と意味 
	    6  主題  世界民謡の旅  アリラン  オオブレネリ 調子をそろえてクリッ 


















ゆうやけこやけ 	    言葉から歌への導入  絵譜  表情をつけた歌唱  自由な身体反応 
	    2  主題  きもちをあわせて  きくの花  ゆれるよゆれる 	    曲想をつけた歌唱  きれいな発声  母音の口の形 	  
	    3  主題  きれいなひびき  小ぎつね  ちるよ木のはが 	    ハ長調、イ短調の視唱力  二部合唱  和音感  木琴の和音奏 
	    4  主題  ３部合唱の練習  夜汽車 	   	    ヘ長調の視唱  部分３部合唱  主要３和音の理解 	  
	    5  主題  美しい響き  星の世界 	   	    臨時記号の理解  ３部合唱  発想記号を生かした歌唱（レガート）  形式の理解 

























	    2  主題  おどりとあそび どうぶつむらのお 
まつり 
 
らかんさん 	    歌に合わせて即興的に踊る  わらべうたで楽しく遊ぶ  短いリズムを手、足、楽器などでうつ 	  
	    3  主題  音がくゆめくらべ  サンタ  クロース 	   	    演奏形態、楽器の音色の理解  ２部輪唱  4 拍子のタクトの振り方  タクトに合わせた歌唱 







	    5  主題  美しい響き  落ち葉のおどり 	   	    歌詞の理解  ニ短調の感覚、知識  歌と縦笛の合奏  短調、長調の響きのおもしろさ 
















	    2  題材  ゆき 	   	   	    歌詞の暗唱  ２拍子の基本的な正しいリズム 	   	  
	    3 	   グループで合奏を楽しも 
う 
 
ふじ山 	   	    階名、歌詞暗唱  グループ、パートづくり  アンサンブルへの興味や意欲 	  
	    4 	   豊かな歌唱表現力を高 めるために 
 
子もり歌 	   	    内面的な心情から歌唱表現  フレーズ感  強弱  音の判別力 
	    5  教材  スキー 	   	   	    ハ長調の視唱  和音の流れや響き  形式の比較  言葉を通した節づくり 





1 	    うれしいひなまつり 	   	   	    歌詞の内容に合わせた歌唱  リズム伴奏の工夫  短調を感じる  絵譜を見ながらリズム唱 
	    2  題材  こぐまの２月 	   	   	    歌詞を想像し気持ちを込めた歌唱  主旋律、対旋律、打楽器で曲想に合った合奏 	   	  
	    3 	    あわてんぼのうた 	   	   	    曲趣にあった歌唱  ハーモニカ、笛、木琴、オルガンの練習  心を込めた演奏 	  
	    4 	    ことばとふしづくり 	   	   	    拍感、拍子感、リズム感を身につける  リズムの聞き取り、書き取り  言葉の区切り、フレーズの理解  ２音、３音の３拍子の創作 




古いフランスの歌 	    リズムのおもしろさ  発想、強弱、バランスの工夫  楽器の音色 	  






















ももたろう 	   	    登場人物になって階名唱する  劇を工夫する  想像力、創造性を養う 	  
	    2  題材  はるがきた 	   	   	    気持ちを込めた歌唱  歌詞、階名の暗唱  ハーモニカで旋律演奏  打楽器での伴奏リズムの創作と記譜 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   美しい笛の奏法を身に つけさせよう 
 
茶色の小びん 	   	    タンギングやブレスに注意し、美しい音を出す  正しい運指  フレーズ、曲想を表現する 	  
	    5 	   ５年のまとめを中心とし 


















ひのまる 	   	   	    気持ちを込めて正しく歌う  身体表現しながら楽しく歌う  リズム感、フレーズ感を味わう  カスタネットで伴奏する 
	    2 	    さんぽ 	   	   	    スキップリズムに注意し、歌う  楽器と合わせて楽しく歌う  愛唱歌として暗唱させる 	  
	    3 	   縦笛との出会い 
－その１－ 
 





	    4  教材  ピクニック 	   	   	    正しい発音で明瞭に歌わせる  マルカート、スタッカート、レガートの比較  シンコペーションのリズム  主旋律と副旋律を意識させる 
	    5  教材  春の風 	   	   	    休符やリズムを正しく読み取り、視唱する  豊かな表現で歌う  助奏楽器と歌唱のバランスを考えた演奏 	  









ぶんぶんぶん 	   	   	    身体表現で音楽の諸要素を感じる  ハーモニカによるリズム奏  ○譜を書かせる  分散和音唱 
	    2 	    こいのぼり 	   	   	    正しい発声、発音に注意する  強弱をつけた歌唱  読譜、記譜の練習  ハーモニカやオルガンと歌を合わせる 













	    4  教材  ひびくよ歌声 	   	   	    アンサンブルの楽しさ  発表による感動や喜びの感受  グループ相互の鑑賞 	  
	    5  教材  こいのぼり 	   	   	    リズムを正しくとらえて歌う  曲の感じをとらえて歌う  リズム伴奏を考える 	  














	    2  題材  かっこうワルツ 	   	   	    曲の形、演奏の形の理解 	   	   	  







ぶんぶんぶん 	    美しい声で高い音を伸ばすことができる  視聴覚機器を使った指導 	   	  
	    4 	   	    動物の謝肉祭 	   	    想像を豊かに楽しく聞かせる  創造性と感受性を養う 	   	  
	    5  教材 ロンド 組曲第二番 ロ 短調から 
 
楽しいロンド 	   	    ロンド形式の理解  楽器の響きを味わう  リズムロンドの創作 	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  






	    3  題材  みなと 	   	   	   笛の美しい音色を最後の部分を２部合唱にする ことで、音の美しい響きを味わわせる。 	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  いかりを上げて 	   	   	    行進曲を楽しむ  (主に合奏の指導法) 	   	  









おおきなたいこ 	   	   	    強弱増減  おおだいここだいこの奏法 替え歌遊びを通してフォルテピアノの対象の 
おもしろさ 	  
	    2  題材  とんぼのめがね 	   	   	    フレーズの特徴  音程に気を付けて滑らかに歌う  ハーモニカの旋律奏  合奏 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  虫の声 	   	   	    楽しくきれいに歌う  虫の声を表現する  合奏を楽しむ 	  
	    3  教材  秋 	   	   	    はっきりした発音で  正しいリズムや音程で  曲のイメージを想像して  リズム楽器の活用 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  春の風 	   	   	    リズムに乗って楽しく軽やかに歌う  軽い発声で春の気分を表現する シンコペーションの感覚をつかめせ、リズム 賞をかくにんする 	  















	    2 	    きくの花 	   	   	    旋律の聞き取り  階名視唱  リズム唱  主旋律と対旋律との響きを味わう 
	    3  教材 おもちゃシンフォニー 




主な旋律を歌ったり合奏したりする 	   	  
	    4  教材  風のワルツ 	   	   	    姿勢  ソフトボイスで頭声発声  二小節前から歌いだしの用意  表現の特徴的な部分のとりだし 

















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  小ぎつね 	   	   	    誤唱を直す  フレーズごとのアクセントを感じ取らせる  和声の動きを聞き取る  副旋律の抽出唱をする 
	    4  教材  チロルのこもりうた 	   	   	    高音部を歌う  低音部を歌う  パート練習する  曲を３つに分けて部分練習 
	    5  教材  大人のマーチ 	   	   	   軽快なリズムに乗って、子どもらしい気持ちをの 
びのびと表現させる 
 
話すような歌い方と感情の表し方を工夫する 	   	  














	    2  教材  小ぎつね 	   	   	    二拍子の強弱にのって、身体表現しながら歌う  身体反応しながら和音の聞き取り  ハーモニカ、木琴で旋律奏  リズム楽器を加え、合奏 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  







	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  










	    2  題材  バスバスはしる 	   	   	    情景を想像しながらのびのびと歌詞唱  和声進行の聞き取りや、分散和音唱  歌とハーモニカの簡単な合奏 	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  モルゲンレーテ 	   	   	    聴唱法による３部合唱  曲想に合った豊かな演奏表現  演奏活動を通して小三部形式の理解 	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





一わのからす 	    オスティナートのついた陰旋法の表現  陰旋法と陽旋法の違い  ３音でわらべうたの創作 	  
	    4  教材  スケーターズワルツ 	   	   	    みんなにやる気を起こさせる  練習  楽しく合奏のまとめ  アンサンブルへ発展 
	    5  教材  「ウィリアムテル」序曲 	   	   	    序曲について理解（場面の説明）  旋律、リズムの変化を感じ取って聴く  楽器の音色を聞き分ける 	  









	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  春のまきば 	   	   	    歌唱練習  器楽練習（主旋律、対旋律奏、和音伴奏）  グループ分けとアンサンブル  グループ発表と総合評価 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  ほたるのひかり変奏曲 	   	   	    全曲鑑賞と部分パート別練習  合奏練習  部分パート練習  合奏練習 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  さくらさくら 	   	   	    曲の気分を感じ取って楽しく歌う  聴唱的な視唱に慣れさせる 同型のリズムパターンを見つけたり、身体反 
応を工夫する 	  
	    3  教材  春の小川 	   	   	    ハ長調の視唱、視奏に慣れさせる  旋律楽器や打楽器を加えて楽しく合奏  色々な記号や記譜を覚える 	  




	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  さんぽ 	   	   	    身体表現やリズム伴奏をして楽しく表現 明るい発声を工夫してリズミカルなうたいかたに 
慣れる 	   	  





	    4  教材  白鳥（サン・サーンス） 	   	   	    拍子に合った身体反応や、主旋律を口ずさむ チェロの形や特徴について知り、意欲的に音楽を 
聞こうとする態度を育てる 	   	  














1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  かっこうワルツ 	   	   	    身体反応しながら、ワルツのリズムをとらえる  明るい曲想を味わう テーマを口ずさんだり、曲の変化や構成を感 
覚的にとらえる 	  
	    3  教材  「メヌエット」ト長調 	   	   	    ヴァイオリンの音色に親しむ 主旋律を覚え、反復や再現、およびリズムの変化 を感じ取る メヌエットの優雅な気品のある感じや曲を味 わわせる 	  




	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  



















	    5  教材  青空へのぼろう 	   	   	    主旋律の歌詞唱、リコーダー演奏  対旋律を旋律楽器で演奏  主旋律に対旋律を加えて演奏  打楽器を加えて演奏 




















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  とんび 	   	   	    歌詞の内容をつかみ、曲想豊かに歌う  縦笛の演奏技能を高める 曲の形式をとらえ、即興的に簡単な合奏を工 
夫する楽しさを味わう 	  
	    5  教材 エース・オブ・ダイアモン 




















1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  教材  ユーモレスク 	   	   	    旋律を口ずさみ、楽しく聞く  旋律の変化に気を付けて聞く  ヴァイオリンの音色に親しむ 	  



















	   	   	  






	    6 	   アンサンブルでみつけ る、子どもの意欲と能力 
 















ガボット 	   	   	   リズムの面白さや、旋律の個性的な美しさを味 
わう 
 
独奏に親しみ、楽器の音色の美しさに気づく 	   	  






	    3  教材  たのしいワルツ 	   	   	    主旋律の歌詞唱  主旋律および、打楽器パートの練習  木琴、笛パートの演奏練習  形を色々に変えて演奏 
	    4  主題  輪唱を楽しもう  鐘が鳴る  三匹のねずみ 	    「ハローハロー」をあいさつ代わりに歌う  「かねがなる」「三匹のねずみ」を練習する  和音調べをする  「かねがなる」「さんびきのねすみ」を歌い合わせる 
	     
5 






























きらきら星 	   	   	    旋律奏  リズム伴奏  合奏 	  
	    2  教材  小ぎつね 	   	   	    ハ長調の視聴奏  リズミカルに楽しく歌う  ２部合唱に一層慣れる 旋律をそろえ、リズムや音の重なりに気を付けて 楽しく合奏 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  




















	    5 	   子供の工夫によるゆた かな歌唱を目指して 
 
ゴールめざして 	   	    歌詞の持つ情景やイメージについて話し合う  旋律を正しく覚えて歌詞唱する  子どもひとりひとりが工夫をする  工夫したことをもとに、のびのびとうたわせる 









ひらいたひらいた 	   	   	    みんなで遊ぼう  簡単な合唱をしよう 	   	  
	    2 	   わらべ歌を中心にしたオ 
ペレッタをみんなで作る 
 
あんたがたどこさ 	   	    台本作り  セリフの部分のふしづくり 	   	  
	    3  教材  あるいていこう 	   	   	    美しい声でたっぷり十分に歌う  スキップリズムを生かす  元気よく歩きながら歌う 	  




































	    2  主題  「ソ・ファ・ミ」で歌おう  まねっこあそび  あそびましょう 	    ハ長調の階名唱  ３音の旋律聴取  簡単なリズム創作  鍵盤楽器での簡単な旋律がひける 
	    3  教材  あわてんぼうのうた  ながいみち  きくの花 	    歌唱の練習  リズム伴奏の工夫  たてぶえの練習 	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  スキーの歌 	   	   	    歌詞や旋律から曲趣をつかみ表現を工夫  ２声の美しい響きを味わいつつ２部合唱させる  いろいろなリズムフレーズに慣れさせる 	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  






	    4  教材  どうじょう寺 	   	   	    主旋律を把握し、子どもなりに歌詞唱ができる 拍子、リズムに着目して、練習の仕方を工夫させ る 	   	  
	    5 	   友達と音楽する楽しさを 求めて 	   	   	  
 
旋律を歌い、笛で正しく斉奏させる 美しく輪唱するために、グループ学習し、発表す 
る 	   	  
	    6  教材 「ドン・ジョバンニ」のメヌ 
エット 
 





1 	   	    おうま  しろくまのじぇんか 	    身体反応しながら  リズムに焦点をおいて  速度感に焦点をおいて  増減に焦点をおいて 


























	    4  教材  土人のおどり 	   	   	    ラテン楽器や木琴・鉄琴などの奏法に慣れる ２拍子を身体で感じながら、拍の流れにのって楽 
しく演奏することができる 	   	  










1 	   声をあわせて、元気に歌 







	    2  教材  ぼうが一本あったとさ  こいのぼり 	   	    聴唱法で楽しく歌わせる  遊び歌として絵を描きながら楽しく歌わせる その他の絵描き歌をとりいれて、楽しく表現さ 
せる 	  
	    3  教材  かえるのぴょんた 	   	   	    斉唱をうんとさせてから、輪唱する  和声感を養う  シンコペーションを拍打ちにのせて歌わせる  グループ学習をとりいれる 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  

















ことりのうた 	   	   	   模擬・模倣活動を中心とした“音楽あそび”を楽し く経験させる うたわれている「もの」になりきって自由な表現活 動 模擬・模倣活動として、リズム打ちや、リズム 唱および、範唱に反復反応させる 「ことりさん」になりきって呼びかけや鳴き声を自由 に表現させ、楽しいことりの世界にひたらせる 





	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  アマリリス 	   	   	    旋律構成のちがいをくらべる 構成要素に着目し、比較する考え方を表現を通し 
て身につけさせる 	   	  
	    5  教材  滝廉太郎の歌曲 	   	   	    合唱や重唱の美しさを味わわせる  声の種類や合唱の種類を理解させる  滝廉太郎について調べさせる 	  











	     
かたつむり 
















	    2  教材 	    かっこう 	   	   	   	   	   	  







	    4  教材  輪唱を工夫しよう  風船と青い空 	   	   	   輪唱する楽しさと、輪唱できるように工夫していく 喜びを味わう あとから歌う旋律の入りをどこにするか考え る 最後をそろえて終止するために、簡単なふしを即 興的に工夫する 
	    5 	    アンサンブルを育てよう 	   	   	   	   	   	   	  





































うみ 	   	   	   身体でリズムをとらえ、自由に身体表現をしなが ら積極的に歌おう 青く広がる海を思い浮かべながら表情豊かに歌 い上げる リズム唱やリズム打ちになれ「リズム遊び」を 楽しく展開できる 自由に打楽器を選択して、自由にリズム伴奏をつ けることができる 
	    2 	   	    シャボンだま 	   	    シャボンだまをとばそう  しっかり聞こう  シャボン玉に合う歌い方を探そう  強弱を工夫して歌おう 
	    3 	   	    クラリネットポルカ 	   	    曲全体の印象をとらえ、楽しさを味わう  リズムをとらえる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  まっしろいこころ 	   	   	   	   	   	   	  

















かくれんぼ 	   	    指を１本ずつ動かす  指先（つめの先）で鍵盤をうつこと  指をまるくして打鍵すること  指番号にすばやく反応すること 
	    2 	   「とんぼのめがね」を表 
現しよう 
 
とんぼのめがね 	   	    楽しく歌おう  いろいろな表現をしよう  自分のとんぼをとばそう 	  
	    3 	   	    まいごのこひつじ メリーさんのひつ じ 
 
かわいいな 	   	   	   	  





	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 	   美しいアンサンブルをめ 
ざして 
 

















	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材 	    秋 	   	    曲の感じを生かして歌う 	   	   	  








	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 大きな古時計（動作化を 
取り入れた表現指導） 
 




























	    3 	    メリーゴーランド 	   	   	    旋律を口ずさむ  階名唱になれる  旋律をうたう  響きの違いをつかむ 
	    4  教材  まっかな秋 	   	   	    愛唱歌として暗譜で独唱したり、二部合唱できる 歌詞の内容を味わいそれにふさわしい表現を工 
夫する 	   	  















エーデルワイス 	   	    ２拍子のリズムにのり、明るくのびのびうたう  階名唱やリズム唱になれる  鍵盤ハーモニカの奏法になれる  リズム伴奏を工夫して楽しく合奏する 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  あわてんぼうの歌 	   	   	   特徴のある旋律と軽快なリズムのおもしろさをい かした、リズム伴奏の工夫 
 
メロディー楽器を加えた簡単な合奏 	   	  








	    5 	   	    冬がくる森 	   	   	   	   	   	  












教材 	    うみ 	   	    情景を想像し、表現豊かにうたえるようにする  身体表現をさせ、拍子感を養う  リズムの対比をさせ、リズム感を養う 	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材 	   「軽騎兵」序曲 
（スッペ） 	   	  
標題音楽の内容の想像を通して、速度、リズム、 
調性などを意識づけ、そこから深く味わう 	   	   	  
	    4  主題 「空をみあげて」を楽しく 
合唱（奏）しよう 
 
空をみあげて 	   	    聴唱法により旋律を覚えさせ、二部合唱させる  和音を調べ、三部合唱に編曲させる リズム伴奏を工夫させ、楽しく合唱（奏）させ 
る 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
















1 	    わらべうたを楽しく歌う 	   	   	    わらべうたに親しませる レコードの音楽に合わせて身体表現をし、楽しく 歌わせる 	   	  









	    4  教材  友だちさん歌 	   	   	    音楽を聴いて身体反応  笛で演奏  部分二部合唱  グループ学習 
	    5  教材  お江戸日本橋 	   	   	   日本民謡のこの曲を扱うことによって、国民的情 操を純化する 日本音階によるこの曲で、階名、視唱、暗唱をさ せ、その力をのばす 民族音楽として特色のある日本音楽につい て、音階感、和音感の理解を深めさせる 	  













	    2 	    ふるいもくば 	   	   	    楽しく歌う  よりよく歌う  歌の仕組みをしらべる  歌で遊ぶ 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  スケーターズワルツ 	   	   	    ワルツの鑑賞と主旋律奏  ワルツの鑑賞と打楽器奏  ワルツの鑑賞と和音伴奏  ワルツの鑑賞と全合奏 
	    5  教材  スキーの歌 	   	   	    運動への興味を喚起し、明朗な心を養う  発声発音を中心にした歌い方をくふうさせる  曲想に合った歌唱表現の技能をのばす 	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  ポロネーズ 	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  ある朝 	   	   	    4 拍子のリズム感  短調の旋律感、和音感  曲趣の把握  正しい斉唱 
	    5  教材  思い出 	   	   	    バランスの取れた二部合唱を美しく仕上げる  短調の旋律や和音合唱に親しませる  短調と長調の違いを理解させる 	  


















歌ったり、身体表現したりすることに慣れさせる 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  歌うよ春を 	   	   	    曲を把握する  課題表示  演奏を聴きあう  練習する 
















ぶんぶんぶん 	   	   	    範唱や範奏をきいてうたう  身体表現をさせながら自由に表現させる  拍子打ちやリズム唱をする  リズム奏を中心にした楽器の導入 
	    2  教材  かっこう 	   	   	    聴唱法で楽しく歌う  歌詞をよく読んで表現豊かに歌う工夫をする  階名模唱  リズム合奏の工夫 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  





	    5  教材  林の朝 	   	   	    ヘ長調の視唱  輪唱の出だしの工夫  和音進行  4～8 小節の旋律創作 























	    2 	   ２拍子にのって楽しく歌 
おう 
アビニョンの橋の 






	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  

























	    5  教材  子もり歌 	   	   	   歌詞の内容を理解して、気持ちを込めて演奏す ることができる 簡単な旋律を作ることにより、陽旋法と陰旋法の 感じの違いをとらえることができる 	   	  

























	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  大きな歌 	   	   	    歌い方の工夫  ふしの形やその動きの特徴を感じながら歌う  音の重なりや響きを聞きながら合唱する 	  
	    5  題材  滝廉太郎の「花」 	   	   	    情景を豊かに想像しながら聞くことができる 主な旋律を歌ったり口ずさんだりしながら、っ全体 の構成を味わうことができる 人声の特徴や合唱の形態を理解することが できる 人声のいろいろな組み合わせによる合唱に響きの 美しさを味わって聴くことができる 





1 	    らかんさん 	   	   	    拍の流れを感じ取りながらのリズム遊び  ふし遊び 	   	  











月夜 	   	   簡単な合唱（部分２部）に慣れさせ、音の響きあ 
いの美しさを味わわせる 
 
笛の旋律奏に慣れさせる 	   	  
	    4 	    学習音楽会のすすめ おやすみ小鳥さ 
ん 
	   	   各声部の旋律の流れを正しくとらえ、短調の ハーモニーの響きの美しさを味わいながら、３重 
奏ができるようにする 
	   	   	  
	    5  題材  夕日が背中をおしてくる 	   	   	    ヘ長調の視唱になれる  歌詞の持ち味を生かしてのびのびと歌う  響きの美しさを味わってうたう 	  




















	    2  題材  虫の音楽会をしよう  虫のこえ  虫がなく 	   歌詞が示している情景や旋律の感じに気をつけ て、曲の感じにあった表現を工夫する 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材 おどろう楽しいポーレチ 


























ひのまる 	   	    歌詞を生かした歌い方と曲の盛り上がり  階名唱になれる  美しい音でハーモニカ奏  バッテリーによるリズム奏 
	    2  教材  だるまさん 	   	   	    斉唱を美しく歌う  輪唱への準備  輪唱を楽しむ  録音して聞く 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  もみじ 	   	   	    歌詞の内容を理解し、気持ちを込めて歌わせる  美しい頭声的発声で歌わせる  他の旋律を聴きながら楽しく合奏させる 	  
	    5 	    対旋律をつけよう  静かにねむれ 	   	    三和音と和音記号を知る  和音の決め方を知る  根音による低音部をつける  和音内の音をとり、内声部をつける 






































	    4  教材 線路はつづくよどこまで 
も 	   	   	  
歌詞内容の情景や心情を音の動きと結びつけて 
歌いこみ、うたいあげる 	   	   	  
	    5  教材  牧人の歌 	   	   	    音色をそろえて吹く 相手の音を聴きながら（音色・テンポ）アンサンブ 
ル形式で吹く 	   	  




















	    2  題材  楽しくはずんで歌おう  小ぎつね  ゆき 	   情景を想像させ、表情豊かに歌わせたり、合奏 
させる 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  教材  夜汽車 	   	   	    笛の２重奏にオルガンポイントをつける タンブリンとカスタネットでリズム伴奏をつけ、汽 車のレールの音を表す 汽車の音を鍵盤ハーモニカで模索し、前奏と 後奏の中に入れる ギターと弦バスによる和音伴奏つくり、豊かなひび きのあるアンサンブルを作る 
	    5  教材  まっかな秋 	   	   	   ことばのイントネーションに着目し、歌い方を工 
夫する 
 
主旋律と副旋律の動きを比較して２部合唱をする 	   	  






















	    2  教材  ゆき 	   	   	    リズム調べ  ふし調べ  曲の表現 	  










	    4  教材  雪のおどり 	   	   	   曲趣を感じ取り、歌詞の内容を理解して表現の 工夫をさせる 音の重なりや、和音の表情を感じながら輪唱する 楽しさを味わわせる 
 
発音・発声など、歌唱の表現技能をのばす 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材 組曲「ペールギュント」第 














































	    2  教材  いい声だ  いい声だ 	   	   	   拍の流れにのり、美しい歌声に気をつけて表情 
豊かに楽しく歌わせる 	   	   	  









	   	   	  
	    4  教材  ティンティララ 	   	   	   曲のまとまりを感じ取り、曲趣を生かして歌唱表 現の工夫をさせる 音の重なりを感じとって、美しいひびきで二部合 唱ができるようにさせる 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  











三びきのこぶた 	   	   「三びきのこぶた」の曲の感じを生かしてオペ レッタをつくり、楽しく表現することができる 「三びきのこぶた」を聞いて、ふしや歌詞から曲の 感じをとらえることができる 歌詞を生かして、せりふを工夫したり、身体表 現を加えたりして楽しく歌うことができる 曲の感じにあったリズム伴奏を工夫して歌とあわ せることができる 




春がよんでるよ 	   歌詞の表す情景を想像しながら、春がきたよろこ びや楽しさを表情豊かに表現させる 	   	   	  
	    3  題材 ふしの変化に気をつけて 
聴こう 
歌劇「軽騎兵」序 




トランペットの音色に親しませる 	   	  
	    4  題材 ホルン協奏曲 第１







	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  


















	   	   拍の流れにのって季節感のある歌や親しみのあ る歌を気持ちをこめて楽しく歌ったり聴いたりし 
て、音楽の楽しさを味わわせる 
	   	   	  

















	    4  教材  さくらさくら 	   	   	   やわらかな歌声で、日本の旋律の美しさを感じ 
ながら歌わせる 
 
呼吸の仕方に気をつけて頭声的発声で歌わせる 	   	  
	    5  教材  グリーングリーン 	   	   	   発声や発音に気をつけ、シンコペーションのリズ ムに乗って楽しく軽快に歌わせる 
 
ハ長調の視唱力・視奏力をいっそう高める 	   	  
	    6  教材  エーデルワイス 	   	   	   強弱の工夫をし、主旋律を表情豊かに歌ったり、 
笛で吹いたりすることができる 
 
















とまりを感じとらせる 	   	   	  






	    3  教材  金こん式  金こん式 	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  教材 楽器や伴奏を工夫して 楽しく合奏しよう 
 

















山びこごっこ 	   短いふしをまねして歌ったり、階名模唱をしたり 
する中で、次第に階名で歌うことに親しませる 	   	   	  























	    4 	   ふしの違いに注意して演 奏しよう（聴こう） 
 
とんび 	   	    フレーズの違いを聞き分ける 曲を特徴付けている音楽の要素に気をつけて、 聴いたり演奏したりする 曲を聞きながら、ふしを口ずさんだり身体反 応をしたりする 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  




















器を演奏する楽しさを味わわせる 	   	   	  









	    4  題材  感じの違いを表現しよう  よっと 	   	   ふしの形やその動きをとらえ、曲想を感じ取って 
気持ちをこめて演奏させる 	   	   	  
	    5  題材 ピアノ五重奏曲「ます」第 ４楽章 	   	   	   ピアノ五重奏曲の各楽器の音色と、組み合わせ による響きの美しさを味わって聴くことができる 主題とその分布図・変化・全体の構成に気をつけ て聴くことができる シューベルトについて知り、歌曲にも親しむこ とができる 	  
	    6  教材  牧人の歌 	   	   	   ４人でアンサンブルの仕方を工夫し、演奏するこ 













なぞなぞなあに 	   ふし遊びをしながら、簡単な旋律を即興的に表 
現させる 	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材  月夜（フランス民謡） 	   	   	   たて笛の美しい音色や、アンサンブルの美しい 響きを味わわせる たて笛のいろいろな演奏形態に≪親しませ、それ ぞれの美しさを味わわせる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  











1  	   	   	   	   	   	   	   	  







	    3  題材  秋の歌を歌おう 口ぶえをふきな がら 
 
夕やけとんぼ 	   秋のようすを思い浮かべながら、さわやかに歌 い、曲の感じを生かした表現をくふうさせる 	   	   	  
	    4  教材 ホルン協奏曲第１番ニ長 












美しい響きのある合唱をさせる 	   	  
	    6  教材  エーデルワイス 	   	   	   ソプラノ、アルト、テナー、バス・リコーダーによっ 
て合奏させる 
 





























音の重なりを味わいながら表現する力を育てる 	   	  










	   	  
	    5  題材  秋風の「ロンド」  秋風の「ロンド」 	   	   歌詞の内容を理解させ、情景を想像しながら歌 わせる 和声の響きを味わいながら、フレーズの特徴や速 度の変化を生かした合唱をする 	   	  
	    6  主題 「エーデルワイス」をリ コ
ーダーで四部合奏する 
	   	   	   各パートが合奏によって形成されるリズムにした がって演奏するとともに、和音の響きに留意しつ 
つ演奏させる 





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 リズム遊びをしたり、楽し 
く合奏したりしよう 
 















音の重なりに気づかせて、ひびきを味わわせる 	   	  




	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  楽しく輪唱しよう  かわいいな 	   	   ほかの声部を聴きながら、二部輪唱の楽しさを 
味わわせる 
 
２声のひびきあいを感じ取らせる 	   	  
	    3  題材  音楽発表会をしよう  ブンブンブン  かっこう  メリさんのひつじ  曲のもつイメージと生かして表現の工夫をさせる 計画を立て、目当てを決め、協力し合って練習す 
る 	   	  





	    5  教材 歌劇「ウィリアム・テル」 
序曲 





























	    3  題材  楽しく表現しよう おおなんと寒いこ と 
 
わたしは音楽家 	    創造性をのばしながら豊かに表現させる 	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  「冬景色」 	   	   	   情景を想像豊かに表現させるためにも充分理解 
させたい 	   	   	  










1  	   	   	   	   	   	   	   	  

















	    3  主題  がっきで遊ぼう  すてきな音 ポンポン ポコ




自然の流れに入る創作や即興演奏を楽しむ 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  雪のおどり 	   	   	    旋律のリズムと階名の聴取  二部輪唱  アンサンブル 	  
	    6  教材  かりがわたる 	   	   	   旋律と和声の関係を感じ取り、詩情豊かに歌わ 
せる 
柔らかいひびきのある声で、和音の美しさを味わ 









大きなくりの木の下で 	   	   	   旋律楽器、リズム楽器の扱い方、奏法の復習が 
出来る 
 
身体表現をしながら、楽しく合奏できる 	   	  
	    2  題材  春がきた 	   	   	   曲の感じをふしや言葉からとらえて、歌や楽器で 合わせて表現することに親しませる 主旋律と他の旋律やリズム伴奏の合わせ方を工 夫して歌にあう伴奏作り、表現を楽しませる 	   	  
	    3  題材  春をうたおう  春っていいね  私はそよ風 	    楽しい春を想像して歌わせる  風になって身体表現させる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  京の大仏、日本の音楽 	   	   	   素朴で、なつかしい味わいのある旋律で、日本 の音楽に親しませ、その特徴を理解させる 独特な味わいにふれさせることによって、日本音 楽のよさを見直し、親しみと理解をもたせる 	   	  




































	    3  題材  明るい歌声で歌おう  春の小川  アチャパチャノチャ 	   明るくのどかな気分をつかませながら、のびのび と美しい声で歌うことができる 楽譜についての基本的な事項について理解さ せ、ハ長調の視唱に親しませる 
 
たて笛の奏法に慣れさせる 	  







リズムにのって明るく弾んで歌わせる 	   	   	  





	   	  




































































	    4  主題  声の出し方を工夫しよう  私はそよ風  だれも知らない 	   自分の身体からいろいろな声が出ることに気づ 
かせる 
やわらかくひびく明るい声の出し方を見つけて歌 
わせる 	   	  





























かたつむり 	    どならないで互いに聴きあって歌わせる  歌詞の内容から曲想をとらえて表現させる  階名模唱に慣れさせる 	  

































まいごのこひつじ 	    ふしや歌詞にあった身振りを楽しく工夫させる 互いのパートを聴きあいながら、気持ちをそろえ 
て楽しく輪唱させる 	   	  


























	    2  題材 よく聴きあって、楽しく合 唱しよう 
 
さよなら 	   	    友達と声を合わせて歌う楽しさを味わわせる  ２部合唱に親しませる ３拍子の拍の流れにのって、気持ちをこめて 表現できるようにさせる 	  





かえるのルンバ 	   楽しく演奏したり、聴いたりして、リズムの特徴を 
感じ取らせる 	   	   	  





サモア島の歌 	    体で感じ取ったものからリズム伴奏を引き出す  打楽器伴奏の構成や役割に気づく 	   	  









	    6  学習主題 小アンサンブルに親しも 
う 
 




























	    2  題材 友だちと声を合わせて楽 しく輪唱しよう 
 
おはよう 	   	    友だちと声を合わせて歌う楽しさを味わわせる  輪唱に親しませる ３拍子のリズムにのって、気持ちをこめて歌 わせる 
 
拍の流れにのって身体表現することに慣れさせる 










サモア島の歌 	    曲想にあうリズム伴奏を工夫させる リズム伴奏に合わせて、リズムに乗って楽しく歌 
わせる 	   	  











































	    2  題材 トレモロ奏に親しみ楽器 
を工夫し、演奏しよう 
 








	    3  教材  うさぎ 	   	   	    拍をしっかりとりながらわらべ歌に親しもう 	   	   	  





札幌の空 	   歌詞やリズムの感じをとらえて心の弾むうたい方 
ができる 	   	   	  
	    5  題材 リズム伴奏を工夫しなが 
ら楽しく表現しよう 
 
さらばジャマイカ 	   	   歌声に気をつけながら、リズムに重点を置いて、 
児童の音楽的感覚を早く呼び覚ます 	   	   	  









































	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  





もみじ 	   音の重なりの美しさを感じ取って、楽しく二部合 
唱ができる 
互いのパートを聴きあいながら、美しく響きあう歌 
声を創造する 	   	  
	    5  題材 呼吸法に気をつけて、ひ びきのある声で歌おう 牛飼いのヨーデ ル 夕日が背中をおし てくる 
 
アマリリス 共鳴、呼吸法、姿勢、口形などに注意して、ひび 
きのある頭声的発声で歌うことに慣れさせる 	   	   	  












































	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  日本の音楽に親しもう  道成寺  かりかりわたれ  日本の音楽 古くからある日本の音楽を聴いたり、歌ったり、 演奏したりして、日本の音楽に親しむ 	   	   	  












	   	  

































	    2  題材 身体表現しながら、楽し く合唱奏しよう 
 
山の音楽家 	   	    身体表現をくふうして、楽しく合唱奏する  強弱の工夫をした曲想表現を身につける  打楽器を加え、曲にあった曲想表現を考える 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  学級音楽会をしよう  あしゃべりあひる  村のかじや  ジングルベル グループで協力しあって楽しく美しい合奏をつく 
り、その喜びを味わう 	   	   	  







や美しい表現の工夫をさせる 	   	   	  












































	    4  題材  日本の音楽に親しもう  道成寺  正がんせ  かりかりわたれ  日本の音楽の感じをつかんで聞かせる  リズム伴奏を工夫し、楽しく演奏させる 	   	  
	    5  教材  ロシア舞曲 	   	   	   曲想や曲の特長生かして、合奏表現の工夫がで きるようにする 	   	   	  







































	    4  題材  学級音楽会をしよう  かわいいおどり  メリーさんの羊  ぞうさんとくものす  小アンサンブルの楽しさを味わわせる  曲の感じに合って演奏を工夫させる 	   	  





	   	  




















	    2  題材  気持ちをこめて  春がきた  メヌエット 	   旋律や歌詞の意味を感じ取り、表現の工夫をさ せる 簡単な合唱や合奏を工夫し、合わせる楽しみを 得させる 既習曲から選曲し、学級音楽会をみんなでひ らき、楽しませる 	  
	    3  題材  音楽物語を作ろう インディアンおど 




自由な発想に基づいた創造性を育てる 	   	  











協力し合って楽しく演奏させる 	   	  
	    5  教材  めんどりマーチ 	   	   	   曲想や曲の構成上の特色を生かして、アンサン ブル表現の工夫ができるようにする 	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズム伴奏の工夫  みんなでおどろう  ゆかいなまきば  バスバス走る 拍の流れを感じ取らせながら、テンポをかえて演 奏させ、最もいい感じの場面を選ばせる 歌声や旋律楽器のふしがいきるように、音量など 調節しリズム伴奏ができるようにさせる 
 
楽器奏法やいい音色の出し方を覚えさせる 	  












	    5  主題 ひびきのある声を工夫し ながら、楽しく歌おう 気球に乗ってどこ までも 
 
春がよんでるよ 	   リズミカルな曲想を感じとって、ひびきのある声 で楽しく歌う 	   	   	  
	    6  題材 曲趣にあった表現の工 夫をしよう 
 








1  	   	   	   	   	   	   	   	  






	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  主題 曲の感じを生かした表現 
の工夫 
 
アマリリス 	   	   曲想を感じ取り、スタッカートなどいろいろな演奏 
の仕方を工夫して表現する能力を養う 
歌や楽器によるアンサンブルの楽しさを味わわせ 
る 	   	  
























魔女のスキップ 	   	   	   	  






	    3  題材  歌い方のくふう アルプス一まん 
じゃく 
 
すてきなひみつ 	   歌詞の内容や旋律の特徴にあった歌い方の工 
夫をさせる 
二部合唱や楽器の伴奏等を通して友達とあわせ 









	   	   	  





子もり歌（２） 	   二つの旋律の感じの違いを味わわせながら表現 
を工夫させる 	   	   	  
	    6  題材 ふしを味わって表現しよ 
う 
 





1  	   	   	   	   	   	   	   	  














	    4  主題  ハ長調とイ短調  小さな物語 	   	   長調と短調の曲の違いを理解させ、曲にふさわ しい表現を工夫しようとする能力を養う 	   	   	  











	   	  


















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  主題  音のひびき合い  夜汽車 	   	   音の重なりによる響きの美しさを味わって表現し 
ようとする態度を育てる 	   	   	  
	    5  主題 リズムにのって楽しく合 
奏しよう 
 


























ガボット 	   	   身体反応を通してガボットの踊りの音楽に親しま せる 主なふしにしたしませ、くりかえしや変化等から曲 のしくみに関心をもたせる 楽器（バイオリン）の音色に親しませ、演奏の しかたや楽器について理解させる 	  






	    3  題材  わらべ歌に親しもう  うさぎ  ほたる 	    詩や曲を感じて歌えるようにする  音程や速さをくふうして味わわせる  たて笛のオブリガートを聴いて歌う 	  
	    4  題材  とんび 	   	   	   大空をゆったりとまうとんびのようすをのびのび と二部合唱で表現できるようにする 	   	   	  




いろんな木の実 	   和声の響きを感じ取りながら、表情豊かに合唱 させる 
 
リズムに乗って楽しく合唱させる 	   	  






























	    2  題材名  花いちもんめ 	   	   	   ２拍子の拍の流れに乗せた身体表現を工夫して 歌わせ、わらべ歌の楽しさを味わわせる リズム伴奏やオスティナート唱のくふうを通し、表 現の仕方による曲の感じの違いをとらえさせる 	   	  



















	    4  題材 おどろう楽しいポーレチ 
ケ 	   	   	  
ポーレチケの楽しい踊りの気分を、３拍子のリズ 
ムにのって部分二部合唱ができるようにする 	   	   	  





くりの実 	    秋をみつけ、気持ちをこめてしっとりと歌わせる 秋にふさわしいイメージ作りと身体表現の工夫を 
させる 	   	  


















	    2  題材名 きつつきの おいしゃさ 







	    3  題材 バランスを考えて合奏し よう 
 
朝だ朝だ 	   	    朝の気分を生かして歌えるようにする  リズムに乗って合奏ができるようにする バランスを考えて歌の伴奏もできるようにす る 	  
	    4  題材  ドミニク 	   	   	   リズミカルな曲の感じを生かし、演奏の仕方を工 
夫して楽しく合奏する 	   	   	  


































































	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  














	    3  題材  よく聴きながら  夕やけ雲  雪のおどり 	   自分や友達の声をよく聴きながら、より正しく、よ り美しく表現しようとする態度や能力を育てる 速度やリズム、音程に気をつけ、美しい響きの２ 部輪唱・奏ができるようにさせる ふしの感じに合った歌い方を工夫して表現さ せる 
 
短調のふしや、重なり合う音の響きに親しませる 
















	   	   	  
	    5  題材  器楽発表会をしよう  古いイギリスの歌  エーデルワイス  一週間  小アンサンブルの楽しさを味わわせる 	   	   	  



























	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  冬の歌を歌おう  スキーの歌  モルゲンレーテ  虹と雪のバラード 歌詞の内容を理解させ、情景を想像しながら歌 
わせる 
 
曲想を考えさせ、表現できるようにし工夫させる 	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





















	    4 	   創作オペレッタ「角のな い鹿」 	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  日本の音楽に親しもう  京の大仏  うさぎ  竹田の子守歌 日本の和声を味わいながら、合唱や合奏ができ る 陰音階と陽音階による旋法の曲想を味わい、表 現できる 	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  たのしいとけい  とけいのうた シンコペーテッド・ 
クロック 





	   	  




山の音楽家 	    リズミカルな曲に親しませる  歌詞やリズムにあう身体表現を工夫させる 	   	  
	    4  主題 曲の感じをつかんで表 現しよう おどろう楽しい ポーレチケ フラミンゴフラメン コ 	   ３拍子の流れにのって歌ったり、手合わせしたり することができる 簡単な和音付けによるアンサンブルが工夫でき る 	   	  
	    5  主題 響きのある歌声を工夫し 
よう 
 
グリーングリーン 	   	    リズムにのって響きのある声で歌うことができる 	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  まねっこあそび  山びこごっこ 	   	   教室の外の音に耳を澄ませたり、友達の声や音 
をよく聴いたりして、新しい音を見つけさせる 
身の回りの音、友達の声や音を模倣し、まねっこ 
あそびや演奏を楽しませる 	   	  












	    4  主題  輪唱を楽しく  かえるの合唱 	   	    歌う歓びに目覚め、音楽の楽しさを体得させる 	   	   	  
	    5  主題 ヘ長調の楽譜を見て演 
奏しよう 
 
オカリナのおか 	   	   歌詞のイメージを生かし、表現豊かに歌うことが 
できる 
ヘ長調の音階構成を理解し、ヘ長調の視唱や視 
奏ができる 	   	  
	    6  題材 みんなでくふうして合奏 
しよう 
 





1  	   	   	   	   	   	   	   	  

















	    4  主題  音楽物語をつくろう ねんねんねむれ 




せる 	   	  
	    5  題材  ガボット  ガボット おどろう楽しい ポーレチケ 	   オーボエについて理解を深めさせるとともに、音 色に親しませる 	   	   	  
	    6  題材 行進曲を軽快に演奏し 
よう 
 






1  	   	   	   	   	   	   	   	  






	   	  
	    3  主題 ことばやリズムの感じを 生かして楽しく歌おう 南の島のハメハメ 大王 
 
タンブリンのわ 	    旋律の感じや歌詞の内容を生かして表現する 曲の持つリズムを身体で感じながら、楽しく表現 させる 	   	  







	    5  題材  ます ピアノ五重奏の 
「ます 
 





	    6  題材  ロックにのって合奏しよう クリーゲルのメヌ 













1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  秋の虫  虫の声 	   	   歌詞の意味を大切に、心をこめて「虫の声」を歌 
わせる 
虫の声によく似合う音を探し、虫の声作りをした 
り、虫になって動いたりして、秋の虫を表現する 	   	  
	    3  主題  楽しく輪唱しよう  毛虫が三びき  かねが鳴る  三びきの野ねずみ  輪唱で歌う楽しさを味わわせる  音やリズムを重ねる楽しさを感じ取らせる 	   	  







	    5  題材  滝廉太郎の歌  荒城の月  花  箱根八里 滝廉太郎の歌曲をとおして日本の歌曲の美しさ を味わわせる 人声の種類や音色の違い、合唱の形について理 解させ、合唱の響きの美しさを味わわせる 
 
作曲家「滝廉太郎」に親しませる 	  
	    6  題材  音楽で心を結び合おう 今日の日はさよう 




















せる 	   	  




表現を作り出せる 	   	  





びわ 	    聴く耳・感覚を大切に育てる  美しい声が分かり、とけあう声で、聴きあって歌う 	   	  
	    4  題材  ようすを思いうかべて 白鳥「動物の謝 
肉祭より」 
 
とんび 	   主旋律と伴奏の役割を考えさせ、情景を想像さ 
せながら聞かせる 
 
チェロの音色に親しませる 	   	  
	    5  題材  歌い方の工夫  ゆかいに歩けば 	   	    明るく軽やかに歌う工夫ができる 曲想を感じとりひびきを聴きあいながら二部合唱 できる 	   	  
	    6  主題  郷土の歌を演奏しよう 大山賛歌―わが 




















	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  


















	    5  題材  豊かな表現の工夫 「オペレッタ」物語 
作り 	   	  
「オペレッタ」を通して総合的な豊かな表現力を 
つける 	   	   	  
	    6  主題  二部合唱を楽しもう  まっかな秋  小さな木の実 	   歌詞の内容を味わい、美しい合唱になるように 工夫させる 
 












	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










美しく響きのある頭声的発声で歌わせる 	   	  
	    5  題材  豊かな表現の工夫  「オペレッタ」 	   	    「オペレッタ」を通して豊かな表現力をつける 	   	   	  
	    6  主題  場面を想像して 組曲「ペール・ 
ギュント」第１ 
 



























	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















	    5  題材  豊かな表現の工夫  オペレッタ 	   	   オペレッタを通して、総合的に豊かな表現力をつ 
ける 	   	   	  


















みつばちぶんぶん 	    曲想を感じとりながら歌わせる 歌にあわせて身体表現したり、タンブリンやカスタ ネットで打たせたりする 
 
階名唱になれさせる 	  
	    2  題材  気持ちをこめて  たぬきのたいこ  メヌエット 	   歌詞が示している様子や情景や旋律の感じを生 
かした歌い方になれさせる 
 
リズム遊びや楽器を通して拍子感をそだてる 	   	  




	    4  題材 リズムや旋律のおもしろ さを感じて歌おう 
 
雪山さん歌 	   	   ふしの形やリズムに注意し、曲想を考えながら、 強弱を工夫して歌わせる 付点八分音符や十六分音符を理解し、リズムの 違いに注意して歌わせる 	   	  





大雪やんだ 	    曲趣を生かした表現を工夫することができる 二声の響きあいを感じとって、楽しく合唱すること 
ができる 	   	  
	    6  主題  三部合唱をしよう  かりがわたる  思い出  まっかな秋 声域や声質を知り声部のバランスを考え、響き 




















	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  








	    4  題材  美しい響きを楽しもう スケーターズワル 




曲のまとまりを感じ取って演奏する 	   	  
	    5  題材  日本の音楽に親しもう  子もり歌  京の大仏  日本の音楽  日本の音楽のもつよさを味わうことができる  曲想を感じ取り、表情豊かに合唱・奏できる 曲の感じにあうふしやリズムを感覚的にとら 
え即興的に表現できる 	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 おはなしのおんがく（オ 
ペレッタ） 
がちょうのおいの 









	    3  題材 気持ちをそろえて演奏し 
よう 
 








	    4  題材 曲の特徴を感じて聴いた り、演奏したりする 
 
きゅう友 	   	   曲のまとまりを感じ取って聴き、曲の仕組みを理 解させる 主な旋律を口ずさんだり、体で感じ取りながら聞 かせる 吹奏楽に親しませ、楽器に対する関心や理 解を深めさせる 	  







まどを開いて 	   和声の響きを味わいながら、合唱することができ 
る 
 
主旋律に合った副旋律を創作することができる 	   	  




















	    2  主題  山びこあそび  森のくまさん  アイアイ  かえるのがっしょう 二組に分かれて歌いあい、エコーの楽しさを感じ 
とらせる 	   	   	  
	    3  主題  明るい声で  春の小川  小鳥の音楽 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ る 頭声的発声の美しさに気づき、憧れを持ったり、 歌ったりできるようにする 	   	  





さくらさくら 	   	   他の歌声をよく聴きながら、より美しく表現しよう 
とする態度や能力を育てる 
	   	   	  
	    5  題材  軽やかに、春を歌おう  春の風  春の山 	    曲想を生かし表情豊かに生き生きと歌わせる 季節感を肌で感じ取りながら、その気持ちを歌で 表現できるようにさせる 主旋律・副旋律のバランスを考え、美しく合唱 させる 	  
	    6  題材  だれかが口ぶえふいた 	   	   	   リズムや速度の変化を感じながら美しい表現を 





















	    2  主題  よびかけあそび  バスバスはしる  かくれんぼ  一わのからす 対話風なおもしろさやふしのまとまりを感じとら 
せる 	   	   	  
	    3  題材名  たて笛といっしょに アチャパチャノ 
チャ 
 





	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  

































	    2  主題  たのしいリズム  かっこう  かっこうワルツ  ジャングルジム 拍子やリズムの違いを感じとりながら、楽しく演 




























	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 美しいひびきのある声を みつけよう 
 
グリーングリーン 	   	   一人ひとりに正しい姿勢・呼吸・発声をつかま せ、歌唱表現をさらに豊かにさせる 	   	   	  
	    6  教材  ドナドナ 	   	   	   転調の変化を感じながら、表情豊かに二部合唱 


















	    2  主題  明るい声で  シャボンだま  とんぼのめがね 	   歌声に気をつけて、美しい表現に関心を持たせ る 	   	   	  
	    3  題材名  楽しいリズム  かえるのぴょんた  かえるのルンバ 	   手拍子や身体表現を通してシンコペーションのリ ズムをとらえ生き生きと歌うことができる 曲想表現の工夫などをして、楽しく２部輪唱がで きるようにする 簡単なリズム伴奏やたてぶえ奏を加え、小ア ンサンブルの楽しさを味わうことができる 	  
















	    5  題材 歌劇「ウィリアム・テル」 




解させ、その表情の豊かさを感じ取らせる 	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  主題  ふしのリレー 	   	   	   リズムフレーズの拍の流れにのって、ふし問答を 
即興的に表現させる 	   	   	  






















	    5  題材  ヘ長調のふしに親しむ  川はよんでる  海 	    音を通してヘ長調のしくみを理解させる 歌唱・器楽の表現活動を通し、ヘ長調の視唱・視 
奏になれさせる 	   	  








1 	   学級レパートリーを作ろ う 
 
とんぼのめがね おおきなくちのき 
のしたで 	   情景を想像しながら楽しく歌ったり合奏したりさ せる 
 
階名模唱や楽器の奏法になれさせる 	   	  












	    3  題材  リズムにのって アルプス一まん 






	    4  題材  わたしはそよかぜ 	   	   	   歌詞のイメージをふくらませ、気持ちを込めて表 現する 
 
美しい歌声に気づき、気持ちをそろえて歌う 	   	  
	    5 	   鍵盤ハーモニカのレパー トリー作り 
 







	    6  題材  美しい声で斉唱する  つばさを下さい 	   	   声の特長を生かして歌うため、協力し合う態度を 
育てる 
特徴を知り、工夫することで美しい声をださせるよ 





1  	   	   	   	   	   	   	   	  












	    4  題材 かねが鳴る、風船と青い 
空 	   	   	  
 
ふしの重なり、音の重なりを感じながら歌わせる 歌詞のイメージにあった表現を工夫させ、美しい 
響きでうたわせる 	   	  





















1 	    オペレッタの学習  ぞうさん 	   	   音楽を核とする総合的な指導を通して、いっそう 
豊かな心情を育てる 
発声、発音、音程に気をつけながら、３拍子のリ 
ズムに乗ってたのしく歌わせる 	   	  
	    2  題材  気持ちを込めて歌おう  シャボンだま  夕やけこやけ 	   歌詞の表す情景を想像して、曲にあった表現を させる 範唱や範奏を聴き、階名模唱や階名暗唱に慣れ させる 
 
楽器を加えて楽しく演奏させる 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  まきばの子牛 	   	   	    音の重なりを感じながら、２部合唱させる  歌詞のイメージにあった表現の工夫をさせる 	   	  
	    5  題材  小原節 	   	   	   打楽器伴奏をつけた小原節に、前奏部、中間部 を加え、完成した曲として演奏してみる 	   	   	  












1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  輪唱をしよう  かわいいな  だるまさん 	    曲の感じをつかんで楽しく歌わせる  他の声部を聴きながら歌わせる  輪唱に慣れさせる 	  





	   	  












	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  器楽合奏を楽しもう  汽車は走るよ 	   	   打楽器の奏法になれさせ、リズムに乗って演奏 
させる 
 





1  	   	   	   	   	   	   	   	  













	    4  題材  ホルンの音色 ホルン協奏曲 
第 １番  第１楽
章 






	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  曲の感じを生かして  ふるさと 	   	   歌詞内容を理解し、それにあった表現の工夫を させる 
 










きらきらぼし 	   	   拍の流れにのり、歌詞の内容をとらえて、表情豊 
かに歌うことができる 	   	   	  






















	   	  
	    4  題材  ふしの美しさ  とんび  白鳥 	   白鳥の情景にふさわしい、チェロによる旋律の美 
しさを味わわせる 
主旋律と伴奏の織り成す表現の美しさをあじわわ 
せる 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  












ぶんぶんぶん 	   拍やリズムの動きにのり、歌詞の気持ちを感じ 
取って歌えるようにする 	   	   	  
	    2  題材 ようすを思い浮かべなが 
ら歌おう 
おばけなんてな 









	    3  題材  わらべうたづくりをしよう 	   	   	   習った曲、知っている曲からわらべ歌の音の動 きに気づかせる 音階を手がかりに、リコーダーで即興的にふしづ くりをさせる 作ったものが形として残るよう、ノートにかか せたり、ことばをつけさせたりする リコーダー、鍵盤ハーモニカ、打楽器等で、簡単な アンサンブルを試みさせる 
	    4  題材  オーボエの音色  ガボット 	   	    ガボットの優雅な曲趣を味わわせる  オーボエの音色に親しませる  曲の構成を感じとらせる 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
























	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を育てる  拍にのって「ことば遊び」をする 	   	  
	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ方－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聴きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 	   	   	  




	   	   	  
	    5  題材 ヘ長調についての理解 
を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調についての理解を深める 	   	   	  























一番星みつけた 	    わらべうたのふしに親しませる  情景を思い浮かべて表情豊かに歌わせる 鍵盤ハーモニカによるレガート奏に習熟させ る 変奏の仕方に気づかせ変奏曲のおもしろさを感じ 取らせる 
	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を感じ取らせる  拍の流れにのって「ことば」の表現を楽しませる 	   	  
	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ方－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聴きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 	   	   	  




	   	   	  
	    5  題材 ヘ長調についての理解 を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調についての理解を深める 	   	   	  
	    6  題材 和声のやくめの違いを感 じ取って合奏しよう 
 
故郷の人々 誰かが口笛ふい 


























	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聞きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 
 
輪唱の面白さにきづかせる 	   	  






	    5  題材 ヘ長調についての理解 を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調の音階の理解と階名唱になれる  曲想を生かした歌い方  縦笛の旋律奏  二部合唱は、楽器による演奏 































	    2  主題  拍の流れにのって 	   	   	    拍感を感じとらせる  拍の流れにのって「ことば」の表現を楽しませる 	   	  
	    3  題材 合唱へのアプローチ 
－輪唱の楽しみ－ 
 
山の朝 	   	   異なった旋律を聞きあいながら、音の高さを正し 
く取って、美しい発声で輪唱する 
 
輪唱の面白さにきづかせる 	   	  






	    5  題材 ヘ長調についての理解 を深める 
 
川はよんでる 	   	    ヘ長調の音階の理解と階名唱になれる  曲想を生かした歌い方  縦笛の旋律奏  二部合唱は、楽器による演奏 
	    6  題材 和声のやくめの違いを感 じ取って合奏しよう 
 
故郷の人々 誰かが口笛ふい 


















	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  









	   	   	  




































	   	  


















	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  









	   	   	  





































	   	  






















	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  









	   	   	  




































	   	  


















	    2  題材 気持ちを込めて演奏しよ 
う 
 
夕やけこやけ 	   	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や伴 
奏を工夫する 
シンバル、鍵盤ハーモニカの音出しを工夫し、表 
現力を深める 	   	  









	   	   	  




































	   	  

























	   	   	  






















	   	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること ができる 主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて三部合唱ができ 























































	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること ができる 主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて三部合唱ができ 

























	   	   	  
	    3  題材  リズムがとれるよ  空とぶにわとり 	   	    リズムに乗って歌わせる  ３拍子を感じ取らせる 曲の仕組み、フレーズ、曲の山、強弱に気を つけて歌ったり、合奏したりさせる 
 
リズムを正しく表現させる 





















	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること 
ができる 
主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 
重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  
	    6  題材  和声の美しさを味わおう  かりがわたる  雪の祭り 	   曲想を感じ取り、気持ちをこめて３部合唱ができ 

























	   	   	  
	    3  題材  リズムがとれるよ  空とぶにわとり 	   	    リズムに乗って歌わせる  ３拍子を感じ取らせる 曲の仕組み、フレーズ、曲の山、強弱に気を つけて歌ったり、合奏したりさせる 
 
リズムを正しく表現させる 





















	   	  
	    5  主題  スキャット唱 	   	   	   曲趣を生かして、即興的に和音伴唱をすること 
ができる 
主旋律を生かしたスキャット唱をすることにより、 
重音のひびき合いを楽しむことができる 	   	  


























	    3  単元名  楽しい合奏  ふじ山 	   	   鍵盤ハーモニカによる旋律奏、リコーダーのオブ リガート奏ができる オルガンや打楽器を加え、ほかのパートをききな がら合奏をすることができる いろいろな楽器の重なりによる音色を楽し み、心を合わせて合奏する楽しさを味わう 	  











	   	  
	    5  主題  リズム前奏を創ろう ジャマイカン・ル ンバ 
 
いろんな木の実 	   リズムフレーズの拍の流れ、緊張感を感じ取ら せる 強弱、速度、楽器の音色を考えて、リズム伴奏を 工夫させる 南太平洋、中南米の音楽の躍動的なリズム を味わわせる 	  





















	    6  題材 情景を思い浮かべなが 
ら美しく合奏しよう 
 











































	   	  
	    5  主題  リズム前奏を創ろう ジャマイカン・ル ンバ 
 
いろんな木の実 	   リズムフレーズの拍の流れ、緊張感を感じ取ら せる 強弱、速度、楽器の音色を考えて、リズム伴奏を 工夫させる 南太平洋、中南米の音楽の躍動的なリズム を味わわせる 	  
	    6  題材 情景を思い浮かべなが ら美しく合奏しよう 
 


























	    3  単元名  楽しい合奏  ふじ山 	   	   鍵盤ハーモニカによる旋律奏、リコーダーのオブ リガート奏ができる オルガンや打楽器を加え、ほかのパートをききな がら合奏をすることができる いろいろな楽器の重なりによる音色を楽し み、心を合わせて合奏する楽しさを味わう 	  











	   	  





雪の踊り 	    曲の山や旋律の抑揚を感じ取らせる  和製の美しさを感じ取り合唱させる 宇宙の広々とした世界、星の美しさを創造し 
ながら前奏を創らせる 	  
	    6  題材 情景を思い浮かべなが 
ら美しく合奏しよう 
 




















	    2  題材  音楽に合わせて  春がきた  子ぞうのこうしん 	   音楽に合わせて、リズム伴奏や体の動きを工夫 し、表現したり聴いたりする楽しさを味わわせる 歌や楽器で旋律をより美しく表現させるとともに、 リズム伴奏を工夫して合奏できるようにさせる 曲の気分やリズムの特徴を感じ取って音楽を 聴くことができるようにさせる 	  











題材  冬の歌 題材 おじいちゃ 
んのおとし 





	   	  
	    5  主題 世界にひとつしかない声 
の音楽を創ろう 
ヴィヴァルディ「四 
































した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小とりのあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ 
させる 	   	  





ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 
じ取って演奏できるようにする 	   	   	  









	    5  題材  フラットのはたらき  だれも知らない 	   	   フラットの働きとヘ長調の音階を、歌や楽器を通 





























した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小鳥のあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ させる 	   	  





ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 
じ取って演奏できるようにする 	   	   	  
	    4  題材 楽しいリズムで演奏しよ 






































した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小鳥のあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ させる 	   	  
	    3 学習の主 題 歌にあわせて楽器を演 奏しよう 
 
ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 じ取って演奏できるようにする 	   	   	  
	    4  題材 楽しいリズムで演奏しよ 









	    5  題材 和声の響きを味わって合 
唱しよう 
 





























した音で演奏させる 	   	  
	    2  題材  ３拍子のリズム  小鳥のあさ  たぬきのたいこ  メヌエット  ３拍子の拍子感を身につけさせる リズムの組み合わせによる３拍子の表現に慣れ 
させる 	   	  
	    3 学習の主 題 歌にあわせて楽器を演 奏しよう 
 
ゆかいな木きん 	   	   歌と楽器の音色を意識し、響きあいの美しさを感 じ取って演奏できるようにする 	   	   	  









	    5  題材 和声の響きを味わって合 
唱しよう 
 
























おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 の工夫をさせる 
 
踊りの感じにあうリズム伴奏の工夫をさせる 	   	  





る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 
しさを味わわせる 
お互いの声をよく効きあいながら、部分２部合奏 
をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でり ずむにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  












おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 
の工夫をさせる 
 










る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 
しさを味わわせる 
お互いの声をよく聞きあいながら、部分２部合奏 
をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でリ ズムにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5  題材  詩情を豊かに表現する  鳥の歌 	   	    詩の言葉を、自分の思いと一致させる  思いを音として表現する 	   	  

















おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 の工夫をさせる 
 
踊りの感じに合うリズム伴奏の工夫をさせる 	   	  





る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 
しさを味わわせる 
お互いの声をよく聞きあいながら、部分二部合奏 
をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でり ずむにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5  題材  詩情を豊かに表現する  鳥の歌 	   	    詩の言葉を、自分の思いと一致させる  思いを音として表現する 	   	  





















おどるこねこ 	   ３拍子の拍の流れに乗って、身体表現や歌い方 
の工夫をさせる 
 
踊りの感じに合うリズム伴奏の工夫をさせる 	   	  





る演奏の工夫をしたりさせる 	   	  
	    3  題材  音の重なりをきこう  ひびくよ歌声  あわてんぼうの歌 	   音の重なり合うひびきを感じ取ったり、響きの美 しさを味わわせる お互いの声をよく聞きあいながら、部分２部合奏 をさせる 	   	  
	    4  題材  リズムにのって  冬の歌 	   	   歌詞の意味をよく理解し、のびのびとした声でり ずむにのって楽しく歌うことができる 発音・発声に留意させ、部分二部合奏をすること ができる 曲想を考え、リズムにのって部分二部合唱を することができる 	  
	    5  題材  詩情を豊かに表現する  鳥の歌 	   	    詩の言葉を、自分の思いと一致させる  思いを音として表現する 	   	  
	    6  題材 曲想を生かした表現を工 
夫しよう 
さよならすばらし 
き日々よ 	   	  
 














友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	   	  
	    2  題材  小さな音楽劇をつくろう  はだかの王さま  はしの上で 	    リズムにのって、表情豊かに歌わせる 場面や情景にあったリズム伴奏と、身体表現を工 夫させる 
 
グループで仲良く活動させる 	  












	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 
度を育てる 
和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 
をさせる 	   	  















































	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 度を育てる 和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 をさせる 	   	  


























友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	   	  
















	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 度を育てる 和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 をさせる 	   	  


























友達と組んだりして、仲良く動きを工夫させる 	   	  
















	   	  
	    5  題材  歌の気持ち  ぼくのひこうき 	   	   歌の気持ちを考え、心をこめ、表情豊かに歌う態 度を育てる 和声の響きを味わいながら、意欲的な二部合唱 をさせる 	   	  






























	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 
器を演奏の工夫をさせる 
打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせ、音遊びを 
通して、表現力を養う 	   	  








	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	  


































	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 
器を演奏の工夫をさせる 
打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせたり、音遊び 
を通して、表現力を養う 	   	  













雲を呼ぶ歌 	   	    児童指揮を通して、音楽の集団表現を高める  児童指揮を通して、集団としての協力性を養う 	   	  




	   	   	  





























	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 器を演奏の工夫をさせる 打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせたり、音遊び を通して、表現力を養う 	   	  













雲を呼ぶ歌 	   	    児童指揮を通して、音楽の集団表現を高める  児童指揮を通して、集団としての協力性を養う 	   	  




	   	   	  






























	   	  
	    2  主題  気持ちをこめてうたおう  夕やけこやけ  虫の声 	   歌詞の内容を理解し、情景にあった歌い方や楽 
器を演奏の工夫をさせる 
打楽器などで擬音伴奏の工夫をさせ、音遊びを 
通して、表現力を養う 	   	  
	    3  主題  美しい響きで  春の小川  リコーダーの響き 	   情景を想像しながら、のびのびと歌うことができ る 頭声的発声の美しさに気づき、あこがれをもって 歌ったりすることができる リコーダーの美しさを味わわせ、リコーダーに 親しませる リコーダーの扱いや奏法の基本になれさせラシド の音が吹けるようにする 





雲を呼ぶ歌 	   	    児童指揮を通して、音楽の集団表現を高める  児童指揮を通して、集団としての協力性を養う 	   	  




	   	   	  












































































	   	  







とんび 	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音であそぼう  星の世界 	   	   曲の感じを生かした歌声で自ら歌おうとする気持 ちを育てる 星空の感じを打楽器で演奏し、自分たちのよりよ い表現を工夫させる 友達の音の表現や演奏法、歌い方のよさを 見つけ、互いに認め合う態度を養う 	  
	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどを生か 
し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 


























































	   	  




とんび 	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  






	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどをいか 
し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 


























































	   	  







とんび 	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  






	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどをいか し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 
































	    2  主題 
・教科書教材「こぶたぬ 
きつねこ」の表現   ・
変 奏 
 

























	   	  





茶色の小びん 	   	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 
響きあいを感じ取って合奏できるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音であそぼう  星の世界 	   	    星のイメージを声や音であらわすことができる 	   	   	  
	    6  題材名  しきに合わせよう  小さな木の実  メヌエット 	   指揮にあわせて、速度、強弱、リズムなどをいか 
し、バランスの取れた美しい合奏にまとめさせる 
 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名  合奏の楽しさを味わおう コンドルは飛んで 行く 
 












おどるこねこ 	   ３拍子の拍子感がわかり、歌い方や身体表現の 
工夫ができる 
拍の流れにのってリズム伴奏をし、グループ発表 
ができる 	   	  





	    3  題材 「春のイメージを表現しよ う」 
 
どこかで春が 	   	   歌詞からイメージをつかみ、その表現を工夫させ る 
 
曲の雰囲気をつかんで歌わせる 	   	  







やまびこごっこ 	   フレーズのまとまりに気をつけて、即興的に短い 
ふしをつくってうたうことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音のつりあい グリーン・グリー 
ン 
 
マルセリーノの歌 	   リズムの特徴を生かした歌い方を工夫させ、美し 
い響きで主旋律を歌わせる 
曲想を生かし、バランスの取れた美しい響きの合 
奏をさせる 	   	  









３拍子のリズム とんくるりん ぱ 
んくるりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍子感をもち、歌い方や身体表現の工 夫をすることができる 拍の流れに乗ってリズム伴奏をし、グループ発表 をすることができる 	   	  





	    3  題材名 春のイメージを表現しよ 
う 
 
どこかではるが 	   	   歌詞からイメージをつかみ、その表現を工夫させ 
る 
 
曲の雰囲気をつかんで歌わせる 	   	  






春の小川 	   フレーズのまとまりに気をつけて、即興的に短い ふしをつくってうたうことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音のつりあい  グリーングリーン  マルセリーノの歌 	   リズムの特徴を生かした歌い方を工夫させ、美し 
い響きで主旋律を歌わせる 
曲想を生かし、バランスの取れた美しい響きの合 
奏をさせる 	   	  
	    6  題材名  合奏の楽しさを味わおう コンドルは飛んで 
行く 
 
空をみあげて 	   みんなで協力して演奏の仕方を工夫し、合奏す 
る楽しさを味わわせる 
楽器の音色や響きのバランスに気をつけ、表現 









３拍子のリズム とんくるりん ぱ 
んくるりん 
 
おどるこねこ 	   ３拍子の拍子感をもち、歌い方や身体表現の工 夫をすることができる 拍の流れに乗ってリズム伴奏をし、グループ発表 をすることができる 	   	  




	    3  題材名 春のイメージを表現しよ 
う 
 
どこかではるが 	   	   歌詞からイメージをつかみ、その表現を工夫させ 
る 
 










茶色のこびん 	   	   フレーズのまとまりに気をつけて、即興的に短い 
ふしをつくってうたうことができるようにする 	   	   	  
	    5  題材  音のつりあい  グリーングリーン  マルセリーノの歌 	   リズムの特徴を生かした歌い方を工夫させ、美し 
い響きで主旋律を歌わせる 
曲想を生かし、バランスの取れた美しい響きの合 
奏をさせる 	   	  
	    6  題材名  合奏の楽しさを味わおう コンドルは飛んで 行く 
 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



















	   	  
	    2  主題  がっしょうあそび  とけいのうた  だるまさん  ぶんぶんぶん  楽しく擬音合唱や輪唱ができるようにする 二つの音の重なりや響きを感じ取り、楽しむこと ができるようにする 	   	  
	    3  題材  「空の歌」  あの雲のように  雲はともだち  空と水 	   	   	   	  






色に親しませる 	   	   	  











1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  主題  がっしょうあそび  とけいのうた  だるまさん  ぶんぶんぶん  楽しく擬音合唱や輪唱ができるようにする 二つの音の重なりや響きを感じ取り、楽しむこと 
ができるようにする 	   	  
	    3  題材  空の歌  雲はともだち 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 リコーダーで古代の音楽 















おとあそびをしよう 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  主題  がっしょうあそび  とけいのうた  だるまさん  ぶんぶんぶん  楽しく、擬音合唱や輪唱ができるようにする 二つの音の重なりや響きを感じ取り、楽しむこと 
ができるようにする 	   	  
	    3  題材  空の歌  雲はともだち 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 リコーダーで古代の音楽 










	    6  教材  こきりこぶし 	   	   	    和太鼓の伴奏による「こきりこぶし」を完成させる リズム伴奏の作曲を通して創作と演奏の面白さを 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



















	    2  主題  楽しいリズム 	   	   	   体全体でリズムを感じ取り、意欲を持って活動し 
ようとする態度を育てる 
リズム譜になれ、リズムの組み合わせによるいろ 
いろなリズムを表現する能力を養う 	   	  
	    3  題材  リズムに乗って  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れにのって生き生きと歌ったり合 
奏することができる 
曲の仕組み、フレーズ、強弱などにも気をつけな 
がら、演奏することができる 	   	  
	    4  題材 音楽を心深く感じ取り、 
想像性豊かに表現しよう 
 




	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  





















	    2  主題  楽しいリズム 	   	   	   体全体でリズムを感じ取り、意欲を持って活動し 
ようとする態度を育てる 
リズム譜になれ、リズムの組み合わせによるいろ 
いろなリズムを表現する能力を養う 	   	  
	    3  題材  リズムに乗って  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れにのって生き生きと歌ったり合 
奏することができる 
曲の仕組み、フレーズ、強弱などにも気をつけな 
がら、演奏することができる 	   	  
	    4  題材 音楽を心深く感じ取り、 
想像性豊かに表現しよう 
 




	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
























	    2  主題  楽しいリズム 	   	   	   体全体でリズムを感じ取り、意欲を持って活動し 
ようとする態度を育てる 
リズム譜になれ、リズムの組み合わせによるいろ 
いろなリズムを表現する能力を養う 	   	  
	    3  題材  リズムに乗って  空とぶにわとり 	   	   ３拍子の拍の流れにのって生き生きと歌ったり合 
奏したりすることができる 
曲の仕組み、フレーズ、強弱などにも気をつけな 
がら、演奏することができる 	   	  
	    4  題材 音楽を心深く感じ取り、 
想像性豊かに表現しよう 
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    2  主題  リズムでいきいきと  ジャングルジム  リズムカルタ インディアンのおまつ  歌にあわせてリズム伴奏ができる  たいこの違いがわかる いろいろなリズムをたくさんつくったりうったり 曲の盛り上がりや楽器の音色にも気をつけて演奏 
り しようとする しようとする 










	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 響きのある声でのびや  ゆかいに歩けば 夕日が背中を押し 	    響きのある声で歌おうとする態度を育てる  曲想にあった歌い方を工夫させる 詩と旋律の美しさを感じて表現しようとする意  音の重なりを意識して二部合唱できるようにさせる 
かに歌おう てくる 欲を育てる 






















	    2  主題  リズムでいきいきと  ジャングルジム  リズムカルタ インディアンのおまつ  歌にあわせてリズム伴奏ができる  たいこの違いがわかる いろいろなリズムをたくさんつくったり打ったり 曲の盛り上がりや楽器の音色にも気をつけて演奏 
り しようとする しようとする 










	   	  














	    5  題材 響きのある声でのびや  ゆかいに歩けば 夕日が背中を押し 	    響きのある声で歌おうとする態度を育てる  曲想にあった歌い方を工夫させる 詩と旋律の美しさを感じて表現しようとする意  音の重なりを意識して二部合唱できるようにさせる 
かに歌おう てくる 欲を育てる 














おてぶし 一年生としてのまとめの遊び「たまりや」をルー リズム唱リズムうちを木曽とした４拍のリズム即 
 
レドの２音でメロディー即興ができる 既習曲のカノンへの発展や、オスティナートをつけ 
ディー） ルを守って遊ぶことができる 興ができる た合唱ができる 
	    2  主題  リズムでいきいきと  ジャングルジム  リズムカルタ インディアンのおまつ  歌にあわせてリズム伴奏ができる  たいこの違いがわかる いろいろなリズムをたくさんつくったり打ったり 曲の盛り上がりや楽器の音色にも気をつけて演奏 
り しようとする しようとする 





























	   	   	  


























ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  







	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  









ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  







	   	  
	    3  題材  いい音作ろう  ゆかいな木きん 	   	    リコーダーに親しませる  イメージに合った音作りができるようにさせる 意欲的に音楽を表現しようとする態度を育て 
る 	  
	    4  題材  チェロは歌う  白鳥  旅の白鳥  無伴奏チェロ組曲 情景を想像し、チェロの音色を味わいながら音 
楽を聞かせる 
 
ふし遊びを通してチェロの音楽に親しませる 	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  









ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  







	   	  
	    3  題材  いい音作ろう  ゆかいな木きん 	   	    リコーダーに親しませる  イメージに合った音作りができるようにさせる 意欲的に音楽を表現しようとする態度を育て 
る 	  
	    4  題材  チェロは歌う  白鳥  旅の白鳥  無伴奏チェロ組曲 情景を想像し、チェロの音色を味わいながら音 楽を聞かせる 
 
ふし遊びを通してチェロの音楽に親しませる 	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  
	    6  主題  響きのある声でうたおう  エーデルワイス 	   	   呼吸の仕方や口の形に気をつけ、明るく響きの 









ドレミ遊び 	   	   	    音の高低に対する感覚を育てる  音高を感じて歌う 	   	  












	    3  題材  いい音作ろう  ゆかいな木きん 	   	    リコーダーに親しませる  イメージに合った音作りができるようにさせる 意欲的に音楽を表現しようとする態度を育て 
る 	  
	    4  題材  チェロは歌う  白鳥  旅の白鳥  無伴奏チェロ組曲 情景を想像し、チェロの音色を味わいながら音 
楽を聞かせる 
 
ふし遊びを通してチェロの音楽に親しませる 	   	  
	    5  題材  物語の音楽を表現しよう  いるかのたび  風と波との対話 	    創作活動を通して音楽の表現力を高めさせる  物語の音楽をつくりあげる喜びを味わわせる 	   	  
	    6  主題  響きのある声でうたおう  エーデルワイス 	   	   呼吸の仕方や口の形に気をつけ、明るく響きの 
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校歌 	   旋律・音程、フレーズ、拍子を感じて歌ったり聞 
いたりしてふしつくりを楽しむ 
 
音高を意識して楽譜に表したり、視唱したりする 	   	  
	    2  題材 ぞうのたまごのたまごや 
















	    4  題材 「ごんぎつね」の音楽を 











ソナチネ 	    楽器の大きさになれる  音符と運指の関係を覚えなれる  基本的な奏法の復習  少しまとまった曲を合奏で仕上げる 




	   	   	   歌詞の内容を味わい、音楽で心情を表現するこ 
との喜びを味わわせる 
 













校歌 	   旋律・音程、フレーズ、拍子を感じて歌ったり聞 
いたりしてふしつくりを楽しむ 
 
音高を意識して楽譜に表したり、視唱したりする 	   	  

















	    4  題材 「ごんぎつね」の音楽を 










ソナチネ 	    楽器の大きさになれる  音符と運指の関係を覚えなれる  基本的な奏法の復習  少しまとまった曲を合奏で仕上げる 




	   	   	   歌詞の内容を味わい、音楽で心情を表現するこ 
との喜びを味わわせる 
 













校歌 	   旋律・音程、フレーズ、表紙を感じて歌ったり聞 いたりしてふしつくりを楽しむ 
 
音高を意識して楽譜に表したり、視唱したりする 	   	  
	    2  題材 ぞうのたまごのたまごや 





















	    4  題材 「ごんぎつね」の音楽を 











ソナチネ 	    楽器の大きさになれる  音符と運指の関係を覚えなれる  基本的な奏法の復習  少しまとまった曲を合奏で仕上げる 




	   	   	   歌詞の内容を味わい、音楽で心情を表現するこ 
との喜びを味わわせる 
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ができる 	   	  
	    2  題材  わらべうたで遊ぼう  かごめかごめ  らかんさん  いろはにこんぺいとう 拍の流れやフレーズを感じ取って、演奏したり身 体表現したりすることができる 旋律の響きやリズムの特徴を感じ取ることができ る 遊び方を工夫し、友達と心を合わせて楽しく わらべ歌を歌うことができる 	  










わせる 	   	  










	    5  題材  音楽の速さと強さ  冬景色  ハンガリー舞曲 	   情景を想像し、速さ、強弱、極の山などに気をつ 
けながら、美しい二部合唱にまとめさせる 
曲想の変化（速さや強さ）、曲の形に気をつけさ 
せながら音楽を聞かせる 	   	  




























	   	  













わせる 	   	  










	    5  題材  音楽の速さと強さ  冬景色  ハンガリー舞曲 	   情景を想像し、速さ、強弱、極の山などに気をつ けながら、美しい二部合唱にまとめさせる 曲想の変化（速さや強さ）、曲の形に気をつけさ せながら音楽を聞かせる 	   	  





いちょうの実 	   	   小学校生活の総しあげとして、みんなで心を合 
わせ思い出に残る表現活動ができる 
一人ひとりが自分の持ち味を生かし、物語の主 















	   	  






































曲 	   	  
音の重なりによる響きの違いをとらえ、イメージ 
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風の丘 	   歌詞の内容を理解させ、情景を想像させながら 
気持ちをこめて表現させる 
グループで表現方法を工夫させ、音楽を作り上げ 
ていく楽しさを味わわせる 	   	  




	    6  題材 いろいろな学習のしかた を工夫しよう 
 



















































風の丘 	   歌詞の内容を理解させ、情景を想像させながら 気持ちをこめて表現させる グループで表現方法を工夫させ、音楽を作り上げ ていく楽しさを味わわせる 	   	  
	    5  題材  ヘ音譜表って何？  ぼくの文鳥 	   	    低音のあらわし方を知り、読譜になれる 和音の響きの面白さを感じながら、合唱や合奏が 
できる 	   	  
	   	    題材 町長のはしごをうごかそ 
う 
 
林の朝 	   	   長調の音の成り立ちを知り、いろいろな音高で長 
調ができることがわかる 
 
ヘ長調を理解し、読譜に慣れさせる 	   	  
	    6 学習の主 題 子供の学び方で三部合 唱をしよう 
 























































	    4  題材 音を重ねて、美しい響き 











ケチャ 	    沖縄やインドネシアの音楽に親しむことができる  声質を変化させて歌うことができる ガムラン音楽の感じを楽しんで合奏すること 
ができる 	  
	    6  題材 「ふるさと」のイメージを 表現しよう 	   	   	   曲の感じや詩の内容を理解してイメージを広げ、 自由な表現を工夫する 
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    4  題材 想像した世界を音で現そ う 
 
白鳥 	   	    情景を想像しながら音楽を聴かせる 想像したイメージを基に即興的に音を選んで表現 できるようにする 
 
グループで協力してアンサンブルする 	  




星空はいつも 	   音の重なりの美しさを感じて表現する楽しさを味 わわせる 星空のイメージを描きながら、音色に気をつけて 表現の工夫をすることができる 	   	  
	    6  題材  ヘ長調とニ短調  ゆめをのせて コンドルは飛んで 
いく 
	   合唱づくりを通して、長調と短調の違いを生か し、曲想に合った表現をしようとする態度を養 
い、ヘ長調とニ長調の違いについて理解させる 


















音が出せることを体感させる 	   	  























	    4  題材 想像した世界を音で現そ 
う 
 









星空はいつも 	   音の重なりの美しさを感じて表現する楽しさを味 
わわせる 
星空のイメージを描きながら、音色に気をつけて 
表現の工夫をすることができる 	   	  




















	   	  
















	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  







グループで音楽をよく聴きあいながら演奏させる 	   	  




星空はいつも 	   音の重なりの美しさを感じて表現する楽しさを味 わわせる 星空のイメージを描きながら、音色に気をつけて 表現の工夫をすることができる 	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    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  民謡に親しもう  おはら節  ソーラン節 	   民謡の面白さに触れ、民謡を楽しく聴いたり表現 したりすることができる 民謡の旋律をリコーダーで演奏したり太鼓で即興 的にリズムを表現したりすることができる グループで役割を分担し、協力しながら学級 音頭を作ることができる 	  




















	    2  題材 ２拍子のリズムにのって 楽しく表現しよう 
 
ジャングルジム あかちゃんぞうの 
こうしん 	   ２拍子の流れに乗って楽しく歌うことができるよう にする 自分に合う楽器を使ってリズムを工夫したり楽器 の組み合わせを工夫する 情景を想像しながら表現を工夫する素地を養 う 	  
	    3  題材  工夫して表現しよう すてきなさんにん 
ぐみ 
	   	   ひとりひとりのアイデアを生かして表現をつくりあ げるとともに、中間発表を通してよりよい表現を 
目指して工夫しようとする態度を育てる 
	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  






	   	  




































	    3  題材  工夫して表現しよう すてきなさんにん 
ぐみ 
	   	   ひとりひとりのアイデアを生かして表現をつくりあ げるとともに、中間発表を通してよりよい表現を 
目指して工夫しようとする態度を育てる 
	   	   	  
	    4  	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友達同士で学び教えあう態度を育てる 	   	  
	    2  題材  楽器で遊ぼう  さるかに合戦 	   	    リズムロンドを打楽器で演奏することができる 童話の効果音をグループで協力して作ることがで 
きる 	   	  
	    3  題材  物語を音であらわそう  鳥の鳴き声 きらきらぼしのお はなし 	   ソプラノリコーダーでいろいろな音を作って楽し むことができる 自分たちで作った物語をいろいろな音素材を使っ て音で表現できるようにさせる グループで話し合いながら楽しく演奏しようと する態度を育てる 	  
	    4  題材  リコーダーの響き  若葉の歌  ちょうちょう 	    曲想を感じ取って歌い方を工夫させる 歌にあわせてリコーダーで助奏や間奏を演奏で きるようにさせる 
 
リコーダーでふし作りをさせる 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  和声のひびき  故郷の人々  それは地球 	   旋律と和音のかかわりを感じ取らせ、話生の響 















	   	   	  




勇み駒 	   和太鼓を打つことによって日本の楽器に対する 興味を持たせる 班ごとに力を合わせて和太鼓のアンサンブルを する 	   	  








	    4  題材  拍子にあわせて  この山光る  静かな湖 	   拍子に合わせてお互いの音をよく聞きあいなが 
ら合奏ができるようにさせる 
グループで協力をして合奏しようとする態度を育 
てる 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















	   	   	  
	    2  題材  協力して合奏しよう なべなべそこぬ 

















	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










か 	   	  
拍の流れやフレーズを感じ取って表現したり鍵 
盤ハーモニカを演奏したりする能力を育てる 	   	   	  
	    2  題材  楽しく合奏  アンダルコの歌  小ぎつね  ゆき お互いの音を聴きあいながら表現の工夫ができ 
るようにする 
いろいろな楽器の音色に親しみ、楽器の奏法に 
なれるようにする 	   	  
	    3  題材  ファ～レの音を使って  チューリップ  あの雲のように  きらきらぼし 親しみのある曲でリコーダーの演奏を楽しみ、基 本的な奏法を身につけよう 	   	   	  
	    4  題材  ハ長調とイ短調  まいごのこひつじ  どれみの歌 	    ハ長調、イ短調の視唱（奏）力を養う  調性への関心を高める 	   	  
	    5  題材  音楽で物語を表そう 大造じいさんとガ 
ン 




	   	  











うみ 	   	   歌詞の表す情景を想像して、気持ちをこめて歌う 
態度や能力を育てる 	   	   	  
	    2  題材 成徳うつぶきばやしをつ くろう 
 
倉吉打吹太鼓 	   	   主なふしを覚え、太鼓のリズムにあわせて演奏 しながら日本のふしに親しむことができる リズムを口唱歌で打つことにより、リズムを言葉 で表す楽しさを味わうことができる」 場面を想像しながら音色や楽器の組み合わ せを工夫する 	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  ふしのまとまり ねんねんねむれ 
よつぐみのこ 
 
とんび 	   旋律の反復や対照、終止感の違いなどを感じ取 
りながら表現する能力や態度を養う 	   	   	  
	    5  題材  和声のひびき  星の世界 	   	   和声のひびきをあじわいながら美しい三部合 唱、合奏をすることができる 
 
旋律の流れにあった和音を選択することができる 	   	  
















を加えたりして表現する能力を育てる 	   	   	  




	   	   	  
	    3  題材 土鈴を使って音楽をつく 
ろう 	   	   	  
 





	    4  主題  歌の気持ち  青空へ登ろう  つるのおんがえし 	   歌詞の情景や旋律の美しさを生かして動唱表現 
をすることができる 
曲想を感じ取り、それにふさわしい表現を工夫し 
て演奏する態度を養う 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  












おまつり 	   即興的にリズムや旋律をつくって表現する活動 
を通して、合奏の楽しさを味わうようにする 
曲の前奏を楽器の音色やリズムを工夫して表現 
することができるようにする 	   	  




ゆかいに歩けば 	   	   	   	   	  
	    5  題材  ひびきのある歌声で  ゆかいに歩けば  白い雲 	   	   	   	   	  















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  歌詞を生かして歌おう  とんび  まきばの朝  まきばの子牛  情景を想像し気持ちを込めてうたう  グループで歌い方を工夫し、楽器を入れる 	   	  














1  	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	   	   	   	   	   	  





	    5  題材 声でイメージの音楽をつ 
くろう 













1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  






















	    2  題材  ドレミで遊ぼう  かっこう  山びこごっこ 	   範唱を聴いて模倣し、音の高さに対する感覚を 簡単な旋律を階名で歌ったり、鍵盤ハーモニカで 階名をつかって短い旋律を即興的につくっ 	  
身につけさせる 演奏したりできるように階名に慣れさせる て、楽しく表現させる 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  母音の音色  野ばら 	   	    母音の持つ音色に関心を持って歌おうとする  母音の響きを工夫しながら歌うことができる 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 曲想を生かした表現の  星空はいつも 	   	   楽曲を特徴付けている音楽の要素を感じ取り、 範唱や友達の演奏を聴き、曲想を味わったり、友 楽曲全体の曲想を味わい、自己の表現に生 	  






















	    2  題材  ドレミで遊ぼう  かっこう  山びこごっこ 	   範唱を聴いて模倣し、音の高さに対する感覚を 簡単な旋律を階名で歌ったり、鍵盤ハーモニカで 階名をつかって短い旋律を即興的につくっ 	  
身につけさせる 演奏したりできるように階名に慣れさせる て、楽しく表現させる 
	    3  教材 	    こねこと小鳥 	   	    半音階の導入、基本練習の定着  変化音を含んだ楽曲の表現を工夫させる 	   	  
	    4  題材 おどるふし おどろう楽しい 	   	    旋律の動きに関心を持って歌おうとする  旋律の動きを歌に生かすことができる 	   	  
－音の運動－ ポーレチケ 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 楽曲の気持ちを感じ取っ 空がこんなに青 	   	   和声の動きに関心を持ち、進んで合唱表現をし 伴奏や和声の動きから楽曲全体の曲想を捉え、  和声の変化を感じ取りながら合唱する 	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	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    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	    ドレミで遊ぼう 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  





くることができる 	   	  











	   	  
	    5  題材 リズムにのって（つくって 表現） 	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 和太鼓によるアンサンブ 
ル作り 









1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ようすを思いうかべて  夕やけこやけ  小ぎつね 	    情景を想像して、聞く楽しさを味わわせる 曲想にあった歌い方や創造的な活動を取り入 
れ、曲のイメージを深める表現を工夫する 	   	  
	    3  題材 サンバの音楽づくりを楽 しもう 	   	   	   サンバのリズムの特徴を感じ取りながら、歌った り、演奏したりすることができる グループごとに工夫して、自分たちのサンバをつ くることができる 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













ぺんぎんさん 	   旋律の特徴を感じ取ったり、歌の気分をとらえた りして、表現する能力を育てる 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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しばなし」 	   	   	   	  
















	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  主題  気持ちをこめて歌おう  夢の世界を 	   	   ふしの流れを感じ取り、強弱、速さを工夫して歌 
うことができるようにする 	   	   	  










	   	  
	    6 	   「きらきら星」をインド風 
に 
 










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  たのしくリズムにのろう 	   	   	   拍の流れを感じ取りながら、リズムや音色に気を 
つけて、聞いたり表現したりしようとする 
歌ったり、身体表現したりすることによって、リズ 
ムの特徴に気づき、表現することができる 	   	  
	    4  主題 楽器の音色の特徴をと らえて聴こう 
 
白鳥 	   	   いろいろな楽器の音色や特徴をとらえて聞くこと ができるようにする 	   	   	  










	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





たぬきのたいこ 	   リズム伴奏に合わせて、楽しく合奏することがで 
きる 	   	   	  
	    3  題材  ひょうしを体でかんじよう いるかはざんぶら 
こ 





	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  

























	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  




















	   	  
	    2  活動例 いろいろな音をみつけよ う 	   	   	  
 
音をよく聴き、いろいろな奏法を試みる。 	   	   	  
	    3 	    「鐘が鳴る」 	   	   	    歌詞をイメージしながら歌詞唱できる。 他のパートと音の重なりを感じながら輪唱するこ とができる。 グループごとに自分たちが描いたイメージに 合う演奏ができる。 自分たちの描いた「鐘が鳴る」を発表することがで きる。 
	    4  題材  楽器で歌おう  茶色の小びん 	   	   歌唱や身体表現を通して旋律を楽しく演奏でき 
るようにする。 
楽器を合わせ、音色を生かした表現ができるよう 
にする。 	   	  
	    5  題材  夏の音をつくろう 	   	   	    音のイメージを作る  夏の様子を想像し、音のイメージを作る  イメージに合った音をさがす。  音さがしと中間発表 





































	   	  
	    2  題材 イメージしたものを表現 




イメージに合う表現を工夫する 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  わらべうたであそぼう 	   	   	   楽しく遊びながら身体で音を感じたり歌ったりす 
る 
 
即興的に絵かきうたやリズム伴奏等を工夫する 	   	  
	    3  題材名  ふしのながれをかんじて  ふじ山  あの雲のように  メヌエット 旋律の抑揚や流れを感じて、表現することがで 
きるようにする 
歌詞の旋律の感じを生かして、表現の仕方を工 
夫するようにする 	   	  
	    4  主題 学校の裏山に行って、耳 
をすませてみよう 





	   	  
	    5  題材 響きのある声で合唱しよ 
う 
 









1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









けて演奏したりする 	   	  





	   	  
	    4  主題 山の四季を音であらわ 
そう 









	    5 	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1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズムであそぼう  子犬のビンゴ  えがおで今日も  ぞうさんとこりす リズムにのって歌う楽しさを知り、喜んで表現す る 拍の流れを感じて、身体表現やリズム伴奏を工 夫する 	   	  



































	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  









1  	   	   	   	   	   	   	   	  





き生きと歌う 	   	  
	    3 学習の主 
題 
イメージをおとで表現し 
よう  － ちい ちゃん の
か げおくり－ 









	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  いろんな楽器で音楽会  なかよしマーチ  とるこ行進曲  たぬきのたいこ いろいろな楽器に興味を持ち、合奏の楽しさを味 
わおう 
お互いの楽器の音を聴きあいながら、拍の流れ 
にのって楽しく合奏する 	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  日本のふし  さくらさくら  今年のぼたん 	   歌や、演奏、劇作りを通して、日本のふしの特徴 を感じ取り、よさを味わう 	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  














	   	     
音の重なりのおもしろさや響き合いの美しさを感 
じ取って表現することができる 
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    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



















かごめ  かごめ 
（合同） 
	    
歌いながら遊ぶ活動を通して、音楽の楽しさを味 
わうことができる。 
	   	   	  





木の葉のゆうびん 	   曲の感じに合わせて、交互唱などで歌い方を工 
夫することができる。 	   	   	  
	    3  題材  輪唱を楽しもう  はとととんび  しずかなこはん  かねが鳴る ひびきのある声で歌い、美しいハーモニーを感じ 
ながら、友だちと楽しく輪唱する。 
互いの声を聴き合い、進んでよりよい歌声を求め 
て歌う活動をしようとする。 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 ふしと低音のひびきを感 
じとろう 
 






	   	   	  


















	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  











	   	  
	    4  題材  歌い方を工夫しよう アマリリス（フラン 
ス民謡） 	   	  
レガートやスタッカートに気をつけ、節の流れに 
合った表現の技能を高める。 	   	   	  




	   	  











かっこうワルツ 	   	   みんなで気持ちを合わせて合奏する楽しさを味 わわせる 鍵盤ハーモニカの演奏に親しませる（1 年）、木 琴・鉄琴を含む打楽器の演奏に親しませる（２年） 	   	  






虫の声 	   	   	   	   	   	  








	   	  
	    4  題材 曲の感じを大切にして歌 おう 
 
まきばの子牛 	   	   旋律の雰囲気を感じて、曲に合った歌い方で表 現する技能を高める。 	   	   	  
	    5  題材 リズムアンサンブルを楽 
しもう 
	   	   	   ルンバのリズムの特徴を感じ取り、いろいろな音 色やリズムを組み合わせて、踊りの雰囲気を表 
現することができるようになる。 










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ドレミでうたって  ポンポンピアノ  とけいのうた  ゆかいなとけい 音の高低や楽譜に興味を持ち、ドレミで歌った り、楽器で演奏したりする 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 美しいハーモニーを響か せよう“ほたる” ゲンジボタルと生 きる 
 






















	    2  題材  あぞびうた  かくれんぼ  おちゃらかほい  にいちゃんが 遊び歌を聴いて歌ったり、身体表現しながら、日 
本のふしに親しませる 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  たのしくがっそう  アンダルコのうた  小ぎつね  ゆき 互いの歌声や楽器の音を聴きあって、響きの美 
しさを感じ取りながら、演奏を工夫する 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  うたでなかよし  とぅっくいぐゎー  いっちくたっちく 	   友達といっしょに歌ったり身体表現したりする喜 
びを味わうことができる 
 
楽しく学習しようとする意欲や態度を養う 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















親しむ 	   	  
	    2  題材  いい音みつけた  じんじん  こーじゃーんまゎ  川ぬハンドゥイ 身の回りのいろいろな音に関心を持つことがで きる 音のおもしろさを感じ取り、声や楽器、ものを使っ て工夫した表現ができる 互いの工夫した表現を楽しく聞きあい、それ ぞれのよさを感じ取ることができる 	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  












分たちのイメージに合う音を工夫して表現する 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  たのしいリズム  ツッピンとびうお  かじやのポルカ 	    拍の流れにのって、手拍子や身体表現をする  情景を想像しながら楽しく歌ったり聞いたりする 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  がっそうと歌おう  空を見上げて 	   	    美しい響きを求めて楽しく合唱奏しようとする 声や音の美しさを感じ取って、歌や楽器で表現の 
工夫をすることができる 
 
歌と楽器でバランスのとれた合唱奏ができる 他のパートをよく聴きながら、Ⅰ・Ⅴ の和音のもつ 
表現を感じ取ることができる 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  みぶりのくふう  しゅっぱつ  きしゃは  はしる 	   情景を想像しながら、身ぶりを工夫して楽しく表 現する 拍の流れを感じて、身ぶりしたり演奏の工夫をし て合唱したりする 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  







持ちを込めて演奏することができる 	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



























	    3  題材  拍子を感じて いつかはざんぶ 	   	   Ⅰ・２・３のリズム（つまり３拍子）を感じて身体表 	   	   	  
らこ 現する 









	   	  






	   	  


















	   	   	  










	   	  
	    3 	    「リズム徒競争」 	   	   	    音の長短に気を付けてリズムを聴き分ける。 	   	   	  




「ひらいたひらいた」のメ   
ひらいたひらいた 




	    5 	    パターン音楽をつくる 	   	   	    ”マメリズム”によるパターン音楽  グループのパターン音楽をつくる  楽しい発表会 	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	  
	    2  題材 おはなしの音楽で、リズ ふしぎはかせの 	   	    リズム作りに進んで取り組むことができる お話から想像した音をリズムで即興的に表すこと 拍の流れにのって、動いたり、リズムを打った つくったリズムを曲の間や終わりに入れて、リズム 
ムを楽しもう 大発明 ができる りすることができる の心地よさを味わうことができる 
	    3  題材 歌おう  おどろう  ひょ
う 
マンガニ  雨とお  
風がリンロン 
 
いるかがざんぶらこ 拍子を感じながら、輝く瞳で進んで表現活動をし 拍の流れやフレーズを感じとって歌ったり、リズム 	   	  





	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 学習の主  合奏と歌おう  空を見上げて 	   	    リズミカルで美しい響きの三部合唱をさせる  演奏順序・組み合わせを工夫して合唱をさせる 和音伴奏や曲想表現の工夫をして合唱をさ グループで工夫をして合奏をさせたり、その合奏 
題 せる による伴奏に乗って楽しく三部合唱をさせたりする 






1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  






1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















波濤と越えて 歌詞の表す情景や気持ちを想像して、進んで表 拍の流れやフレーズを感じ取り、自分の歌声に気 	   	  
現しようとする をつけて、歌ったり、身体表現したりできる 
	    2  題材 かっこうの森へ行ってみ 	   	   	   音の動きに関心を持ち、進んで模唱したり、楽器 曲の気分を感じ取り、歌い方や演奏の仕方を工 階名模唱をしたり、鍵盤ハーモニカで演奏し 曲の中にお話をつくり、役柄になりきって聴いた 
よう で演奏したりする 夫する たりする り、演奏したりする 











	   	  

























ともに、範唱 CD と自分たちの歌声を聴き比べてみ 
てよりよい表現にするにはどうすればいいのかを 
話し合うことができる 
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  歌声や楽器のひびき 勇気ひとつを友  風を切って 	   イメージにふさわしい表現を工夫していく活動の 音色やバランス等に気をつけ、それぞれの声や 	   	  









とんたんであそんで とんくるりん  ぱ 	   	   曲想の変化を感じ取って、歌詞唱・身体表現・リ 	   	   	  
んくるりん ズム伴奏を工夫することができる 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  楽器を合わせて 子どもたちの選 	   	   楽器の響きや音色を感じ取りながら、聴いたり表 自分で考えた学習方法に従い、友だちと協力しな 	   	  
択 現することができる。 がら表現活動を進めることができる。 





	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  


















まんじゅしゃげ 	   歌詞の表す情景や気持ちを想像して、進んで表 
現しようとする 
フレーズのまとまりを感じとって、自分の歌声に気 
をつけて、歌ったり身体表現したりできる 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  様子を思い浮かべて  コミカルトレイン  かぼちゃ  かさじぞう 歌詞があらわす情景を想像したり、旋律の抑揚 
を感じ取ったりして、表情豊かに表現できる 
自分で考えた学習方法に従い、友達と協力しな 
がら表現活動を進めることができる 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	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    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










おおきなかぶ 	   	    場面を想像して楽しく歌ったり動いたりしよう 	   	   	  




	   拍の流れにあわせて、いろいろな体の動きを工 夫しながら、体全体で音楽を感じ取り、表現する 
楽しさを味わう 
	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  


















	   	  











	   	   	  
	    3  題材 お話を音楽で…学習発 
表会を成功させよう 
 
かさじぞう 	   	   歌、朗読、感想、効果音などを工夫してお話のイ 
メージに合う表現ができる。 
みんなで協力して音楽物語をつくりあげることに 
より、表現する楽しさを味わうことができる。 	   	  




























	   	  


















1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  楽しい音楽会 音楽会で演奏す る曲（器楽中心） 
 





わせる 	   	  
	    3 	    作曲家になろう 	   	   	   基本的なリズムに乗ってグループで簡単な一部 
形式の曲を作ることができる 	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  




















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  












もりのくまさん 	    役割の組み合わせを工夫して交互唱できる  様々な動物の替え歌をつくって交互唱できる  自分が作った歌の発表会をする 	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  様子を思い浮かべて  軽騎兵  序曲  トルコ行進曲  ふじ山 情景を想像したり、曲想の変化を感じ取りなが ら、歌ったり聴いたりすることができる 
 
オーケストラの響きに親しむことができる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 歌詞や曲にあった歌い 
方を工夫しよう 
 
雨粒よ 	   	    響きのある頭声発声で歌う  歌詞や曲のニュアンスや流れを感じて表現する  気持ちをこめて、表情豊かに二部合唱する 	  





1 	   	   	   	   	    お互いの歌声を聴いてまねっこして  ぞうやことりになりきって交互唱しようとする 自分なりにそうやことりのようすを想像して交 互唱している ぞうやことりのようすがよく表れているように速さ や歌い方を工夫して交互唱している 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	   	   	  








	   	   	   仲間とともにテーマを決め、それをもとにイメージ 
を深め、自分たちの音楽を作らせる 












ることができる 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  







トランペットの音色に親しむことができる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 聴きあって声のハーモ 
ニーをつくろう 
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    5  	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1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  単元名 宇宙旅行を音楽で表現 しよう 	   	   	   自分のイメージにあう音を探す作業を通して、音 を大切にする心を育てる 音の重なり及びつながりを計画することによって 具体的な音楽表現をこころみる 創作活動を通して表題音楽への理解・関心を 深める 	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  


























1 	    お名前リレー 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    絵本を音であらわそう きょだいなきょだ 
いな 	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  簡単な音楽劇をつくろう おかしのすきなま 
ほう使い 	   	  
言葉や効果音等を工夫して、簡単な音楽劇を 
作って楽しむことができる 	   	   	  
	    4 	    名前のリズム遊び 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    耳で感じ取ろう  静かに眠れ 	   	    バス探し  和音付け  機能和声の和音進行を耳を通して感じ取る 	  
	    6 	   伝統や地域の人々に支 
えられて 
	   	   	   開港９０周年をお祝いして、明石の子どもの思い や願いが伝わる歌をつくり、周年式典で披露す 
る 





1 	   動物の鳴き声を利用した 
リズム指導 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  














	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   言葉の音楽「ポップコー 




















	   	   	  







	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	    おもちゃのシンフォニー 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    ドレミであそぼう！  かっこう 	   	   	   	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  












	    5  教材  太陽がくれた季節 	   	   	    高音を無理のない発声で歌うことができる  ソロの部分を一人で歌うことができる 	   	  
	    6  教材  勇気一つを友にして 	   	   	   曲の特徴をつかみ、曲の感じに合う表現を工夫 させる 
 





1 	    すてきなおと 	   	   	   いろいろな楽器を使って音の出し方を工夫し、音 色の違いに気づくことができる 	   	   	  
	    2 	    タンやタタであそぼう”  ぞうさんとこりす 	   	   音楽の要素に関わって自分や仲間の表現を振り 
返る力 	   	   	  

















	    5  題材  合唱の響き  まっかな秋  星の世界  滝廉太郎の歌曲 和音の流れを感じ取り、響きの美しい三部合唱 
ができるようにする 	   	   	  
	    6 	   日本の伝統音楽に親し 
もう 
 
越天楽今様 	   	   日本に古くから伝わる旋律の動きや、伴奏の響 





1 	   すてきな「きらきらぼし」 にしよう 
 
きらきらぼし 	   	   広々とした宇宙の情景にあった演奏の仕方を工 夫したり、音を作って加えたりすることができる 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	    うたってあそんで  ひらいたひらいた  なべなべそこぬけ  おちゃらか 一人ひとりが自分なりの表現を楽しみながら、友 
達の表現のよさをかんじとる 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6 学習の主 題 美しいハーモニーで合唱 しよう 
 





1 	   音楽にのって楽しく表現 
しよう 
 






感じながら表現しようとする。 	   	  



































	    4 	    ごんぎつね  −その１− 	   	   	    死んでもごんは救われる  テーマソングをつくろう  テーマソングで踊ろう  ごんぎつねガイドブックをつくろう 







	   	    秋の実りに感謝して…  お囃子体験学習  「獅子舞」の曲を生かして  地域のほこりを心に… 





風を切って 	   	   いろいろな楽器の特性を生かし、音の重なりや 












	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   創作劇「ごんぎつね」の 台本をつくろう 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	    2  題材  音をしるしであらわそう 	   	   	   形を自由に並べ、それを音へ具現化する活動に 
意欲的に取り組むことができる 
形と音との関係に気づき、図形の特徴を生かしな 
がら自分の作りたい表現を創り出す 	   	  
	    3  教材  メヌエット 	   	   	   指揮をすることを通して、この曲にちりばめられ ている様々な表情の３拍子を感じる、のる 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 感じた音からお話をつく 







	    3 	    トランペット吹きの休日 	   	   	    トランペットに親しむ  ３本のトランペットの重なりを体験 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



























	   	  
	    3 	   モノドラマ合唱（「わすれ 
らないおくりもの」） 
	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	    外食より少ない？  ウェルカムミュージック〜授業でできそうなこと〜  ランチタイムミュージック 	  




	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	   	  
	    3  題材 物語の世界を表現しよう 




表現する楽しさを感じ取る 	   	  





	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  リズムにのって  歌がいっぱい おどろう楽しい 
ポーレチケ 	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











下で 	   楽器の美しい音色や奏法に興味を持ち、積極的 に表現しようとする 音色・奏法・リズムなどに気をつけて自分のおも いを生かした演奏をする 階名唱やリズム唱をし、鍵盤ハーモニカで旋 律奏する 友達や自分の演奏に関心を持ち、よりよい表現に 気づく 
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  日本の秋を表現しよう  秋の色種  虫の歌 	   和楽器の合奏を通して、日本の伝統的な日本の 
特徴や雰囲気を感じ取ることができるようにする 
筝の弾き方を工夫し、自分たちの「日本の秋」を 
つくって発表する 	   	  




















	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



































	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





テイクファイブ 	   	    音楽から５拍子のリズムを感じる  ５拍子のリズムに乗って動きをつくろうとする 音楽に合ったリズムや動きをグループでつく 
ることができる 
	  

























音のマーチ 	   	    身の回りの音や音楽に興味を持つ 自分の思いを、音や音楽で友達に伝える楽しさを 
味わう 	   	  
	    2 	   タンブリンをつかって楽し もう 
 
となりのトトロ 	   	    タンブリンのいろいろな鳴らし方を楽しむ  タンブリンを使ったリレー遊びを楽しむ  持ち方、鳴らし方による音色の違いに気づく 	  











鍵盤を通していろいろな表現に気づく 	   	  
	    3 	    竹のスリットドラムを作る 	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   筝を用いたたのしいふし 遊び 	   	   	   	   	   	   	  










































音のマーチ 	   	    身の回りの音や音楽に興味を持つ 自分の思いを、音や音楽で友達に伝える楽しさを 
味わう 	   	  
	    2 	   鑑賞を楽しくするアイデ ア 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   簡単なアド・リブで即興 
演奏を楽しもう 	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 和楽器を用いた楽しいア 
ンサンブル 
 
こきりこ節 	   	   「こきりこ節」について理解し、歌い継がれてきた 
独特の節回しや拍感を生かして歌う 
三味線、筝、和太鼓、締め太鼓、ささら、こきりこ 
などの和楽器に親しみ、アンサンブルを工夫する 	   	  
	    5  題材 音楽を感じてラップで表 現しよう 
 
カノン C U WHEN U GET 
THERE 	   音楽に合わせていろいろな言葉をラップで歌おう とする 音楽をもとにグループで踊ったり、旋律を作って 取り入れたりすることができる それぞれのグループで工夫した踊りやメロ ディーを取り入れてラップを楽しむ 	  



















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















にする 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    音日記 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   声と打楽器のための作 品「黒猫」を演奏しよう 	   	   	   	   	   	   	  





























わう 	   	   	  










	    3 	    トガトンづくり 	   	   	   	   	   	   	  















	   	  



























おきゃくさま ジャングルジムの 	   曲のあらわす情景や気持ちを想像して、楽しく歌  友達と一緒に表現する楽しさを味わう 	   	  
て、楽しく歌おう うた う 
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	    音楽入れたお話発表会  モチモチの木 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    音まねことばから合唱へ 	   	   	   	   	   	   	  


















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	    おおきなかぶ 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  








	   	   	    ２つの音で、リズム打ちやオスティナートに合わ 
３つの音で、リズム打ちやオスティナートに合わ  
３つの音で、オスティナートにあわせて＜aa' 	  せて、４小節のふしを即興的につくったり、フレー 
せて、４小節のふしを即興的につくることができ ズのまとまりや「つづく感じ」「終わる感じ」を感じ ＞形式の８小節のふしを即興的に作ることが 
る 取って８小節のふしを即興的につくったりすること できる 
ができる 
	    5  題材 ボディパーカッションを楽  手拍子の花束 	   	   友達と一緒に気持ちとリズムを合わせてボディ リズムを重ねるおもしろさを感じて、楽しく表現し 自分の身体を使って、拍の流れに合うリズム お互いのリズムの違いを生かして、友達と調子よく 
しもう パーカッションを楽しもう ようとする を工夫するようにする リズムを重ねるようにする。 




	   	   ヴァイオリンなどの弦楽器の音色、旋律の変化 や対照などの楽曲構成に関心を持ち、その美し 
さを味わいながら意欲的に鑑賞することができる 





1 	    おおきなかぶ 	   	   	   	   	   	   	  














	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













	    6  題材 歌い継ごう！博多の歌・ 
博多の心 
	   	   	   博多の古謡と出会い、その表現を工夫していくこ とを通して古謡への関心を高め、その特徴やよ 
さをとらえる 





1 	    おおきなかぶ 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  単元 音楽劇 「おむすびころ
り ん」をつくろう 





	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  




















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	   	  
	    3  題材  まほうの国へようこそ おかしのすきな 	   	   表現したい音楽のイメージをもち、イメージを広 自分のイメージを表現するために必要な音素材  楽曲を構成する能力  音楽でコミュニケーションする能力 
まほう使い げていく能力 や奏法を選択する能力 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 友達とちがうふしを合わ  歌よありがとう 	   	   二声の響きあいを感じ取って、あわせて歌う喜び 各旋律のもつ表情や特徴を大切にしながら合唱 	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  











自分の思いを表現することができる 	   	  





	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  楽しくあわせて！  八百屋のお店  はしの上で  こぐまの二月 互いの音を聴きながら、拍のながれにのってリ 
ズムが表現できるようにする 
楽器の響きや音色を感じ取りながら、聞いたり表 
現を工夫したりすることができるようにする 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 石川のわらべうたを楽し く表現しよう 石川県のわらべ うた 	   	   わらべうたで遊んだり表現したりすることによっ て、日本の音楽の雰囲気に慣れる。 楽しいわらべうたにするための表現方法を、拍を 意識しながら工夫する。 友達とかかわりあいながら表現を工夫するこ とで、共に音楽活動をする楽しさを味わう。 	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	   	    締太鼓の演奏を通して日本の音楽に親しむ。 締太鼓の基本的な打ち方を身につけ、いくつかの 
手組みを打つことができる。 
	   	  
	    5  題材  音のしっぽを見つけよう 	   	   	   トライアングルを打ち、音の最後を聴く活動を通 
して、注意深く音を聴こうとする態度を育てる。 
トライアングルを打つ活動を通して、音色の変化 
や音の違いに気づくことができる。 	   	  









1  	   	   	   	   	   	   	   	  










一つの楽曲の中で拍子が変化する音楽を聴く 	   	   	  
	    4  題材名 打ってみよう！ しめ太 
鼓 Ⅱ 
長唄「小鍛冶」よ 
りせりの合方 	   	  
 
締太鼓の演奏を通して日本の音楽に親しむ。 長唄「小鍛冶」の「せりの合方」の締太鼓の演奏を 
























1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 お祭りのリズムにチャレ 締太鼓の地打ち 	   	   日本の太鼓の音楽に関心を持ち、その表現を楽 基本のリズムパターンを組み合わせて、太鼓のリ リコーダーで即興的にふしをつくって合わせ 仲間と協力してお祭りの音楽をつくり、表現するこ 
ンジ のリズム しむ ズムをつくることができる。 ることができる。 とができる。 
	    5  題材名  音を響かせて  メリーゴーランド  ワルツ 	   リコーダーの音がよく響く場所を探すことにより、 響きに気をつけて演奏しようとする意識を持つこ 	   	  
音の響きの違いを聴き分けることができる。 とができる。 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









こんな音を見つけたよ 	   	   	    学校のまわりにある音を集中して聴こうとする。  聴いた音を楽器で工夫して表す。  友だちの音を聴き、何の音か聞き分ける。 	  
	    2  題材 いい音をさがして  かぼちゃ アイスクリームの  鍛冶屋のポルカ 音をつくったり、つくった音に合わせたりする活動 音や響きの違いに気付き、音の出し方を工夫して 	   	  
〜音で遊ぼう〜 歌 に関心を持ち、意欲的に取り組むことができる。 表現できる。 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  リサイクルを広げよう リサイクル楽器を 	   	   地域の人と関わりながら、自分たちでできるゴミ 	   	   	  
作ろう の減量化のための活動に、取り組もうとする。 





























る。 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  活動名 「海の音をスケッチしよ 
う」 	   	   	  
海の音に耳をすますことにより、自然界にある 
様々な音に気づくことができる。 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 
〜君がいると、楽しく練 
習 できるよ！ 〜  「合
奏 せいじゃの行進」 
 
聖者の行進 	   	   	   	   	   	  








	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  活動名 「こきりこ節」で楽しむ日 
本の声の世界 
 




	   	   	  

















































	    2  題材 様子がわかるように歌い 夕日がせなかを  森の子もり歌 	   歌詞の内容から、その様子に合う歌い方を工夫 	   	   	  
ましょう おしてくる することができるようにする。 
	    3  活動名 素材の音色で音楽を創 
ろう 
	   	   	   素材によって音色に違いあることに気づくととも に、音色の特徴を生かした音楽を創り、アンサン 
ブルすることができる。 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





























1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  ふしをドレミで かえるのがっしょ  かっこう 	   階名で模唱したり、暗唱したりして、ドレミで歌う  簡単な旋律を楽器で演奏する楽しさを味わう 	   	  
う ことに親しむ 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 「自然と友達」の活動を 住みかづくりをケ 	   	   ひとりひとりが自分のパートを受け持ち、友達と 	   	   	  
音で表そう チャにしよう の重なりを感じ、ケチャを楽しむことができる 
	    5  題材名 みんな見ていって！人 １１ぴきのネコの 	   	   	   	   	   	  
形芝居小屋 物語 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  リズムを感じて歌おう おまつりワッショ 	   	   様々なリズムのおもしろさを感じ、表現して楽し 	   	   	  
イ む 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










きらきらぼし 	   	   声や楽器の音色に関心を持ち、進んで歌ったり 演奏したりしようとする 拍の流れにのって階名唱したり、階名暗唱をもと に楽器で旋律を演奏することができる 
 
楽器の音色に気をつけて聴くことができる 	  





国際急行列車 	   情景を想像しながら聴いたり、表現の工夫をした 
りしながら歌や合奏を楽しむ 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










動物の謝肉祭 	   	   楽曲に登場する動物の様子や気持ちを感じ取 
り、音楽を聴く楽しさを味わう 
子猫の様子や気持ちを思い浮かべ、気持ちをこ 
めて歌う 	   	  
	    2  題材  すてきな秋物語  きちきちばった  夕やけこやけ  虫の声 物語の流れを感じながら、曲想に合う歌い方や 身体表現を工夫することができる 虫の声を、強弱や泣き始め・なき終わりを工夫し て音で表現することができる 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  














お面をつけてやる気満々 	   	  
	    1  題材 どうぶつのうたであそぼ 
う 
 






	    1  題材 ようすをおもいうかべてう たおう 
 
うみ 	   	   目を閉じて波の音の効果音をじっと聴きながら、 海の様子を想像する 本物の海を見たことがない子どものため、イラス トや写真で補う 	   	  





チャチャチャのリズムに合わせて合奏する 	   	  











	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   ミュージカル「くじらぐも」 
をつくろう 	   	   	   	   	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  





















	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	   	  






















	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  単元 いろいろな楽器作りに挑 
戦してみよう 











1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    3  題材  いい音えらんで おかしのすきな 
まほう使い 




	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   音の強さ（いきおい）を感 
じてみよう！ 
 
学習材  もみじ あわてんぼうのサ 
ンタクロース 	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	   	   	  
	    2  題材 こぐまの二月 わたしの 何月 
 
こぐまの二月 スキップ 夕や


















	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  




















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名  わらべ歌で遊ぼう  おてぶしてぶし  おちゃをのみに 	   遊び歌から日本のふしに親しみを持ち、表現し 
たり鑑賞したりする 	   	   	  
	    4 	   雨の音ってどんな音～ 
雨の詩を音であらわそう 	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	   	   	  










あの雲のように 	   拍子やリズムの違い、速度の変化を感じ取って 
表現できるようにする 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   動唱表現による鑑賞指 
導 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    グローイング・ラーニング 	   	   	   	   	   	   	  
















う身体表現をしたりして楽しむ 	   	   	  
	    2 	    輪唱  木の葉ゆうびん 	   	   互いの歌声を感じ取りながら、輪唱の楽しさを味 
わうことができる 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  












すずのリレー 	   友達や自分のすずの音を注意深く聴くようにす る 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   リトミック的な要素を取り 
入れた表現活動 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













あんたがたどこさ 	   遊びに含まれる拍の流れを感じ取り、拍の流れ を意識した動きを工夫する 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





















	   	   	  
	    2 	    様子を思いうかべて はる なつ あき ふゆ 
 
小ぎつね 	    楽曲の気分を感じ取り、情景を想像して歌う 場面の様子を思いうかべて、表情豊かな歌い方 を工夫する 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名 工夫してリコーダーアン 
サンブルを楽しもう 
 

























	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
























1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  







	   	  



























	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



















	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  









1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	  
	    5  題材名  音を重ねて  静かにねむれ 	   	    和音の響きによる音の重なりを感じとる 和音や低音リズムを生かして、イメージに合った 伴奏を作る 	   	  




















おむすびころりん 	   	   音楽や物語に興味を持ち、場面を想像しながら 
聴いたり表現したりする 
楽曲の気分を生かして、歌ったり楽器を演奏した 
りする 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










	   	  
	    3  題材 １/２成人式の喜びを音 
楽で表そう 
	   	   	   １/２成人式を迎える気持ちを器楽教材に関連さ せ、詩やリズム伴奏、旋律を工夫して「いのちの 
歌」としてまとめることができる 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  おまつりを表そう  村まつり 	   	    ことばの重なりのおもしろさを味わう  拍の流れを感じて旋律やリズムを表現する 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










おむすびころりん 	   	   「おむすびころりん」の５〜８小節の歌や拍の流 れに合わせてリズム打ちを工夫する。 	   	   	  
	    2  題材  神田囃子に親しもう  神田囃子 	   	   神田囃子の鑑賞を通して、お囃子の楽器や音色 
に親しもう 
 













奏することができるようにする。 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	  















	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











ことばあそび 	   	   歌ったり身体表現をしたりして、リズムの違いを 
感じとることができるようにする 
拍の流れにのって、簡単なリズムを表現すること 
ができるようにする 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	    リコーダーとフルート 	   	   	   リコーダーとフルートの音楽を聴き、音色の違い 
に気づく 
 
楽曲全体を味わって聴く 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材 野島太鼓でリズム力、表 現力をつけよう 	   	   	  
 
太鼓の基本であるリズム力を身につける 強弱やバチの打ち方、曲の感じ方といった表現 
力を身につける 	   	  





1 	   鍵盤ハーモニカとなかよ 









	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  







	   音の表情を生かしたり、音の組み合わせを工夫 したりして、歌に合わせて演奏することができる 
ようにする 
タッカタッカタン Ⅴ のふしづくりや記譜の能力を高 
めさせる 
	   	  










	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	    アジアの国々、日本曲の特徴をしる  おはやしづくり  リコーダーで演奏する 	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  


















よって、音楽の楽しさを感じ取ろう 	   	   	  








楽しもう 	   	  
	    2  題材  いい音みつけてあそぼう  かぼちゃ  ひのまる 	   音や響きの違いに気づいたり、音の出し方を工 
夫したりして、音を楽しみながら演奏しよう 	   	   	  
	    2  題材  ようすをおもいうかべよう  小ぎつね  きらきらぼし 	   歌詞の表す様子を思いうかべて歌い方を工夫し よう 	   	   	  




	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










けんけんぱ 	   	   歌ったり身体表現したりして、拍の流れを感じ取 ることができる。 拍の流れを感じながら、簡単なリズムを表現でき るようにする。 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  アンサンブルを楽しもう  パフ 	   	   	   	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	     
5 













	   	   	  







題材名 いいおと みつけて 
あ そぼう 	   	   	   音や響きの違いに気づいたり、音の出し方を工 夫したりして音に関心を持つことができる 階名で模唱や暗唱をしたり、これをもとに楽器で 演奏したりする 	   	  




	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  






落ち葉 	   	   拍の流れにのって、旋律を階名唱したり、鍵盤 
ハーモニカで演奏したりすることができる。 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  


















	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










か べて  うたおう  き
こう－ 
はる なつ あき 
ふゆ 
	   	   楽曲の気分や場面の変化を感じ取って、様子を 想像しながら楽しく歌ったり聴いたりすることがで 
きる 
	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













	   	   楽曲の気分や場面の変化を感じ取って、様子を 
想像しながら聴いたり表現したりする 
	   	   	  
	    2 	   川浪っこチャレンジプラ ン 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  単元  曲の感じをとらえて  ゆかいに歩けば  魔笛  ラ・クンパルシータ 曲の感じをとらえて、曲想にあった歌い方や演奏 を工夫する 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 にわとりポルカのリズム 
打ち 
 






	    3  題材  みんなであわせて歌おう  あの雲のように 	   	   フレーズに合う歌い方を工夫し、拍の流れにのっ 
て部分二部合唱をする 
互いの音を聴きあい、重なり合う音の美しさを感 
じ取ってうたい方を工夫する 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













リズムに乗ってあそぼう 	   	   	   拍の流れにのって表現しながら、友達と一緒に 
ジェンカのリズムを楽しむ 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    サンバ風音楽をつくろう 	   	   	   	   	   	   	  










	    6 	   流行曲を教材にした皆 





1 	   ウッドブロックのある時な 
いとき 
シンコメーテッド 
クロック 	   	  
楽器の音色の特徴や楽器の組み合わせによっ 
て生まれる響きを感じ取って聴く 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















	    4 	    ○○な船長  陽気な船長 	   	   スタッカートとレガートの対照的な表現方法を工 
夫する 
速さ、強弱、音色、リズムなどの音楽の要素に着 
目させ、グループごとに工夫させる 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   リコーダーアンサンブル にチャレンジ 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











あさまでサンバ 	   	   子ども達が好きな表現を選択し、それをみんなで 
あわせることで、楽しさや喜びを味わわせる 
拍の流れやフレーズを感じ取って、演奏したり身 
体表現したりする 	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	  
	    5  題材  曲の特徴を生かして  花のおくりもの 	   	   旋律やリズムの特徴を生かし、声の響きあいを 楽しみながら輪唱する 	   	   	  

































	   	  
	    2 	    わらべうたのふじづくり  またあそぼ 	   	    お互いの感性が磨かれ高まりあっていく ふしやリズムに親しむことを通して音楽のおもしろ さ、楽しさを感覚として味わうこと 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





































	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  





















	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材  民謡を楽しもう  津軽じょんがら節  よしこの節  八木節 いろいろな民謡の特徴を感じ取ってきいたり、曲 
想に合った表現を工夫したりする 	   	   	  


















	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    読譜指導 	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  





夫することができるようにする 	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  













	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  














	   	   	  
	    2  題材名  様子をおもいうかべよう  夕やけこやけ  口ぶえふきと小犬  小ぎつね 楽曲の気分を感じ取って、想像豊かに聴いたり 表現したりすることができるようにする 歌詞の表す情景などを思いうかべて、歌い方を 工夫することができるようにする 	   	  

























	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   かぼちゃの演奏を楽しも 
う 
	   	   	   拍の流れを感じ取って音の組み合わせを工夫し ながら演奏し、音色の違いや響きの楽しさを感じ 
取ることができる 
	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  




	   	   	  






	   	    旋律の特徴を生かした表現の工夫をする 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  






























表現したりして楽しむ 	   	  
	    3  教材  ふじ山 	   	   	   ことばの面白さにふれ、日本のこころを表現の工 夫をしながらうたう 	   	   	  



















	   	    主な旋律を聞き取る 	   	   	  
	    4 	   繰り返しの中で変化を感 じ取ろう 
 
エンターティナー 	   	    主な旋律を覚える  旋律が出てきたらワークシートに付箋をはる 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










ばすばすはしる 	   	   鍵盤ハーモニカの音の出し方を覚えて、音色に 親しむ 楽器の音色の違いに気をつけて聴いたり、鍵盤 ハーモニカを演奏することになれたりする 旋律を階名模唱したり、きれいな音の出し方 を工夫して、鍵盤ハーモニカで演奏したりする 	  
	    2  題材  どんなようすかな  こぎつね  汽車ははしる  そりすべり 情景やお話に合ううたい方や演奏の仕方を工夫 
して楽しむ 
楽曲のイメージを広げて聴いたり、表現を工夫し 





	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    おもしろい音を探そう おもちゃのシン 
フォニー 	   	  
 
特徴のある音を聞き取り、発表する 音色や演奏の仕方を意識しながら DVD を視聴
す る 	   	  
	    4 	   かくれているリズムを探 そう 
 
かじやのポルカ 	   	   感じたことを話し合い、金床の音色が聞こえたら 手を挙げたり身体表現したりしながらきく 	  
 
リズム譜を手がかりに、リズム打ちをする 	  








	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





















	    2 	    思い出ミュージカル 	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  教材  おしえて 	   	   	   曲の特徴を理解し、柔らかな明るい響きで豊か に合唱表現しよう 	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材 トガトンをつかった音楽 




さを感じ取る 	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  

























山のポルカ 	   	   楽曲の気分や音の重なりを感じ取り、楽曲の奏 
法になれて、拍の流れにのって楽しく合奏する 
	   	   	  
	    3 	    ちゃちゃちゃで楽しもう チャチャチャのリ 
ズムで 
	   	   合いの手などを即興的に音やリズムを探し工夫 する活動をとおして、音に対する直観力や判断 
力、表現力を身につけることができる 
	   	   	  
	    4  題材 黒鍵をつかったおんがく 




よく重ねて演奏する 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  








































	   	  
	    2  題材 みんなであわせてたのし もう Ⅰ 
 
山のポルカ 	   	    木琴での旋律奏に慣れる  メロディと打楽器での演奏に慣れる  低音を加えたよさを感じる 他のグループの演奏を聴き、感じ取ったことを工 夫して音楽に表現する 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









たね たね そ 
うっと 




	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















	    2  題材名 音の重なりを感じ取って 演奏しよう 
 
聖者の行進 	   	    音色の違いと重なりを感じながら合奏しよう 	   	   	  






	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	    民謡やこもりうためぐり  ソーラン節 	   	    いろいろな子もり歌を聴き、特徴を感じ取る  日本の音階の特徴的な曲想を感じ取る  曲想に合った表現を生かしてうたう  いろいろな民謡を聴き、特徴を感じ取る 
	    6  題材名 日本の音の特徴を感じ 取ろう 
 











1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名 様子を思いうかべてきれ 
いな歌声で歌おう 
 
鳥になる 	   	   歌詞や旋律の流れを感じて、きれいな歌声で演 
奏しよう 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  














	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材名 自分たちの越天楽今様 
をつくろう 
 
越天楽今様 	   	   自分たちの身近にある自然をイメージし、音に表 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











だん上手になってきたことを自分自身で感じ取る 	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材 音楽のやりとりであそぼ 
うよ 
 






	   簡単な音楽作りを楽しんだり、黒鍵を使った旋律 の流れを感じ取ったりして音楽の仕組みが生み出 
すよさとそのおもしろさに気づくようにする 
	    3  題材名 ひとりとみんなの音楽を 
きこう 
ホルン協奏曲第 
１番第１楽章 	   	  
 
ひとりとみんなの協奏による響きの対照を楽しむ 音楽をきいて、ホルンの音色に親しむとともに、 
主な旋律とその反復、変化を感じ取る 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



















	   	   	  
	    3  題材名 ひとりとみんなの音楽を 
きこう 
ホルン協奏曲第 




を感じ取る 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名  日本の音楽を味わおう  子もり歌  日本のふしづくり 	   「子もり歌」を演奏し、陽音階と陰音階の違いを 感じ取る 日本の昔話にあったふしをつくり、リコーダーや和 楽器などで演奏する つくったふしがより昔話の場面を想像させる ように、グループで合奏の仕方を工夫する 	  
	    6 	   アルトリコーダーとも仲 





1 	    想像を膨らませて かみなりといなず 









	    2  題材 音楽のやりとりであそぼ うよ 
 
中国の踊り 	   	   鑑賞曲を数回聴き、旋律をもとに「問いと答え」 の仕組みをみつける 	   	   	  
	    3  題材名 ひとりとみんなの音楽を きこう ホルン協奏曲第 １番第１楽章 	   	   	   	   	   	  
	    4 	    生き生き表現  さくらさくら  とんび  まきばの朝 	   	   	   	  
	    5  題材  日本のふしづくり 	   	   	   日本の音楽には西洋の音楽とは違う特徴がある 
ことを感じ取り、そのよさを味わう 
日本の昔話にあったふしをつくり、つくったふしを 
演奏し、さらに深くそのよさを味わう 	   	  
	    6  題材名 繰り返しの中の変化を聞 き取ろう 
 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 歌と楽器の響きを合わ せよう 
 
いろんな木の実 	   	    曲にのってリズム伴奏しながら明るい声で歌う 	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 























たぬきのたいこ 	   ２拍子・３拍子と拍子が変わると曲の感じが変わ 
ることを感じ取る 
身体表現を通して、拍の流れを感じ取ることがで 
きる 	   	  
	    2  題材  ぷっかりくじら 	   	   	    階名唱に親しみ、拍の流れにのって演奏する力  長調の音高感を感じる力  階名唱をする力  鍵盤楽器に親しみ、簡単な旋律を演奏する力 
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材名 歌と楽器のひびきを合わ 
せよう 
 
とんび 	   	   歌詞の内容を想像して歌い方の工夫したりリ 
コーダーの音色との響きを感じ取ったりする 	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 

























	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
























	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 










きらきらぼし はる なつ あき 
ふゆ 








	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	   	  
	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材 
音楽の特徴を感じ取って 
歌おう  ～「ゴスペル」の 
響きにチャレンジ～ 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  































1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  教材 ミシシッピ組曲から「ハッ 	   	   	    想像豊かに味わいながら鑑賞する 音楽を特徴付けている要素を考えながら、鑑賞を 	   	  
クルベリー  フィン」 する 
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名 重なり合う音の美しさを  それは地球 	   	   和音の響きや変化を感じとって合唱したり聴いた 環境や暮らしを守るために、思いや考えを歌で伝 	   	  
味わおう りする えることができる 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  題材名  曲想を感じ取ろう  秋にさよなら 	   	   曲想を感じ取って、想像豊かにきいたり表情豊 曲想や歌詞の内容を生かして、表現の仕方を工 	   	  
かに表現したりできるようにする 夫することができるようにする 





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   題材の設定なし  (指導  ドレミのうた  ぷっかりくじら 	   階名で模唱したり、暗唱したりする活動を通し 	   	   	  
計画全体案) て、階名に親しみ音程感覚を養う 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材  ペアで「せいじゃの行進」  せいじゃの行進 	   	   楽曲の感じをとらえようとしながら、進んできいた 楽曲の感じをとらえて、曲想にあった歌い方や演 リズムや速さ等を意識しながら、拍の流れに 楽曲の感じをとらえて、リズムや旋律、楽器の音 
り、表現したりしようとしている 奏の仕方を工夫している のって歌ったり、楽器を演奏したりしている 色や特徴を感じ取って聴く 






	   	  










1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   町たんけんの音楽をつく ろう 	   	   	   自分の実体験をもとにし、同じイメージをもつ友 達と友に音楽作りをすることで、創作に楽しむ 自分のイメージにあう音とリズムを組み合わせて 音楽を作る 	   	  








	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  





	   	    変奏曲について知る  パガニーニの超絶技巧テクニックについて知る 	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   おもちゃまつりのオープ ニングテーマをつくろう 	   	   	   身の回りの音を用いて反復や問いと答えなど音 楽の仕組みを生かした音楽作りをする 反復と問いと答えを取り入れて工夫して音楽作り をしている 	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	    音で遊ぼう 	   	   	    イメージしたかえるにあった演奏を工夫させる 	   	   	  









	   	  









	   	  




















1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材  いいおと見つけて 	   	   	   身近な楽器の音に耳を傾け、音の出し方を工夫 おろいろな打楽器の中から好きな音を見つけて 皮・木・金属を使った楽器の音の響きの違い 気に入った音を使い、拍の流れを感じ取ってリズ 
して音色や響きの違いに気づくようにする 音の出し方を工夫する に気をつけて聞きながら、音探しをする ムフレーズを打つ 
	    3  題材 音のかさなりをかんじな  パフ 	   	   楽器が重なり合う響きを感じ取って演奏すること 重なり合う音の美しさを感じ取って、演奏の仕方 	   	  
がら合奏しよう ができるようにする を工夫することができるようにする 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   パンプキンコンサートを 
ひらこう 
 








	    3  題材  お祭りの音楽をつくろう 	   	   	   祭囃子の旋律をリコーダーで即興的につくること 反復、変化、問いと答えなどの音楽の仕組みを活 	   	  
がｄきるようにする かして祭囃子をつくることができるようにする 
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










夕やけこやけ おむすび ころり 
ん 





	   	  
	    2  題材名  みんなで合わせよう  チャチャマンボ 	   	   互いの楽器の音を聞いて、リズムをそろえて合 歌詞唱やリズム伴奏、鍵盤ハーモニカで旋律演 	   	  
奏しよう 奏 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  世界の遊び歌を楽しもう  すうじのうた  なべなべそこぬけ  ロンドンばし  世界の遊び歌に親しみ、興味を持つ 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  どんなようすかな  汽車は走る  そりすべり  こぎつね 情景やお話を想像しながら聴いたり、表現を工 
夫して楽しむ 	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   音への感度を高める 









	    4  題材  楽譜を読もう  歌のにじ 	   	    模範 CD を聴いて歌う、演奏する  旋律をつくる  歌とリコーダーであわせる  発表会 
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
















	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  





あの雲のように 	   	   ２部合唱・合奏で重なり合う「音」を聴き合い、そ 
れを楽しむ 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  

















	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材 音をきき合ってあわせよ 
う 
 
パフ 	   	    音の重なりを感じながら合奏する 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  













はるなつあきふゆ 	   歌詞の表す様子と歌い方を結びつけて、強弱や 速さを工夫して表現する 	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4  題材  曲の気分を感じ取ろう 友だちシンドバッ ト 	   	   強弱等の簡単な表現を工夫して自分たちの表現 を作りあげていく 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
























	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










ゆ 	   	  
身体表現を効果的に歌うこと、豊かな歌唱表現 
との関連を実感 	   	   	  






















	   	   	  







	    5  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  問いと答えはおもしろい  あんたがたどこさ  くるみ割り人形 	   音楽の仕組みの特に「問いと答え」に着目して学 
















歌をつくる 	   	   	  

















	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  









1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  










きらきらぼし 	   	   	   	   	   	  
	    2 	    言語活動の充実 	   	   	   	   	   	   	  





ファランドール 	    楽器の音色を味わい、曲想を感じ取って聞く 旋律の変化や重なりをとらえ、楽曲のよさやおも 
しろさを感じ取って聞く 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	     
6 














1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  








学級の歌を作ろう 	   	   	   一人ひとりのよさや学級のよさに気づき、皆で学 級のうたをつくる 	   	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名  音楽を楽しもう シンコペーテッド・ 




り、楽曲のよさを味わって聴くことができる 	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





























1  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2  題材名  虫のこえをつくろう 	   	   	    擬声語のおもしろさを味わって「虫の声」を歌う 歌詞の表す気分の違いに気づき、虫の鳴き声や 「ああおもしろい」の歌い方を工夫する オリジナルの虫の声をつくり、打楽器で表現 する 虫の声に合う音の出し方を工夫し、つくった音で呼 びかけたり答えたりする 
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5  単元  ８分の６拍子  星笛 思い出のアルバ ム 
 
やさしい風に 拍子が持つ音楽の特徴やよさを感じ・考え・深め 















1  	   	   	   	   	   	   	   	  














	   	  




	   	   旋律が重なり合う響きを感じ取りながら、思いや 意図を持って表現したり想像豊かに聞いたりす 
ることができるようにする 
	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  題材  日本の音楽に親しもう  さくらさくら 	   	   一番と二番の旋律の違いを意識しながら表現の 





1  	   	   	   	   	   	   	   	  











	   	   	  




	   	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  





	   	   	    郷土の音楽のよさを味わい、学習を深める 	   	   	  





1 	    ICT の活用 	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  











や演奏のよさを感じ取って聴く 	   	  
	    4 	    拍の流れにのって  エーデルワイス  風のメロディー  あわてんぼうの歌 ３拍子、６拍子、２拍子にのったり感じたりしなが らうつくしい音色で歌ったり、アンサンブルしよう 	   	   	  












題材 いろいろな おとに した 
しもう 
 
おとあそび 	   	    イメージを生かした音づくりと音楽作りの導入  様子を音で表現する合奏 	   	  
	    2  	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3  題材名 リズムに乗って楽しく歌 
おう 
まほうのチャチャ 
チャ 	   	  
歌詞やリズムのおもしろさを感じ取り、身体表現 
しながら楽しく歌う 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	    響きあう教室をめざして  たき火  雪  通学路 友達と声や楽器の音の響きをあわせてお話をす 
るように演奏する 	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  



























	   	   	  







はるなつあきふゆ 	   音楽を形作っている要素「速度」を聴きとり、それ 
らの働きが生み出すよさやおもしろさを感じとる 
	   	   	  









２拍子と３拍子の拍感の違いを感じ取る 	   	   	  
	    3  	   	   	   	   	   	   	   	  















	   	   	  
	    5  題材名  楽譜を読もう  赤いやねの家 	   	   歌詞からイメージをつかませ、階名唱ができるよ 
うにし、その後、歌詞奏させる 	   	   	  
















いろいろな おとに した 
しもう 









	   	  















	    3 	   列車のたびをあらわす 
音楽を作ろう 
 
国際急行列車 	   	   楽曲の様子の移り変わりを楽器の音色から想像 
する 
思い描くたびを設計図にあらわし、グループごと 
に音楽をつくる 	   	  
	    4  	   	   	   	   	   	   	   	  











	   合唱や合奏を通して音の重なりへの関心を高 
め、他のパートとともに音の重なりを正しく再現し 
たり、バランスを考えて演奏したりする 
	   	   	  
















いろいろな おとに した 
しもう 





	   	   	  







海とおひさま 	   楽曲の気分を感じ取りながら、想像豊かに聴い 
たり思いをもって表現したりすることができる 
	   	   	  
	    3  題材 音楽で表そう！絵本の 
世界 
雨、あめ（ピー 
ター・スピアー） 	   	  
 
絵本の情景を想像し、表す 	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  





1 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    2 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    3 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    4 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    5 	   	   	   	   	   	   	   	   	  
	    6  単元 詩と音楽を味わおう、わ が国の伝統音楽 
 



















	   	   	  
	    2  歌唱教材 	    かくれんぼ  小犬のビンゴ 	   遊びの要素を活かし、友達や先生とかかわりな 
がらリズムにのって楽しく歌う活動を体験させる 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    春の小川 	   	   自分のよさ、仲間のよさを見つけ、認め合ったり 
する「社会的スキル」をも向上させる 	   	   	  




	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    こいのぼり 	   	   日本の季節や文化が学べるうたで、大空を力強 
く泳ぐこいのぼりの様子を高らかに歌い上げる 	   	   	  





	     
おぼろ月夜 



















	   	   	  
	    2  歌唱教材 	   かえるのがっしょ 
う 
	   	   低学年のうちに、声で・目で・耳で・身体で、繰り 返し「ドレミ」（階名）に親しむ活動を通して音程感 
を身につける 
	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    茶つみ 	   	   音楽の授業を通して学びを共有したり意図的に 
友達とふれあったりできる工夫 
 
集中力を促し、難しいことばに親しむ 	   	  




	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    こげよマイケル 	   	   「皆と歌うと、こんなに楽しいよ！」と感じさせてく 
れるア・カペラの曲で、みんなでハモる 	   	   	  











	   	   	  
	    2 歌唱・器 
楽教材 




	   	   	  




	   	   	  





リコーダーの楽しみや喜びを感じる 	   	  
	    5  鑑賞教材 	    マンボ No.5 	   	   楽器の音色や独特なリズムを感じ取りながら、 
身体全体で音楽を楽しむ 
 
掛け声やうたの特徴的な、マンボの世界にひたる 	   	  















	   	   	  




	   	   	  




	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    まきばの朝 	   	   歌詞に興味を持ち、時間の経過で歌詞の様子が 
変化していく楽しさを味わう 
ことばの美しさと旋律の音の動きに着目し、フ 
レーズのまとまりを意識して歌える 	   	  
	    5  鑑賞教材 	    威風堂々第１番 	   	   曲の構成、曲想の変化、和音の移り変わりをポ イントに聞く 	   	   	  











歌唱教材 	    ぶんぶんぶん 	   	    拍とリズムを指導の重点にして楽しく学習する 	   	   	  
	    2  鑑賞教材 	   シンコペーテッド 
クロック 	   	  
ウッドブロックのリズムや、音色に親しみながら 
聞く 	   	   	  
	    3  鑑賞教材 	   トランペット吹き 
の休日 














	   	   	  














	   	   	  
	    6  器楽教材 	   コンドルは飛んで 
いく 
	   	   印象深いケーナの哀愁を帯びた音色と赤土の 大地や山々の上を悠々と飛んでいるコンドルを 
想像しながら合奏する 















	   	  
	    2  歌唱教材 	    虫の声 	   	   いろいろな虫の鳴き声の表現を楽しみ、友達と 
関わりあいながら、歌ったり音遊びをしたりする 	   	   	  




	   	   	  




	   	   	  




	   	   	  
	    6  鑑賞教材 	   管弦楽組曲「惑 
星」から木星 
	   	   三部形式で構成され、旋律・拍子・速度がそれぞ れに変化するので、その特徴とともに全体の形 
式をとらえる 







歌唱教材 	    日の丸 	   	    フレーズのまとまりから強弱や歌声を工夫する。 	   	   	  
	    2 音楽づく 
り 
 
おはやしづくり 	   	   	   簡単なリズムを組み合わせ、音楽の仕組み(反 
復・問い・答え)を生かしながらおはやしをつくる。 	   	   	  
	    3  鑑賞教材  祇園囃子 	   	   	   我が国の音楽について興味を持ち、特徴を感じ 取ることができる。 	   	   	  




	   	   	  
	    5  鑑賞教材  世界の音楽 	   	   	    音色、リズム、旋律、拍の流れ、音の重なり 	   	   	  
	    6  歌唱教材 	    ふるさと 	   	   リズムや旋律の動きに着目し、フレーズを感じ取 
る。 
歌詞の情景や思いを感じ取り、強弱を生かした表 







鑑賞教材 	    おどるこねこ 	   	    曲を聴いて場面を想像することができる。 	   	   	  
	    2  歌唱教材 	    夕やけこやけ 	   	   歌詞の情景について想像を膨らませながら、表 情豊かに歌うことができる。 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    富士山 	   	   歌詞の持つ雄大さや、リズムや音高をしっかりと 
感じ取って、曲想表現を工夫できる。 	   	   	  
	    4  鑑賞教材 	    ソーラン節  こきりこ節 	   はぎれのよいリズムとゆったりしたリズムを意識 
して、民謡を味わうことができる。 	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    冬景色 	   	   冬の情景をしっとりそしてゆったりと、時には激し く歌うよう表現の工夫ができる。 	   	   	  
	    6 歌唱器楽 
鑑賞教材 











鑑賞教材 	   おもちゃのシン 
フォニー 	   	  
 
色々な音色に興味・関心を持つことができる。 演奏の様子をまねるなどして、身体表現に生か 





	    2 歌唱・器 
楽教材 	  
 
こぎつね 	   	   1 番から３番の歌詞に着目して、歌い方を工夫す 
ることができる 
階名唱に親しみながら、鍵盤ハーモニカで演奏す 
ることができる 	   	  
	    3  器楽教材 	    聖者の行進 	   	    拍子感をとらえたリズム打ちができるようになる 	   	   	  




	   	   	  
	    5 
歌 唱 ・ 音 
楽づくり・ 
鑑賞教材 
	    谷茶前  てぃんさぐぬ花 	   沖縄音階を理解し、沖縄音階を使って旋律をつく 
ることができる 
 
沖縄の音楽に親しむ 	   	  








きらきらぼし 	   	   歌詞から想像する情景に合わせて、響きのある 音色や演奏の仕方を考えることができる 	   	   	  
	    2  鑑賞教材 	    そりすべり 	   	    曲を聴いて、情景を想像することができる。 	   	   	  
	    3  器楽教材 	    パフ 	   	    リズムを打ちながら、歌うことができる 曲の魅力を感じて、リコーダーで演奏することが 
できる。 	   	  
	    4 歌唱・器 
楽教材 





	   	  
	    5  歌唱教材 	    スキーのうた 	   	   軽快なリズムにのり、楽しく声を出して歌うことが できる。 	   	   	  
	    6  鑑賞教材 	    春の海 	   	    琴と尺八の音色に親しむことができる 作曲者の意図を想像しながら鑑賞することができ 







歌唱教材 	    やまびこごっこ 	   	   まねっこ遊びを通して、強弱や速度を工夫するこ 
とができる 	   	   	  







	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    雪のおどり 	   	   歌詞にでてくるオノマトペを使った音楽づくりを楽 
しみながら音楽の諸要素を感じ取ることができる 	   	   	  
	    4  鑑賞教材 	   ラバースコンチェ ルト 
 
メヌエット 	   ２曲の鑑賞を手掛かりに、拍子の違いを聴き取 ることができる 	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    故郷の人々 	   	    和音の学習を通して、表現の工夫ができる 	   	   	  








歌唱教材 	   うれしいひなまつ 
り 
	   	   季節ごとの曲を知ることにより、生活と季節を結 び付け、日本の伝統行事を身近に感じることが 
できる 
	   	   	  
	    2  歌唱教材 	    はるがきた 	   	   ことばやリズムを繰り返しながら、春のおとずれ に対する喜びを表現することができる 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    七つの子 	   	   歌詞から曲想を考えて、情景を想像しながら、気 持ちをこめて歌うことができる。 	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    どこかで春が 	   	   歌詞が表わす情景を想像しながら歌うことがで 
きる 
同じ旋律や、リズムの反復に着目して歌うことが 
できる 	   	  
	    5  歌唱教材 	    ペチカ  蛍の光 	    曲の情景を想像しながら歌うことができる  ことばの意味を理解して、歌うことができる 	   	  







歌唱教材 	   はじめてのおん 
がく 	   	  
 





	    2  歌唱教材 	    かくれんぼ  ロンドン橋 	   拍にのって体を動かしながら、友達と共にひとつ 
の音楽を歌うことができる 	   	   	  
	    3  歌唱教材 	    春の小川 	   	   歌詞から想像したことや音楽的な特徴をもとにし 
て表現をくふうすることができる 
学級で考えた歌い方で、声をそろえて歌うことを 
大切することができる 	   	  
	    4  歌唱教材 	    さくらさくら 	   	    歌詞の内容から情景を想像することができる  曲想に合った強弱を工夫することができる 	   	  
	    5  歌唱教材 	    こいのぼり 	   	   リズムや旋律の動きの特徴をとらえることができ 
る 
 
言葉の意味をとらえて、歌唱することができる 	   	  











歌唱教材 	    ひらいたひらいた 	   	   曲の情景を視覚的にとらえ、表現の工夫に生か 
すことができる 	   	   	  
	    2 歌唱・器 楽教材 	   かえるのがっしょ う 	   	   体の動きを使ったり、階名で歌ったりして、音の 高さを感覚的・視覚的にとらえることができる 互いの歌声や楽器の音を聴きながら、自分の歌 声や楽器の音の高さを意識することができる 	   	  
	    3  歌唱教材 	    茶つみ 	   	   茶つみの様子を思い浮かべながら歌唱すること ができる 	   	   	  
	    4  歌唱教材 	    とんび 	   	   歌詞の内容や旋律の上がり下がりなどを手掛か 
りとし、情景を想像しながら歌うことができる 	   	   	  
	    5 歌唱・器 
楽教材 




	   	   	  
	    6  歌唱教材 	    つばさをください 	   	   歌詞に共感をもちながら、二部合唱することがで 
きる 
楽譜から 8 ビートから 16 ビートに変化する部分







歌唱教材 	    かたつむり 	   	   拍の流れにのって歌い、みんなで歌う楽しさやみ んなで合わせる楽しさを味わうことができる 	   	   	  
	    2 歌唱・器 
楽教材 	  
 
かっこう 	   	   体の動きを使いながら階名で歌い、音程感を養 
うことができる 
音の高さに気をつけながら、歌詞唱したり、楽器 
を演奏したりすることができる 	   	  
	    3  器楽教材  リコーダーの導入 	   	   	   リコーダーの基本的な奏法を楽しみながら、段 
階的に身につけることができる 	   	   	  
	    4  器楽教材  サミングの指導 	   	   	   先生のまねをしながら、サミング奏法に慣れるこ とができる 	   	   	  
	    5  歌唱教材 	    こげよマイケル 	   	   曲の感じをつかみながら、互いの響きを感じ合う ことができる 和音の響きを感じながら、気持ちよく歌うことがで きる 	   	  
	    6  歌唱教材 	    われは海の子 	   	   歌詞と旋律を融合させて、曲のイメージを感じて 







歌唱教材 	    たなばたさま  うみ 	    曲の情景を思い浮かべながら、歌うことができる 	   	   	  









	    3  鑑賞教材 	   白鳥（「動物の謝 肉祭」より）） 	   	   旋律や音色などから様子を思い浮かべることが できる 
 
楽曲の特徴やよさに気づくことができる 	   	  
	    4  歌唱教材 	    まきばの朝 	   	   歌詞や旋律をもとに様子を思いうかべて歌うこと ができる 	   	   	  
	    5  鑑賞教材 	    威風堂々第１番 	   	    曲の仕組みを理解することができる  曲の変化を感じ取ることができる 	   	  
	    6  鑑賞教材 	    花 	   	   歌詞が表わす様子を感じながら鑑賞することが 


















ド  クロック  
	   	   楽 曲 を特 徴 付 けているメロディーに興 味 ・関
心 を  もち、聴 く楽 しさを味 わうことを通 して、
楽 曲 の構  造 を理 解 して聴 く  
	   	   	  






き  の休 日  
	   	    
器 音 色 を味 わって聴 く  
	   	   	  










	   楽 器 の音 色 を味 わったり、拍 子 の違 いを体
感 し  たりする  
	   	   	  





	    
待 ちぼうけ  
	   	    
楽 曲 の特 徴 を感 じ取 って聴 く  
	   	   	  





	    
木 星  
	   	   楽 曲 の構 成 を理 解 し、旋 律 や音 色 の変 化 を
感 じ  取 りな が ら、木 星 や 宇 宙 の イメー ジ を
広 げ、楽 曲  全 体 を味 わって聴 く  










鍵 盤 ハーモニカの導 入  
	   	   	   鍵 盤 ハーモニカで音 を出 す活 動 を通 して、
鍵 盤  の位 置 と音 高 の関 係 に気 付 いたり、
音 高 や強  弱 、息 の使 い方 に気 付 き、慣 れ
る。  
	   	   	  





	    
虫 の声  
	   	   虫 の声 を表 している部 分 と、虫 の声 を楽 しん
でい  る気 持 ちを表 している部 分 の二 つの気
分 の違 い  を感 じ、自 分 の思 いをもって楽 しく
歌 う。  
	   	   	  





	    
うさぎ  
	   	   自 然 を敬 い大 切 にしてきた昔 の人 々の心 情
を考  えて、情 景 を想 像 しながら曲 想 を感 じ
取 る  
	   	   	  
	    
4  
歌 唱 ・
器  楽 教
材  
	    
エ―デルワイス  
	   	   ３拍 子 の拍 の流 れを感 じて歌 ったり、演 奏 し
たり  する。  
	   	   	  





	    
子 もり歌  
	   	    
２種 類 の旋 律 を聴 き比 べ、歌 う  
	   	   	  
	    
6  
鑑 賞 ・
器  楽 教
材  
	   コンドルは飛 ん
で  いく  
	   	   曲 全 体 のイメージをつかみ、曲 の感 じを生 か
して  演 奏 する  
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